

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ









　第三次神話代理戦争の終結から三ヶ月。

　大きな傷きず跡あとと喪そう失しつを伴ともないながら、あの戦いは一度幕を閉じた。

　俺の前から天てん華かは姿を消した。

　その行方ゆくえは未いまだに分からないままだ。

　彼女のことは聖餐管理機構エウカリステイアも神界も血ち眼まなこになって捜さがしている。

　俺は俺で妹の居所を知るために、聖餐管理機構エウカリステイアに身を寄せていた。

　とはいえ、真聖教会との繫つながりを完全に絶たったわけでもない。

　このローラシア島は絶海の孤こ島とうであり、聖餐管理機構エウカリステイアが部外者の立ち入りを厳しく制限している。

　そのため教会は神話代理戦争の動向について、俺たちからの報告でしか知らない。

　それを利用しない手はなく、俺はマリアに噓うその報告をさせ、神話代理戦争はまだ継けい続ぞく中だと教会側を騙だましていた。

　教会も独自の情じよう報ほう網もうを持っている。

　そちらの情報もできれば掠かすめ取りたい。

　妹を見つけ出すためなら、何でもやるつもりだ。

　しかし、そういった努力を続けても天華は見つからなかった。

　少なくとも生きているのは、妹と〝繫がっている〟俺には感じ取れたが、今何をしているのかまでは分からなかった。

　単に傷を癒いやしているのか。

　あるいはまた何かを画策しているのか。

　俺には知りようもない。

　ただ今は待つことしかできなかった。

　そうして気がつけば季節は巡めぐり、学園は夏休みに突とつ入にゆうしていた。

　南区に行けば、今日も繁はん華か街がいは生徒で溢あふれている。

　あれだけのことがあっても、この島の生徒たちは日常を取り戻もどしつつあった。

　彼らもまた痛苦に耐たえ、悲ひ嘆たんを超こえ、傷を負いながら前に進もうとしていた。

　そのひとりひとりの姿は尊敬に値あたいすると俺は思う。

　そして、あの戦いを生き残った俺と仲間たちが今どうしているかといえば──




　──みんなで海に来ていた。








第一章　海の家とアリアンロッド









　　　　１




　ローラシア島北区ビーチ。

　ここは海に囲まれた島だが、遊ぶためのビーチとして整備されているのは北区のみだ。

　普ふ段だんはわりと静かな北区も、この季節ばかりは人で溢れ返る。

　ビーチが広いので芋いも洗い状態とまではいかないが、凄すごい数だ。

「みんな夏は海で遊びたいんだな……」

「そりゃそうだろ。実際、俺たちも来てんじゃん」

「それもそうだな」

　俺は國くに崎さきと話しながらパラソルとシートの準備をしていた。

　女性陣じんは着き替がえ中だ。

「いやー、しかしみんなの水着楽しみだなー」

　國崎がニマニマと笑いながら言う。

「プールの時にもう見ただろ」

「何ヶ月前の話だよ。それに水着ってのはな、何度見てもいい物なんだよ」

『──ウヒヒヒ、そのとーりだぜライカ』

　國崎の意見にバロールも同意する。

『──女の肌はだってのは何度見たっていいモンだ』

「……」

「お？　その表情、バロールの旦だん那なは同意してくれてんのかね？」

『──おおーそのとーりだぜコジロー』

「お前ら俺を挟はさんで会話するな」

　元々似ているとは思っていたが、この三ヶ月で國崎とバロールは見事に意気投合していた。

　直接話しているわけでもないのに、この息の合い方は何なんだと思うが……。

　俺はふたりの会話を聞き流しつつパラソル設置を続けた。

　そうしている内にみんなもやってくる。

「ヤッホー、お待たせー」

　最初に手を振ふってきたのは涙るい々るいだ。

　彼女の揺ゆれる胸を見て、また國崎とバロールが歓かん声せいを上げる。

「どう雷らい火か？　この水着わざわざ新調したのよ」

　涙々の新水着は前よりも明るい色しき彩さいの水着だった。

　そのため太陽の下でより映はえるのだが、デザインがセクシー系なのは相変わらずだ。

「まあいいんじゃないか」

「えー、感想が無難すぎない？」

　涙々は不満げに言うと、俺の腕うでに抱だきついてくる。

「ほらほら、もっとちゃんとよく見てよ」

「離はなれろ。体をくっつけるな」

「ふふふ、当ててんのよ」

「やめろ！」

「せっかく國崎にお金出させたんだから、しっかり見てくれないとアイツも可哀かわい想そうでしょ？」

「だったら國崎にやれ！」

「ソウダソウダー」

　國崎が悲しそうな目でこちらを見ている。

「もうっ！　いい加減離れてください！」

　そこでマリアが俺たちの間に割って入る。

　彼女は俺をガードするように両腕を広げ、涙々を睨にらんだ。

「本当に涙々さんは油断も隙すきもありません！」

「えー、そうかしら？」

「そうです！　こっそり新しい水着なんて買ってきて……せめて私も誘さそってください！」

　マリアの心のこもった叫さけびに、今度はシャロ先せん輩ぱいがビクンとなる。

「ご、ごめんねマリアさん。わたしも水着新しくしてきちゃって……」

　おずおずと手を挙げる先輩の水着は、前の白ビキニからピンクのビキニになっていた。

「うぅう～シャルロッテ先輩まで～」

　ぐぬぬぬとマリアは拳こぶしを握にぎり締しめる。

「みんな楽しそうだね～」

「姫ひめ子こ。大だい丈じよう夫ぶか？」

「暑くて死にそう」

　姫子はかなりグッタリとしていて、もうフラフラしていた。

　普段外に出ないためか、余計にツラそうだ。

「夏はクーラーの効いた部屋でゴロゴロするのがいいよ～」

「それも不健康すぎるぞ」

「雷火～。ジュース～頂ちよう戴だい～」

「ほら。パラソルの下で休んでいろ」

　俺はクーラーボックスから冷えた飲み物を取り出し、姫子に渡わたしてやる。

「呵か々かッ呵々ッ！　これほどの好天の下で情けない奴やつだな東洋の冥めい府ふの王よ！」

　不意に高笑いしながら現れたのは、両手を腰こしに当てたエミリーだった。

　彼女は姫子とは対照的にすこぶる元気がいい。

　というか、妙みようにテンションが高かった。

「何でそんなにハイテンションなんだお前は？」

「天も高くなれば気分も上がるに決まっておろう！　夏はよいな！　故郷の空を思い出させるわ！」

「そうか」

　要するに夏が好きなのか。

　まあそれはいいとして、無事に全員集合できたわけだ。

「さーて、遊びますかー！」

「いえーい！」

　涙々が音おん頭どを取り、國崎がそれにあわせて拳を突つき上げる。

　留守番すると言う姫子を除き、みんながそれに続こうとするが。

「あっ」

　不意にシャロ先輩が足を止める。

　それに気づいて俺も立ち止まったが、みんなは先に行ってしまう。

　まあ、あとからでもすぐ追いつけるだろう。

「どうしましたか？」

「日焼け止め塗ぬり忘れちゃった……」

　そう言ってシャロ先輩は困った顔をする。

　彼女は肌が白い。

　日焼けは大敵だろう。

「そうだ。あの、雷火くん」

「はい？」

「えっと、よかったら雷火くんが日焼け止め、塗ってくれる？」
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　シャロ先輩はバッグから日焼け止めクリームを取り出して、そう言った。

「ほら、背中とか塗りづらいから、あの……ね？」

「分かりました」

　確かにそうだろうと思い、引き受ける。

「わあ！　ありがとう」

　シャロ先輩は嬉うれしそうに言って、俺にクリームの入った瓶びんを渡してくる。

　それから彼女はシートに寝ねそべり、背中を俺に晒さらした。

　ビキニの紐ひも以外に何も隠かくす物のない彼女の背中は、少し汗あせばんでいて、艶つややかだった。

「どのくらい塗ればいいですか？」

「んー、まあ満まん遍べんなく塗ってくれる？」

「了りよう解かいです」

　俺は頷うなずき、クリームを手に取る。

　両手で伸のばして……こんなものか？

「ひゃっ！」

　俺が背中に触ふれると、シャロ先輩は小さな悲鳴を上げた。

「スミマセン。冷たかったですか？」

「あ、うん。大丈夫。ちょっと驚おどろいただけだから」

「じゃあ、続けます」

「うん……お願い」

　シャロ先輩の背中の上で手を上下に動かす。

「ん……あ……」

　その度たびに先輩は切ない声を上げる。

　おかしい……日焼け止めを塗っているだけのはずなのに、何かイケナイことをしているようだ。

　俺が意識しすぎているのだろうか？

　手の平に感じる彼女の肌が熱を帯びる。

　シャロ先輩は背中も柔やわらかい。

　そんな、余計なことまで考え始める。

　マズい。

　何か分からないがマズい。

　これがバロールと魂たましいが混ざってしまった弊へい害がいか。

『──何か理り不ふ尽じんな責任転てん嫁かをされた気がするぞ』

（気のせいだクソ魔ま神じん）

『──いやあ、それにしてもシャロの肉はどこも柔らかいな。齧かぶりつきたいくらいだ』

（やっぱりキサマの所せ為いか）

『──あ？』

（何でもない）

　早さつ急きゆうに人と神の魂の分ぶん離り法を見つける必要があるな。

　俺の名めい誉よと心の平へい穏おんのために。

「あー！　何してるんですか雷火さん!?」

　その時、マリアが叫びながらパラソルの方に走ってくる。

　俺たちがいないことに気づいて戻もどってきたようだ。

　ついでにほかの皆みんなも戻ってくる。

「えーなにふたりでエロいことしてるのー？」

「いや、日焼け止めをな」

「それを何で雷火さんが塗る必要があるんですか!?」

「いいなー雷火羨うらやましいー」

「ていうか……さっきからボクの隣となりで何してるの？」
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「姫子さんも見てたんなら止めてください！」

「おい、余はさっさと遊びに行きたいのだが」

　みんな好き勝手言ってくれる……。

　特にマリアはブンブン腕を振り回し、相当に悔くやしがっているようだ。

「こうなったら私にも塗ってください！」

「……？　マリアも塗り忘れたのか？」

「塗りましたけど、もう一度塗ってください！」

「な、なぜ？」

「えー、それなら私も塗ってよ雷火」

　マリアが鼻息荒あらく俺に詰つめ寄り、涙々もおもしろがるように同調する。

　ついには姫子まで塗って欲しいと言い出す。

　みんな次々と自分の日焼け止めを俺に押しつけてきた。

　断る暇ひまもない。

　唯ゆい一いつ興味のなさそうなエミリーだけはどこかに行ってしまった。

　しかし、彼女ひとりいなくなっても状じよう況きようはさほど変わらない。

「さあ、雷火さん！　私にもお願いします！」

「雷火くん！　わたしが先に頼たのんだんだからね？」

「ねぇ雷火ー早くー。もうビキニの紐解ほどいちゃってるンだけどー？」

「雷火。お願い」

　狭せまいシートの上にマリア・シャロ先輩・涙々・姫子、四人の少女が寝そべっていた。

　無防備な背中を晒し、肩かた越ごしに振ふり返って俺を見上げてくる。

　俺は四つの日焼け止めを手に途と方ほうに暮れた。

　……どうするんだ…………この状況……？

『──おーおー、選より取り見取りだなーライカァ？』

（ちなみにお前なら誰だれを選ぶ？）

『──全員』

（お前に意見を訊きいた俺が莫ば迦かだった）

『──いやいやイケるって。まずは自分の全身に日焼け止め塗りたくって、あの四つ並んだお尻しりに向かってダイブしてゴロゴローっとローラーみてぇに』

（想像させるな。くたばれ）

　俺はため息をつき、現実逃とう避ひするように天を仰あおいだ。
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　日焼け止めについては、まあ、何とかした。

　詳しよう細さいは割かつ愛あい。

　ただ……死ぬほど疲つかれた。

　砂すな浜はまに腰を下ろす俺の隣で、國崎はまだ恨うらめしげな目でこちらを睨にらんでいた。

「雷火って絶対俺よりプレイボーイだと思う」

「ギリシャ神話一の色男に認められるとは光栄だな」

「そうは言うけどよー、俺って失しつ恋れんの方が多いんだぜ？」

「……」

「それも俺が本気で惚ほれた相手ほどガチで逃にげられるンだよなぁ……」

「…………」

　本気で肩かたを落とす國崎へのフォローのセリフが思いつかない。

　それはまあそれとして。

「ビーチバレーでもしましょう」

　少し上じよう機き嫌げんな涙々がビーチボール片手にそう言った。

「おっ？　なんだ、スポーツか？」

　どこかへ行っていたエミリーも楽しげな気配を察知して戻ってくる。

　七人いるので、ひとり審しん判ぱんを交こう替たいしながら３対３でやることにした。

　正式なルールでは２人一組だが、まあ遊びなので構わない。

「あ、スポーツならブリュンヒルデさんがやりたいって」

「分かりました」

「じゃあ、替かわるね」

　そう言って、シャロ先せん輩ぱいはブリュンヒルデと肉体の主導権を交替する。

「……」

　ブリュンヒルデはジトリと俺を数秒見つめると、いきなり腰こしの辺りを小こ突づいてきた。

「何だ？」

「何だではない」

「？」

　俺が小首を傾かしげると、ブリュンヒルデは背せ伸のびして俺の耳みみ許もとに口を寄せ。

「キサマ、なぜさっきシャルロッテの水着を褒ほめなかった？」

「む？」

「涙々フレイヤ様の水着は褒めたのに」

「いや、それは……」

　若じやつ干かん責めるような口調に、俺はしどろもどろになる。

「水着のことなら、この前一緒に買いに行った時に充じゆう分ぶん褒めたから……」

「莫迦者。そういうのは何度褒められても嬉しいものだ」

「お、おう」

　真しん剣けんでまっすぐな目に睨まれ、俺はついたじろぐ。

　と、そこでブリュンヒルデはなぜか両りよう腕うでを広げ、

「というわけで、シャルロッテの分も存分に私を褒めていいぞ」

　さあ、と言わんばかりにドヤ顔をした。

（謎なぞ理論すぎる……）

『──男には勝ち目のない例のアレだな』

　確かに、と俺は心の中で同意する。

　俺は仕方ないと諦あきらめて彼女の耳に顔を近づけ。

「よく似合っている」

「うむ！」

　ブリュンヒルデは満足そうに頷いた。

『──今の絶対自分が褒められたかっただけだぞ』

（……まあいいさ）

　あの買い物も実質三人で出かけたようなものだ。

　まあ、そんなやり取りを挟はさみつつ。

「じゃあ、始めますよー」

　ビーチバレーが始まった。

　審判はマリア。

　チーム分けは、Ａチームが俺・國崎・エミリー。

　Ｂチームはブリュンヒルデ・涙々・姫子。

「うぅ～ボク審判がいいんだけど～」

「まあまあ、たまには体動かそうよひめっち～」

　ダルそうな姫子の肩をぺしぺしと叩たたく涙々。

「いやあ、あっちのチームに入りたかったな～雷火？」

　國崎が俺の肩に腕を回してしみじみと尋たずねてくる。

「何でだ？」

　理由が分からず俺が尋ね返すと、國崎は肩を竦すくめて。

「だって向こうのチームだったら、砂に足取られるフリしてあわよくばお胸にダイブとかできるかもしれねーじゃん。その点、エミリーちゃんじゃなぁ」

「聞こえておるぞ痴しれ者」

　エミリーが國崎のケツに蹴けりを入れる。

　そんなやり取りは置いといて。

　足で砂に線を引いたコートに両チーム分かれる。

「じゃあ、Ａチームからサーブしてください」

　審判のマリアが開始の合図をする。

「呵か々かッ！　このサーブで終わらせてくれる！」

　威い勢せいのいいことを言いながらエミリーがサーブするが、結構簡単に拾われた。

「ぬぅ、小こ癪しやくな！」

　エミリーは歯は嚙がみしながら急いでコートに入る。

　ネットも何もない素人しろうと遊びだが、要は相手のコートにボールを落とせばいい。

　それには当然スパイクが有効なので。

「ほいっ、ブリュンヒルデ！」

「お任せくださいフレイヤ様！」

　北ほく欧おう主従が主あるじのトスからスパイクを打つ。

　その勢いときたらとてもビーチボールのそれではない。

「フンッ、甘いわ！」

　エミリーはそれを難なくレシーブ。

「お前らボールを割るなよ？」

　俺は全員に釘くぎを刺さしつつ、國崎へとトス。

「まっかせろい！」

　なんだかんだ言いつつ國崎も運動神経はいい。

　上がったボールにきちんとミートさせて、絶好のスパイクを放った。

　ブリュンヒルデと涙々は前に出ているし、これは誰にも取れないと思ったが。

「わっ、と」

　意外なことに姫子がそれを上げた。

「ナイスひめっち！」

　涙々のトスからブリュンヒルデのスパイク。

「クッ！」

「Ｂチーム、１点です」

　今度は上げることができず、こちらが失点してしまった。

「やるねーひめっち」

「うん……なんか思ったより体動いた」

　涙々の称しよう賛さんに姫子は小さく微び笑しようを浮うかべる。

　普ふ段だんはインドア派なためか、彼女は運動に対する苦手意識があったようだ。

　しかし、スサノオの力を継けい承しようして以来、運動能力そのものは向上している。

　それで「思ったよりも体が動いた」ことに軽く驚おどろいているようだ。

　それはもちろんよい意味であって、先さき程ほどまで暑さで気け怠だるげだったのが今はいい表情をしている。

「いやあ、姫子ちゃんもやるなあ」

「ああ、だいぶ力の使い方にも慣れてきたみたいだな」

「いやいやそーじゃなくて」

「？」

「あのダイナミックに揺ゆれるおっぱい見たか？　普段おとなしいからめだたないけど、姫子ちゃんもだいぶいい物持ってるよな」

「國崎。お前なぁ……」

　俺は呆あきれて物も言えない。

「でもシャルロッテ先輩とか涙々ちゃんの揺れっぷりも最高だよな～」

「國崎」

「まったくみんなレベル高いぜ。こんな娘こたちに囲まれて俺は幸せ者だな～」

「國崎」

「いや俺の本命はマリアちゃんなんだけどね。こうも見事なバストの持ち主ばっかりだと目移りしちゃうよな～。な、雷火？」

「國崎。おい、前」

「へ？」

　謎語りをしていた國崎の顔面にビーチボールがヒットする。

「ぐへぇ！」

　國崎は呻うめき声を上げて仰あお向むけに倒たおれた。

「このっ、いっ厭いやらしいケダモノめ！」

　ボールを投げつけたブリュンヒルデが顔を真っ赤にして叫さけぶ。

　今のは同情できない。

　とまあ一時中断してしまったが、次はＢチームのサーブだ。

「よーし、行くよー」

　サーブは姫子がやるらしい。

　先程のプレイで少し自信をつけたみたいだ。

「せぇーの！」

　姫子が気合いの入った声とともにボールを真上に放る。

　と、彼女はそれをジャンピングサーブで打とうとした。

　とした、と過去形なのは失敗したからだ。

「あれっ？」

　目測を誤った姫子の手は空から振ぶりし、ボールは転々と地面に落ちる。

「わぷっ！」

　ついでに着地も失敗し、姫子は砂まみれになった。

　よくなったといっても、まだまだ体を動かすのは不慣れのようだ。

「ふぅー危ねぇ危ねぇ。揺れるおっぱいと合わせてボールが三つに見えたぜ。姫子ちゃんって分ぶん裂れつ魔ま球きゆうまで使えたんだなグボァ!?」

　アホなこと言って汗あせを拭ぬぐっていた國崎の鳩みぞ尾おちに、ブリュンヒルデの渾こん身しんの蹴りが突つき刺さって彼は吹ふき飛んだ。

「キサマはいい加減にしろ色情魔！」

　ブリュンヒルデはまた顔を真っ赤にして叫んだ。

「國崎……懲こりない奴やつ」

『──ウヒヒヒ、俺サマはお前が好きだぜコジロー』
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　その後しばらくビーチバレーを続けたが、最初に姫子がギブアップした。

　根本的な体力の低さはいかんともしがたい。

「スマン。ちょっと姫子を休ませてくる。みんなは続けててくれ」

　俺は断りを入れてから、姫子に肩かたを貸す。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「うぅ～暑い～」

『──ウヒヒヒ、体重預けてくるから胸がめっちゃ当たるな！』

（黙だまれ）

　俺は姫子をパラソルの下まで運び、シートに横たわらせた。

「ほら、ジュース」

「ん～」

　姫子は手て渡わたされた飲み物を一気に飲み干し、シートの上にまた倒れる。

　俺はバッグからうちわを取り出して彼女を扇あおいだ。

「あ～涼すずし～」

「ほら、バッグの上に足を置け。頭より高くな」

「はーい」

「あとアイスバッグもあるから首の裏か額に置いとけ」

「雷火ーもっと扇いで～」

「はいはい」

「あ～」

　汗だくの姫子は気持ちよさそうに声を伸のばす。

「……なんだかこうして雷火に甘えるの久しぶりだね」

「そうか？」

「雷火の部屋を出て以来じゃない？」

「……」

　あの決戦から約一ヶ月後、姫子は俺の部屋から自分の部屋に戻もどった。

　スサノオに「姉に心配をかけるな」と忠告されたかららしい。

「……けど、教室じゃ相変わらず世話を焼かされてる気がするが」

　あえてからかうように俺は指し摘てきする。

「あれは別に甘えてるわけじゃないもん」

「何度宿題を写させてと頼たのまれたことか」

「聞こえなーい」

　姫子は耳を塞ふさいでそっぽを向く。

「……」

　俺と姫子の今の関係はどうだろうか？

　以前の歪いびつな状態よりはよくなった気がする。

　彼女自身の精神状態も含ふくめて。

　なにより彼女の笑え顔がおが増えた。

　それは俺にとっても嬉うれしいことだ。

「ところでボクたち抜ぬけちゃったけど、みんな何してる？」

「えーと……パス回しをやってるな」

　みんなも少し疲つかれたようでおとなしい遊びをやっている。

「……？」

　ふとマリアがみんなの所にいないことに気づいた。

　その時。

「雷火さん」

「マリア」

　どこかに行っていたマリアが俺たちの許もとにやってきた。

　彼女の腕うでの中にはかき氷が三つ抱かかえられている。

「あっちの売店で買ってきました。これ、姫子さんにも」

「ああ、ありがとうマリア」

「ありがとーございます」

「いえいえ……キャッ！」

　不意にマリアが砂に足を取られてバランスを崩くずす。

「マリア！」

　俺は咄とつ嗟さに手を伸ばし、その体を支えようとした。

　しかし、彼女の抱えていたかき氷が邪じや魔まで少し目測を誤る。

　むにゅんっ、と柔やわらかい感かん触しよくが手の平に伝わる。

　俺の手はマリアの胸を鷲わし摑づかみするようにして彼女の体を支えていた。

　おかげで彼女は転ばなかったが、互たがいに目を見開いて顔を見合わせる。

「……」

「……」

　俺もマリアも何か言おうとして、何も言えずに固まってしまった。

　その間、ずっと俺の手は彼女の胸を摑んでいる。

　指が胸に沈しずみ込む。

『──ウヒヒヒ、やーわらかいーなー』

（黙れ！）

　そんなことは分かってる。

　いや、そうじゃない。

　さっさと手を離はなせ。

「ス、スマン！」

　俺は謝罪しつつ逆の手でマリアの肩を支え、もう一方を離した。

「い、いえ……ありがとうございます」

　マリアは顔を真っ赤にしてお礼を言う。

　たぶん、転ぶのを防いだことに対して。

　……それ以外ないよな？

　それからマリアはかき氷を配り、俺の隣となりに座る。

「……」

「……」

　俺とマリアの間に沈ちん黙もくが降りる。

　こんな時どうすればいいのか分からない。

「雷火ー」

　その時、姫子がシャクシャクとかき氷を食べながら声をかけてきた。

「何だ？」

「あのさー」

「うん？」

「雷火っておっぱい好きなの？」

「ブフッ!!」

　食べていたかき氷を思いっきり噴ふき出した。

「何で!?」

　そんなこと生まれてこの方はじめて訊きかれた。

「うーん、何となく？」

　姫子は小首を傾かしげながら曖あい昧まいな答えを返してくる。

　彼女はふと自分の胸を片手で持ち上げ、

「……ボクのは好き？」

　と、また答えづらい質問をしてきた。

「……」

　横からマリアの無言の視線も感じる。

　ふたりとも俺の返答を待っていた。

「～～～」

　進しん退たい窮きわまった俺は誤ご魔ま化かすようにかき氷をかき込み、激しい頭痛に襲おそわれながら立ち上がる。

「……えーと、腹が冷えたからホットドッグでも買ってくる」

　ヘタな言い訳をして俺はその場から逃にげ出した。
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「はぁ、はぁ」

　走れるだけ走り続けたあと、俺は息が上がったところで立ち止まった。

　パラソルからはだいぶ離れて、人ひと気けのない場所まで来てしまった。

「はぁ、はぁ……参ったな」

『──なーにが参ったな、だ。あのくらいでオタオタしやがって』

　頭の中にバロールの嘲ちよう笑しようが響ひびく。

『──男が女のおっぱい好きなのは、赤ん坊ぼうがかーちゃんのおっぱい好きなのと同レベルの真理なんだからよ、堂々と答えてやりゃーいーんだよ』

（……うるさい）

『──もういっそ誰だれかに頼んでおっぱい吸わせてもらったらどーだ？』

「はあ……」

　俺はバロールのからかいの声を無視して大きくため息をついた。
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　汗あせばんだ体に潮風が吹ふきつける。

　風に釣つられて、海を見た。

「……」

　決戦前日もこうして海を眺ながめた。

　あの時はこんな未来をちゃんと想像できていただろうか。

　友達と海に来て。

　騒さわいで。

　莫ば迦かやって。

　ビーチバレーして。

　かき氷を食べて。

　恥はずかしさのあまり走り出したりして。

　そんな平和で。

　──隣に天てん華かがいない日々を。

「ああ、畜ちく生しよう」

　ガシガシと頭を搔かく。

　どれだけ今が楽しくても。

　この三ヶ月間、いなくなった妹のことを忘れた日はない。

　こんなに楽しい毎日の中に、なぜ天華がいないのか。

　分かってる。

　原因は俺だ。

　あの日、天華を救いきれなかった。

　全すべてを救おうとして、最愛の妹だけを取りこぼした。

　情けない兄だ。

「……っ」

　俺は額を強く押さえ、唇くちびるを嚙かむ。

　でないと叫さけんでしまいそうだ。

　天華は今どこにいるのだろうか？

　待てど暮らせど、彼女の行方ゆくえに関する情報は入ってこない。

　もしこのまま二度と会えなかったらと思うと堪たまらない気持ちになる。

　俺の選せん択たくは間ま違ちがってなかったのか。

　いつも誰かに訊きたくなる。

　だがそれは無意味な質問だ。

　必要なのは、結果だ。

　あの日、俺は天華だけでなくみんなも選んだ。

　なら、次こそは全てを奪とり戻もどしてみせるしかないのだ。

　そんなことは分かってるんだ……。

　ただ、どうしてもふとした瞬しゆん間かん寂さびしさに襲われる。

　こんなところは誰にも見せられない。

『──まーた後こう悔かいしてんのかライカ』

　コイツだけはどうしようもないが……。

『──三ヶ月もまぁよく引きずる奴やつだ。そろそろ飽あきないのか？』

（キサマといると四六時中心を覗のぞき見されている気分だ）

『──ハッ！　もうそこは諦あきらめろ。それよりいいことを教えてやる』

（塵ちりほども期待してないが聞いてやる）

『──男が落ち込んだ時はな、女に慰なぐさめてもらうのが一番の薬だ。俺のオススメのコースはな、まずあの雌め狐ぎつねに筆下ろしを頼たのんで……』

（ゴミ以下の提案どうもありがとう）

　ああクソ。

　コイツがいると落ち込んでいられるのも一瞬だ。

　まったく最低な相棒だよ。

『──ンだよ、最初は慣れてる女がいいぞォ』

　俺が苦笑いしている間もバロールは話すのをやめない。

『──その辺の習い事と一いつ緒しよさ。何だってまずは上う手まい奴に教えて貰もらうのがいいに決まってる。知り合いが気まずいならナンパでもしろ。ちょうど海に来てるんだし』

（しつこいぞバロール）

『──おいおい、俺サマは心配してやってるんだぜぇ？　ライカがいつまで経たってもドーテーだから』

（もう黙だまれキサマ）

『──ったく、ウブな野や郎ろうだなぁ。ウブな生き娘むすめにはまだ需じゆ要ようがあるが、ウブな童どう貞ていなんて誰得だぞ』

（誰得とかそういう言葉どこで覚えてくるんだお前は……）

『──あーあーうっせぇなぁ。せっかく俺サマが忠告してやってんのに。じゃあもういいさ。ウブな素人シロート同士、後ろのカノジョに脱だつ童貞を頼んでそんで失敗しやがれ！』

「……！」

　バロールのセリフで俺は後ろを振ふり返る。

「あ、雷火くん」

　そこには少し息の上がったシャロ先せん輩ぱいがいた。

「先輩、どうしたんですか？」

「えっと、雷火くんが走ってくのが見えたから、追いかけてきちゃった」

　それで息が少し荒あらかったのか。

　俺は軽く足あし許もとの砂すな浜はまから小石と貝かい殻がらを取り除き、

「どうぞ、座ってください」

　そう言って、彼女に座るのを勧すすめた。

「うん。ありがとう」

　シャロ先輩はお礼を言って座り、俺もその隣に腰こしを下ろす。

「海こ辺こにも人のいないところがあったんだね」

「だいぶ端はしっこの方ですからね。この辺には売店とかもありませんし」

「そっかー」

　シャロ先輩は小さく頷うなずく。

　指先で砂をイジッている。

　……考え事だろうか？

　今度は水着の紐ひもをイジり始めた。

「……」

　その視線がチラリと俺を横目に捉とらえる。

「……！」

　ふと先程のブリュンヒルデとのやり取りを思い出す。

「その」

「ん？」

「その水着、やっぱり似合ってますね」

「うん！　ありがとう！」

　正解、でよかったのか？

　シャロ先輩の笑え顔がおを見る限り、間違ってはいなかったようだが。

「……」

　無む性しようにドキドキする。

　先日の買い物以来。

　いや、デート以来、久しぶりにふたりきりだ。

　正確にはブリュンヒルデも入れて三人だが。

　彼女〝たち〟と俺がつき合い始めたのは、つい最近だ。

　彼女たちに告白されたのがあの決戦前夜。

　つまり三ヶ月前。

　こうなるのに随ずい分ぶんと時を要した。

　バロールの皮肉（小言）も飽きるほど聞かされた。

　彼女たちもかなり待たせたと思う。

　だが十年単位で患わずらった自じ罰ばつ的な性格──妹を救うまでは自分も幸せになる権利はないという固定観念は、そう簡単には剝はがれなかったのだ。

　今もまだそれは残っている。

　しかし、一部でもそれが剝がれ落ちたのは、彼女たちと過ごした時間によるものだ。

　妹が見つからなくて焦あせる俺の傍そばに、彼女たちはいつもいてくれた。

　やさしく俺を赦ゆるしてくれた。

　そうして過ごす内に自然と……というのが経けい緯いだろうか。

　なぜ〝ふたり〟とつき合っているのかについてだが。

　これはシャロ先輩からの提案だった。

　未いまだに人と神の魂たましいの分ぶん離り法に目め処どは立たない。

　そのことで、彼女は一生ブリュンヒルデと肉体を共有する覚かく悟ごも決めていた。

　ゆえに……というわけでもないだろうが、彼女は今のような関係を俺に求めた。

　どちらかを選ぶのではなく、どちらも選んで欲しい。

　もちろん、肉体の共有という状じよう況きようでなければそんな提案は発生しなかっただろうが。

　シャロ先輩とブリュンヒルデの気持ちが、深いところまで結びついていたからこそ生まれた願い。

　一方で、俺もまたすんなりと彼女の提案を受け入れられた。

　昔の俺だったらきっと絶対に受け入れられない。

　だがあの神話代理戦争の中で、俺は何度かブリュンヒルデの言葉に救われた。

　そのことが俺の中から少しずつ偏へん見けんを奪うばい。

　またブリュンヒルデが向けてくるまっすぐな好意を、まっすぐに受け止められるだけの余よ裕ゆうを俺に与あたえてくれた。

　俺が彼女たちふたりとつき合っているのはそういう経緯だ。

　このことを知っている第三者は俺の中のバロールのみ。

　ほかのみんなには内ない緒しよにしている。

「ねぇ雷火くん」

「！」

　その時ふとシャロ先輩の手が俺の手に重ねられた。

　彼女は膝ひざ小こ僧ぞうの上に頰ほおを載のせて俺の顔を見つめてくる。

「わたしたちのこと、まだみんなには言わなくていいの？」

「それは……」

　俺はつい目を逸そらす。

「どうしても、今のみんなの関係が壊こわれるのが怖こわくて……スミマセン」

「……ううん。いいよ」

「スミマセン」

　俺は謝罪の言葉を重ねる。

　マリアたちに俺たちがつき合っていることを言えないのは、俺の我わが儘ままだ。

　あいつらも俺がこの島で得た大切な友達。

　俺たちが恋こい人びとになったことを明かせば、その関係性が揺ゆらいだり壊れたりするかもしれない。

　それが俺には怖かった。

　命のやり取りとは別種の恐きよう怖ふ。

　この島で、はじめて得た感情だ。

　だから余計に躊ちゆう躇ちよしているのかもしれない。

「ねぇ雷火くん、そんな深刻な顔しなくても大だい丈じよう夫ぶだよ」

「先輩……」

「ちょっとずつでいいから」

　そう言ってシャロ先輩はまた微笑ほほえんでくれる。

　いつも俺を赦してくれる彼女に若じやつ干かんの罪悪感と安あん堵どを覚える。

　けれどふとその微び笑しようの頰が少し膨ふくらんで。

「けどせっかく海に来たんだもん。ちょっとくらいふたりきりになりたいのに、雷火くんずっとみんなと遊んでるし」

「す、すみませ」

「わっ！」

　俺が謝る途と中ちゆうで、シャロ先輩は急にビックリしたような声を上げる。

「ごめんごめん。ブリュンヒルデさんもいるから三人だよね」

　どうやらブリュンヒルデが怒おこったようだ。

　端はたから見たら一人ひとり芝しば居いに見えるシャロ先輩たちのやり取りに、俺はついクスリと笑う。

「……！」

　その時ふとシャロ先輩と目が合った。

　距きよ離りが近い。

「……」

　シャロ先輩から目を離はなせない。

　彼女も俺を見ている。

　たまに、不意にこうなる。

　何か、甘い空気が流れて。

　お互たがいの距離が近づく。

　先輩の髪かみが俺の肩かたに触ふれる。

「今日は、みんなで海に来られてよかったねぇ」

「はい」

「なのにこんな風にコッソリくっついちゃって、なんだかイケナイことしてる気分」

「少し、分かります」

「……」

　シャロ先輩が無言で頭をすり寄せてくる。

　その仕草は甘える子こ猫ねこのようで、少しくすぐったく、愛らしい。

　と。

『──ほれ、行け。押し倒たおせ』

　うるさい魔ま神じんが雰ふん囲い気きをブチ壊す。

（バロール……たまには静かにしてろ）

『──ウヒヒヒ、いいじゃねーか。そのままさっき言ったみたいに慰なぐさめてもらえ』

（莫ば迦かが。キサマがいる状態でそんな真ま似ねができるか）

『──ンだよー。いつまで待たせんだよ』

（永久に待ってろ）

『──俺サマじゃなくてシャロのことだっての』

（……）

『──いいのかー？　俺サマを言い訳にしていつまでもお預けして』

（黙だまれこの色情魔が）

　誰だれのせいで困ってると思ってる。

　俺だって彼女の気持ちにもっと応こたえたいと思う時くらいある。

　それでもさすがにコイツに全部覗のぞき見されているかと思うと、一歩手前でつい躊躇してしまう。

　まあ……確かに俺自身が緊きん張ちようしてしまうというのも、多少理由に含ふくまれるが。

　それはそれ、これはこれだ。

「……」

　その時、シャロ先せん輩ぱいが少し顔を上げる。

　この上うわ目め遣づかいは、俺に不満がある時の顔だ。

　消極的な俺を促うながしている。

　だがそれは子猫のような「遊んで」とか「構って」とは違ちがう意味だ。

　それくらいはさすがに俺でも分かる。

「……」

　俺はゆっくりと先輩の肩に腕うでを回す。

　そうして自分から抱だき寄せ、彼女とより距離を近づけた。

　密着した彼女の体はやはり華きや奢しやで、とても柔やわらかい。

　美しいプロポーションと整った愛いとしい顔立ちが視界を埋うめ尽つくす。

　本当に贅ぜい沢たくだと思う。

　彼女が俺を好きと言って求めてくれることが。

「シャロ先輩……」

「雷火くん……」

　そこからさらにお互いの顔を近づけようとした時。

『──ああン？』

（……どうしたバロール？）

『──いや、何か覚えのある気配が……』

　不意にバロールの声がピタリと止まった。

（バロール？）

『──ライカ、残念ながら来客だ』

　忌いま々いましげなバロールの声。

　その時、視界の端はしから歩いてきた誰かが俺の前で立ち止まる。

「やっと見つけたわ」

　明らかに俺に向けられた声。

　その声の主には見覚えがあった。

「……キサマ」

「久々ねバロール。別に会いたくもなかったけど、ルー様の新しい指示を伝えに来たわ」

　会って早々に厭いや味みを口にする少女。

　それは紛まぎれもなく、三ヶ月前に一度俺の前に現れたケルト神話の使者──女め神がみアリアンロッドだった。
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　北区のビーチは同緯い度どにある地中海のリゾートを参考にデザインされている。

　そういう事前知識がある所せ為いか、その建物はやたらと周りから浮ういていた。

　木製の平小屋。

　三方の壁かべがなく吹ふき抜ぬけになっているため中が丸見えの店内で、水着姿の生徒たちが思い思いに軽食を注文している。

　外まで漂ただよってくるのは焼きそばやタコ焼きの匂におい。

「どう見ても日本の浜はま茶屋だな」

「はい」

「地中海のリゾートにもあるものなのか？」

「さあ、どうでしょう？」

　あるいは管理部の匣はこノの木ぎの趣しゆ味みかもしれない。

　まあ、食事ができるならどこでもいいか。

「さて、みんなは何を注文する？」

「俺はオム焼きそばとトウモロコシ」

「私はフランクフルトかなー」

「ソフトクリーム」

「姫子さん、アイスだけではお昼になりませんよ？」

「あんまり食欲ない」

「ていうか涙々ちゃんにフランクフルトってなんかエロいね」

「あっはっは、國崎それだからモテないんじゃん？」

「おい、余は全部食べたいぞ」

「エミリーちゃん、お腹なかに入らないでしょ？」

「余を見くびるでない。こうなったらこの店のメニューを制せい覇はするぞ！」

「エミリー、座れ」

「雷火くんは何にする？」

「そうですね、俺は」

　皆みんなワイワイとメニューを見ながら昼食の相談タイム。

　意外とこれも楽しい時間だな。




「っっっって！　違ちがーーーう!!」




　その時、アリアンロッドが大声で俺たちに向かって叫さけんだ。

「いきなり店内で叫ぶな莫迦」

　俺は周囲の人たちに頭を下げ、アリアンロッドも席に座らせる。

「勝手に俺たちについてきておいて迷めい惑わくをかけるな」

「はあ!?　この私に向かって何なのその態度!?」

　窘たしなめる俺に対し、ますます激げき昂こうするアリアンロッド。

「言っておくけど、遊んでいるアンタと違って私は忙いそがしいのよ!?」

「ほう？　忙しいねぇ」

　俺はアリアンロッドを上から下まで眺ながめる。

　水着姿で、どう見ても海に遊びに来たようにしか見えない彼女を。

「……何よ、文句あるわけ!?」

「いいや別に」

　こちらの視線に逆ギレするアリアンロッドを軽くいなす。

「しかしさっきも言ったように、お前らの頼たのみを聞くつもりはない」

「何でよ!?」

「俺が人間だからだ」

　先さき程ほどと同じ答えを俺は相手に告げる。

「以前は騙だましたが、俺はバロールに意識と体を乗っ取られてなどいない。よって、お前らケルト神話の方針に従わねばならない理由がない」

「はあ!?」

　アリアンロッドは目を白黒させる。

　まさかそんなことになっているとは思いも寄らなかったのだろう。

「あ～え～えぇ!?」

　アリアンロッドは意味もなく手をワタワタと動かす。

『──ウヒヒヒ、変な踊おどりだな』

「バロールが変な踊りだな、だとさ」

「何ですって!?」

　悪口を言われて再び激昂するアリアンロッド。

「っていうか！」

　怒いかりで逆に冷静になれたのか、アリアンロッドは変な踊りをやめ、ビシッと俺に指を突つきつける。

「アンタが人間のままってことは……この前私の胸を鷲わし摑づかみにしたのもアンタってことね！　不敬よ！」

「……あー」

　そういえばそんなこともあったな。

「雷火くん？」

「雷火さん？」

　シャロ先輩とマリアの視線が痛い。

「……やっぱり雷火っておっぱい好き？」

「違う」

　姫子の疑問だけは即そく否定しておく。

「あれはバロールのフリのための演技だ。やましい気持ちはない」

「女神の胸を揉もんでおいていけしゃあしゃあと……！」

「言っておくが、それはお前の胸ではないからな」

　神は器うつわとなる人間の肉体に入っているだけだ。

　俺が申し訳ないと思うとすれば、それは器の少女に対してであって、決してアリアンロッドに対してではない。

　そんな俺の態度が気に入らないのか、ますますアリアンロッドはムキーッとなる。

「人間の分際で生意気よ！」

「ダーナ神族はその人間ミレシアンに負けたはずだが？」

「……ッ」

　鼻白んだアリアンロッドをよそに、俺は店員を呼ぶ。

「お前も何か頼むか？」

　みんなの注文を確かく認にんしながら、俺はアリアンロッドにも尋たずねた。

『──なんだ、思ったよりやさしいなオイ』

（従うつもりはないが邪じや険けんにする必要はない。それに……）

『──それに？』

（神々こいつらも天華を追っている。上う手まくやれば、そちらの情報を引き出せるかもしれない）

『──貪どん欲よくだな』

（情報源は多く確保しておくのに越こしたことはない）

　まあ、神界側は天華の捜そう索さくを聖餐管理機構エウカリステイアに丸投げしているらしいので、あまり意味のないことかもしれないが。

「ねぇねぇ、さっきからふたりだけで話してないで、私たちにも紹しよう介かいしてよ」

　ふと涙々が俺たちの話に割り込んでくる。

「なーんか聞いてる感じ、ケルトの神様っぽいけど？」

「何よ、こっちは今大事な話をしてるの！　口を挟はさまないで！」

「これまた気難しそうな娘こねー。ちなみに國崎はこういうタイプってアリなの？」

「かわいいは正義！　あとおっぱいも大きいから俺的にはオッケー」

「期待通りに頭悪い回答ね～」

　アッハッハと涙々と國崎は笑い合う。

「こいつはケルト神話のアリアンロッド。月の女神だ」

「うわっ、月か～。ウチの妹を思い出すな」

　國崎アポロンが舌を出して辟へき易えきする。

　ギリシャ神話の月の女神アルテミスは戦いくさの女神でもあり、その気き性しようは荒あらく非常に潔けつ癖ぺきだと云いわれている。

　アポロンとは双ふた子ごの兄妹きようだいとされ、互たがいに関かかわり合うエピソードも多い。

「アイツ男に裸はだか見られただけでブッ殺すタイプだからな～。ホントおっかねぇ」

「へー、でもアリアンロッドちゃんもそんなタイプっぽいわよね～」

「あーっぽいぽい」

「そんで國崎は覗のぞいて殺される役」

「まったく否定できない」

「でしょうねー」

「そういや北欧神話おたくの月神って誰だれ？」

「誰だったかしら……影かげ薄うすいのよねぇ。最後はオオカミに食べられちゃうし」

　涙々と國崎は段々と関係のない話で盛り上がり始めた。

「～～～っ」

　口を挟むなと言いつつ、それはそれで腹が立つらしく、アリアンロッドは頰ほおを膨ふくらませてプルプル震ふるえている。

　コイツもイジられる側のポジションか。

　以前もバロールにからかわれていたし。

　少し同情する。

　そうこうしている内に注文が届く。

　ちなみにアリアンロッドはラーメンを頼んだ。

「アチチッ！　何これ!?　全然食べれないんだけど！」

「箸はしじゃなくてこっちのフォークを使え」

　神でもはじめての箸は難しいらしい。

　アリアンロッドは俺の手からフォークを受け取り、ぶきっちょに麵めんをすする。

「あっ美お味いしい！」

「そうか」

「……って、違ちがうわ。まあまあよ、まあまあ！」

「そうか」

「～～～」

　アリアンロッドは顔を赤らめつつ、ラーメンのつづきを食べる。

　必死に表情を抑おさえているが、結構気に入ったようだ。

「……で、お前は何しに地上に降りてきたんだったか？」

「むぅ!?　むぐっ……ごくんっ！　そうよ！」

　アリアンロッドは慌あわててラーメンを吞のみ込み、俺に食ってかかる。

「今度のルー様の指示は最重要命令よ！　黙だまって言うこと聞きなさい！」

「まずはその命令とやらを話せ」

「ふんっ！　やっと話を聞く気になったのね。いいわ！　よく聞きなさい！」

「……」

　別に命令に従うとは言ってないのだが、まあ勝手に誤解させておく。

　アリアンロッドは意い気き揚よう々ようと話し始めた。

「まずは神界の状じよう況きようだけど、未いまだに混乱中よ」

「それは知っている」

　三ヶ月前の天華の裏切りと逃とう亡ぼう。

　それは人界にも神界にも等しく大きな混乱を与あたえた。

　神話代理戦争の構造そのものが崩ほう壊かいし、神々は戦いの前提を失った。

　特に天華が消えてしまったことが神々を狼ろう狽ばいさせた。

　なぜならば。

「ゼウスが持ち逃にげした『残滓ケイオス』がなければ、『唯ゆい一いつ神しん』の権能は復活させられない……そのことを巡めぐって各勢力は日夜言い争っているわ」

「……それも聖餐管理機構エウカリステイアから聞いている」

　そう、神々は今でも『残滓ケイオス』は天華が持っていると思っている。

　あの決戦の最中、俺が天華から騙し取ったことを知らないのだ。

　だからこそ神々は躍やつ起きになって妹の行方ゆくえを追っている。

『残滓ケイオス』がなければ『唯一神』になれないから。

「……」

　俺が『残滓ケイオス』を持つことを神々に悟さとられれば、その瞬しゆん間かんに八つ裂ざきにされるだろう。

　その点ばかりは今後とも注意する必要がある。

「ちなみに、各勢力はどんな風に言い争っているんだ？」

「何よ、知ってるんじゃないの？」

「神々おまえらが聖餐管理機構人間たちにロクな情報を下ろしてこないんだろうが」

「はあ、仕方ないわね。よく聞きなさい」

　こほん、とアリアンロッドは咳せき払ばらいする。

「神界の混乱が未だに収まらないのは、よその神話の莫ば迦かどもの所せ為いよ」

「……もう少し具体的に頼む」

　莫迦ども？

「つまり、周りと全然違う意見を主張する莫迦が毎回毎回話し合いを遅おくらせるの！」

「ああ、なるほど」

　要するに主流派に対する反対派がいるのか。

　本当にその辺は人間みたいだな。

「で、その莫迦どもとやらは、どんな主張をしてるんだ？」

「神話代理戦争の撤てつ廃ぱい」

「撤廃？」

「そう。そして、今度こそ地上を武力で直接支配しようっていうのよ」

「……」

　反対派じゃなくて過激派だったか。

　頭が痛くなってくる。

　そんなところまで人間と同レベルでなくてもいい。

「それでは十年前の神話戦争の再来だ。あの時、地上全すべてを砕くだきかけたことをそいつらは忘れているのか？」

「さあね？　莫迦の頭の中は分からないわ」

　アリアンロッドは肩かたを竦すくめる。

　だが、これはそんな簡単に済ませていい話ではない。

　中身はどうあれ、神話代理戦争は地上を破は壊かいしないためのルールに則のつとった戦争だった。

　だが神話戦争は地上そのものを破壊し尽つくす可能性すらある。

　まさに破は滅めつへと向かう終末戦争だ。

　それを再開するだと……？

　知らない内に、神界はそこまでヤバい状況になっていたのか。

「随ずい分ぶんと悩なやんでいるみたいだけど……安心しなさい人間。あくまでそいつらは少数派よ。支配する地上を破壊する戦争なんてやる意味がないわ」

「……」

　それにもいろいろと言いたいことがあるが、まあいい。

　危険思想も主流派の神々が抑えているなら問題にはならない。

　抑えている内は……だが。

「……で！　ここからが本題よ！」

　アリアンロッドは立ち上がり、腰こしに手を当てて俺を見下ろす。

「バロール。アンタは秘ひ密みつ裏りに島を出てゼウスを捜さがし出して捕つかまえて来なさい。そして他ほかの神話を出し抜ぬいて『残滓ケイオス』を奪うばってくるのよ」

　神界の混乱中に他神話を出し抜いて『残滓ケイオス』を奪う。

　涙々フレイヤや國崎アポロンといった多くの神々を『支配』し、ゼウスに対たい抗こうし得うる戦力を持つ俺バロールにしかできないことだ。

　まあ、予想通りの命令だ。

　そして、それに対する答えは初めから決まっている。

「断る」

「はあ!?　何ですって!?」

「俺は人間だと言ったはずだ。そんな企たくらみに荷か担たんするつもりは毛頭ない」

「勝手なこと言ってんじゃないわよ！」

「どっちがだ」

「～～～」

　アリアンロッドはギロリと俺を睨にらみ、握にぎり拳こぶしを作る。

「あんまり巫ふ山ざ戯けてるんじゃないわよ……人間だかバロールだかどっちか知らないけど、こうなったら力ちから尽ずくでも」

「力尽く？」

　俺は相手を睨み返しながら小首を傾かしげる。

「俺たち相手にたった一柱ひとりで勝てるつもりか？」

「へ……？」

　アリアンロッドはそこでハッとして、同じ卓たくを囲んでいる面々──他神話の神々が全員揃そろって自分を見ていることに気がついた。

　彼我の余りある戦力差を悟った彼女は途と端たんにオロオロして、

「は、反則よーーー!!」

　と、精いっぱい負け惜おしみっぽく叫さけんだ。
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　海に行った日から数日後。

「で、その後のアリアンロッドはどうしてるんだい？」

「そのまま俺のお目付役と称しようして居座っている」

　匣はこノの木ぎの質問に対し、俺は答える。

「向こうはまだ件くだんの悪わる巧だくみを諦あきらめてないってことかな？」

「というより、上ル司ーに失敗を報告したくないんだろうな」

　匣ノ木は少し思案する顔になる。

「『支配』は？」

「もちろんやった」

　アリアンロッドの神格はバロールよりも下らしく、『支配』自体はスムーズに行えた。

「じゃあ、神と人の魂たましいの分ぶん離りは？」

　重ねて匣ノ木が訊きいてくる。

　予想された質問だったが、つい俺は苦々しい表情を作ってしまう。

「……残念ながらできなかった。あの女め神がみめ、俺のところに来る前に数日地上を遊び歩いていたらしい」

　今年の水着をちゃんと買い揃えていた時点で、何かおかしいとは思っていたが。

　まじめそうに見えて案外不良なところのある女神だ。

　こちらとしては笑えない話だが……。

「そっか……まあ仕方ない！　雷らい火か君もあまり気にしない方がいいよ」

　匣ノ木はいつものようにへらっと笑って言った。

　相変わらずどんな時もへらへらしている男だ。

　それが精神的自衛であることは理解しているが、あまりいい印象はない。

「……まあいい。それより、今日は神界側の動向について知りたくて来たんだ」

　ここは第二西区病院の例の隠かくし部屋だ。

　匣ノ木との密会は大体いつもここで行われる。

　相手が忙いそがしい所為で、こうして会うのに数日を待たなければならなかったが。

「神様たちの動向ねぇ……」

　匣ノ木は眉まゆ根ねを寄せて唸うなる。

「前にも言ったけど、ロクな情報はないよ」

「何でもいい。たとえば、例の神話戦争を再び起こそうとしている一派の情報とか」

「そんなことすら雷火君からの情報ではじめて知ったよ」

　アリアンロッドから聞き出した話は、今日直接会う前に聖餐管理機構エウカリステイアに渡わたしておいた。

「遠回しに探さぐりは入れてみたけど、確定情報は得られなかったよ。ただ神話戦争を再開したがっている神様は確かにいて、かつ少数派っていうのは本当みたいだね」

「……ほかには？」

「残念ながら」

「そうか」

　新情報はなし、か。

　まあ、ヘタに相手を突つつきすぎてやぶ蛇へびになる恐おそれもある。

　まずはアリアンロッドの話にいちおう裏が取れたというだけで上出来だろう。

　となると考えておくべきなのは、万が一の時の備えについてか。

「……仮にその少数派が強きよう硬こう手段に出るとしたら、狙うのはこの島だろうな」

「そうなるねぇ……」

　俺と匣ノ木は同時に深いため息をついた。

　それは苦く悩のうから来るため息だ。

　この島には神格適合者となり得る素質を持った少年少女が多く存在する。

　神が地上への顕げん界かいに器うつわを必要とする以上、高確率で奴やつらはこの島の生徒たちを狙うだろう。

　しかも今度は〝禁戒ルール〟などお構いなしの連中だ。

　はたして何が起きるのか……想像もつかない。

「万が一の時の対処は雷火君たちに頼たのむと思うよ」

「それはそうだな。当然だ」

　この地上において、神々に対処できる集団など俺たちしか存在しない。

「とりあえず、以前と同じ島内無線機を人数分、予備も含ふくめて用意しろ」

「それはすぐ用意できるよ。帰りに渡そう」

「あとは現在の島の監かん視し体制について訊きたい」

「ん？」

「誤ご魔ま化かすな。ケツァルコアトルの権能で島中の道具が叛はん乱らんを起こしただろう。その時にかなりの数の監視カメラがダメになったはずだ」

　聖餐管理機構エウカリステイアは島中にカメラを隠し、常に神々と神話代理戦争の動向を探っていた。

　だが三ヶ月前の戦いで、その監視体制に一度大きな穴が空いたはずだ。

「いちおう三ヶ月はあったからね。それなりに回復はしているよ」

「どのくらいだ？」

「以前の７、８割程度ってところかな。優先度の低いところは、まだ新しいカメラとの入れ替かえが済んでないけど。それでも島の大部分はカバーできているよ」

「全すべての入れ替えが終わるのはいつになる？」

「夏休み終しゆう了りようまでには完了予定かな」

「そうか」

　ならひとまずは安心か。

　決して油断はできないが。

「あとの問題は……敵が派手にやらかすか、隠おん密みつに事を進めるか、どちらなのかだな」

「どっちも面めん倒どう臭くさいねぇ」

「ああ」

　前者の場合、当然のことながら初期の被ひ害がいが大きくなる。

　後者の場合、最悪誰だれも気づかない内に神々が顕界してしまう可能性がある。

「特にマズいのは後者か」

「長期的に見れば、ね」

「島内に潜ひそまれるのも、島の外に出られるのもマズい」

「それならまだ最初から派手に暴れてもらった方がいいね。最悪そこで何かしらの対処はできる」

「どちらにせよ迅じん速そくな発見が重要だろう」

「だね」

「隠しカメラ以外に、もっと監視体制の強化はできないのか？」

「うーん、僕らの力だけだと限界があるからねぇ……雷火君たちならどうだい？」

「……そうだな。ウチには魔ま術じゆつに明るい神が二柱ふたりもいる。あとで訊いておこう」

　今確かく認にんできることといったらこのくらいか。

　あとは充じゆう分ぶんに神界側の動向に注意しつつ、備えを積み重ねていくしかない。

「ところで雷火君。教会の方には新しい動きはあったかい？」

　と、そこで匣ノ木は話を変えた。

「いや、そちらも特にない」

　俺は手短に答える。

　俺と妹が旧教会の実験動物だったことは匣ノ木に話してある。

　聖餐管理機構エウカリステイアに保護してもらうために、戦力というメリット以外にもある程度の信用を得る必要があったからだ。

　教会側の情報を流すのも保護の条件のひとつ。

「えぇ～、本当に何にもないの？」

「ない」

「んー、そっか。ならいいや」

　匣ノ木のテキトーな揺ゆさぶりに、俺は小さくため息をつく。

　まったくコイツはいちいち信用できない。

　何の根こん拠きよもなくかまをかけてくる。

　……何の根拠もないはずだ。

　あくまで勘かんのはず。

　教会がきな臭くさいというところまでは伝えているのだから、あちらの動きを疑うこと自体はおかしくない。

『遺骸レリツク』のことはバレていないはずだ。

「……」

　天てん華かからもたらされた『遺骸レリツク』という情報。

　十年前に引き裂さかれた『唯ゆい一いつ神しん』の残ざん骸がい。

　それが今も世界のどこかにあることを、俺は聖餐管理機構エウカリステイア側に隠していた。

　今は味方とはいえ、聖餐管理機構エウカリステイアもまだ信用できない。

『遺骸レリツク』は俺の中の『残滓ケイオス』と同じく、『唯一神』につながる強力な素材マテリアルだ。

　その用よう途とは計り知れない。

　神々に限らず、ほかの人間にも渡すのは危険だ。

　可能であれば俺たちだけで秘ひ密みつ裏りに破は壊かいしたい。

　ゆえに、情報の拡散はできるだけ防いでおきたかった。

「教会に不ふ穏おんな動きがあればすぐに伝える。そちらも神界の動向は常に探ってくれ」

「了りよー解かい」

　最後までへらへらしていた匣ノ木とはそこで別れた。
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『──たいした収しゆう穫かくはなかったな』

（ああ）

　寮りようまでの帰り道、俺はバロールと軽く話していた。

　病院を出た時にはもうすでに外は暗かった。

　完全に夜時間だが、神話代理戦争が終わって以降、戦せん闘とうも島の異界化も停止しているので安全だ。

　とはいえルール自体は形式的に残っているので、この時間に外を出歩く生徒はいない。

　俺の足音だけが夜の通りに響ひびいていた。

（新情報はなかったが、互たがいに認にん識しきの共有は必要だ）

『──神界も教会もヤバい、ってか』

（そうだな）

　今は何が危険で何に注意しなければならないのか。

　その辺りの認識に差があると、いざという時に共同歩調が取れなくなる。

　特に俺と匣ノ木が相手にしているのは神々と真聖教会だ。

　ヘタな手を打てば、瞬またたく間にひねり潰つぶされる。

　どちらもそんな相手だ。

　ゆえに差異のない共通認識を持つことが重要なのだが……。

　とはいえ、さすがに新しい情報が少なすぎるか。

　匣ノ木から有益な情報があれば必要ないかと考えていたが。

（……仕方ない）

『──ん？』

（アリアンロッドを呼び出して話を聞く）

　聖餐管理機構エウカリステイアの手回しで、奴は今南寮の空き部屋に住んでいる。

　呼び出すのは簡単だ。

　だがあまり気乗りしない。

　なぜかと言えば……。

『──おっ！　尋じん問もんか？』

（まあ……そうだな）

『──ウヒヒヒ、そいつぁ愉たのしみだなあ！』

　尋問と聞いて早さつ速そくバロールがテンションを上げる。

（先に釘くぎを刺さしておくが、余計なことはするなよ）

『──ウヒヒヒ、分かってるってぇ』

「……」

　なんて信用ならない言葉だ。

　俺は嫌いやな予感を覚えながら、南寮の玄げん関かんをくぐった。







「で、私に何の用？」

　俺の部屋に呼ばれたアリアンロッドは最初から不ふ機き嫌げんだった。

　まあ、お互いの関係を考えればそうだろう。

　それはどうでもいい。

「マリア」

　俺はアリアンロッドを女子部屋から呼んできてくれたマリアに声をかける。

「何でしょうか雷火先せん輩ぱい？」

「今からアリアンロッドを尋問するんだが……」

「はい」

「バロールが暴走したらすぐに止めてくれ」

「分かりました」

　マリアは頷うなずく。

『──おいおい、始める前から萎なえること言うなよライカァ！』

　バロールが文句を言う。

「はあ？　私を尋問って、ふざけてるわけ？」

　アリアンロッドも文句を言っていた。

　いちいち何か答えるのも面めん倒どうなので、さっさと尋問を始めることにした。

「さて、アリアンロッド。今から俺のする質問に虚きよ偽ぎなく答えろ」

　俺は魔ま眼がんを発動し、アリアンロッドの意思を束そく縛ばくする。

「ッ！　アンタ何する気!?」

「だから尋問だ。安心しろ、拷ごう問もんするつもりはない」

　魔眼を介かいした質問に対して相手は口を閉とざすことができない。

　口を割らせるという段階を踏ふむ必要がないので、ある意味とても平和的だ。

「さて、まずは」

『──まずは服を脱ぬいでもらおうか！』

「あ？」

『──三秒以内な』

　このクソ魔ま神じんは早速何しやがる!?

　俺が声に出して怒ど鳴なる前に。

「ちょっ!?　何ナニなに!?　手が勝手に!?」

　アリアンロッドが自分で自分の服を脱がせながら悲鳴を上げる。

　三秒以内という命令に従うためか、ボタンも無理やりはじけ飛ぶような無茶な脱ぎ方になっていた。

「キャア！」

　脱いだ下着が足首に絡からまり、その場ですっ転ぶアリアンロッド。

　いろいろと丸見えになりながら、それでも服を脱ぐのをやめない。

「マリア、そいつを止めてくれ！」

「えっ、あ、はい！」

　呆あつ気けに取られていたマリアがアリアンロッドを止めに入る。

　そちらに背を向け、俺は盛大にため息をついた。

『──ウヒヒヒ、ンだよ、女め神がみのストリップは見なくていいのか？』

「くたばれ淫いん乱らん魔神」

　正直、最初からこうなる気はしていた。

　だから『支配』を受けていないマリアにこの場にいてもらったのだ。

「もう邪じや魔まをするなよ？」

『──ウヒヒヒ、どうするかなァ？』

「邪・魔・す・る・な」

『──ところでそのやたら声に出して確認するのは、テメェの無実を証明するためか？』

「[image: 100]％キサマの罪だろうが」

『──ライカだって見たクセに』

「黙だまれ」

　なんて不毛な言い争いなんだ……。

　数分後振ふり返った時、すっかりアリアンロッドは俺に怯おびえていた。

「ア、アンタ……まさか私のこと犯おかす気？」

「違ちがう。悪いのは全部バロールだ」

『──なんだライカに犯されたいのか？　ならいいや、今すぐライカのこと襲おそえや。性的な意味で』

「えっ、え!?　こ、今度は何!?」

「ふざけるなこの変態ボケ魔神があああ!!」
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「ら、雷火先輩ィ!?」

　また服を脱いで、今度は俺に馬乗りになろうとするアリアンロッドと、俺の怒号と抵てい抗こう、マリアの悲鳴と制止が入り混じり、先さき程ほどよりも激しい一ひと悶もん着ちやくが起きる。

　この部屋が防音で心底よかった……。

「ハァ、ハァ、、、いい加減にしろバロール！」

『──ウヒヒヒ、ワリィワリィ』

　全然反省してないなこの野や郎ろう……！

　その後もバロールの悪ふざけは続き、尋問はいつまで経たっても始まらなかった。

　さらに約二時間後。

「バロール、キサマ……本当にもうやめろ。やめなければ左目を潰す」

　もちろん冷静に考えればそんなことはできないのだが、半ば本気で俺は言った。

　その脅おどしに対し、バロールはもう満足したとでも言いたげに嗤わらう。

『──ウヒヒヒ、まあライカに免めんじて今日はこの辺にしといてやるか』

「……」

　元々、バロールはケルト神話のはみ出し者。

　来らい寇こう者ダーナ神族に土地を奪うばわれたフォモール族の王だ。

　ケルトの神々に対して、私し怨えんなど腐くさるほどあるだろう。

　……元はウェールズで信しん仰こうされていた女神のアリアンロッドは、ダーナ神族とフォモール族の争いとは一いつ切さい関係ないはずだが。

　まあそれはどうでもいい。

「アリアンロッド。可か及きゆう的てき速すみやかに質問に答えろ。そうすればすぐ部屋に帰してやる」

「何でも訊きいて」

　散々辱はずかしめられた女神は若じやつ干かん食い気味に頷いた。

　ようやく話が始められることに安あん堵どし、俺は気持ちを切り替かえるために咳せき払ばらいをした。

「俺が訊きたいのは、例の神話戦争を起こそうとしている神々の名前だ」

「……そんなことでいいの？」

　それくらいなら辱められる前に尋たずねて欲しかったと言いたげな顔だ。

「私が知っている範はん囲いで答えるけど……」

　アリアンロッドはそう前置きしてから、三さん柱にんの神しん名めいを挙げた。




「一柱ひとり目は北ほく欧おう神話のロキ」

「ロキとは、また『いかにも』な奴やつだな」

　──ロキ。

　北欧神話最大のトリックスター。

　神々の敵対者である巨きよ人じんの血を引きながら、最高神オーディンと義兄弟となり、神々と同じ世界に棲すまう。

　神話にもハッキリと噓うそ吐つきと描びよう写しやされ、実際その通りの性格をしている。

　狡こう猾かつな知ち恵え者でもあり、時に神々を、巨人を、小人を騙だまし、様々な事件を起こし、あるいは宝物を騙し取り、あるいは善なる者を死に追いやった。

　そうした一方で、神々の持つ宝物のほとんどはロキによって齎もたらされた物でもある。

　また時にはその知恵によって神々の味方をして助けることもあった。

　ロキが関かかわる事件エピソードは枚挙に暇いとまが無い。

　おそらく北欧神話で起きる事件のほとんどにロキは関わっている。

　その中で最も大きな事件こそ、世界の終しゆう焉えん神ラ々グのナ黄ロ昏クだ。

　光の神バルドルの死因を作り。

　バルドルの復活を妨さまたげ。

　フェンリルやヨルムンガンドなどの怪かい物ぶつを生み出し。

　また自身も炎ムのス巨ペ人ルとともに神ア々スのガ世ル界ドに攻せめ入り、世界を滅ほろぼすことに荷か担たんした。

　善悪両面の顔を持つ神であるが、神ラ々グのナ黄ロ昏クを引き起こした原因であることから悪神のカテゴリに入れられる場合が多い。

　今回の一件に関しても、まさしく『いかにも』な神と言えるだろう。

「二柱ふたり目はギリシャ神話のハーデス」

「ハーデス……冥めい界かい神か」

　──ハーデス。

　ギリシャ神話における冥界を統すべる神。

　ゼウスの兄妹きようだいの一柱ひとりであり、オリュンポス十二神に匹ひつ敵てきする実力の持ち主とされる。

　ただゼウスやポセイドンに比べると、神話上のエピソードは少ない。

　そのため神話からその特性を推測し辛づらい。

　だが冥界神といえばオシリスと同格だ。

　敵となれば相当に苦戦すると考えるべきだろう。

　しかし、冥界神として神話上でも恐おそれられる存在とはいえ、ハーデスはあまり冷れい酷こくな神というわけではない。

　むしろオルフェウスの竪たて琴ごとに感動して涙なみだを流すなど、情を知る温和な神ともいえる。

　そんな神がなぜロキに荷担する？

　何か理由があるのだろうか？

「三さん柱にん目はマヤ・アステカ神話のテスカトリポカ」

「……よりにもよってか」

　──テスカトリポカ。

　マヤ・アステカ神話における第１の太陽の時代の創造神。

　血と生け贄にえを好み、戦士の守り神とされた軍神。

　あるいは「煙けむり吐はく鏡」にて人々の生活を覗のぞき込み、時にその心を弄もてあそぶ邪じや悪あくなる存在。

　ライバル関係にあったケツァルコアトルに比べ、テスカトリポカの性格はかなり一いつ貫かんしている。

　非常に強く、残ざん虐ぎやくで、戦うことを好む。

　神話戦争を再開しようという神の中に、その名が挙がるのはある意味で当然とも言えるような神だ。

　あのケツァルコアトルが復ふく讐しゆう者となった原因とも言える神。

　俺は妙みような因いん縁ねんを感じずにはいられなかった。




「……私が知っているのはこの三さん柱にんだけよ」

「それはほかにもまだいる可能性があるということか？」

「そんなの分からないわ。可能性だけならいくらでもあるでしょ」

「まあ……そうだな」

　実際に声は上げなくとも、裏で協力している者もいるかもしれない。

　ほかにサイレントマジョリティというのもある。

　積極的に声は上げず協力もしないが、意見には賛成しているという「物言わぬ賛同者」だ。

　これが思いのほか多ければ……かなり面めん倒どうなことになる。

「ねぇ……もう帰ってもいい？」

「あ？　ああ」

『──えぇー、もっとソイツで遊ぼうぜー？』

「黙れエロ魔ま神じん」

　俺はマリアにアリアンロッドの付き添そいを頼たのみ、彼女たちを部屋から見送ったあとベッドに体を投げ出した。

　……疲つかれた。

　ただの尋じん問もんにこれほど体力を使う羽目になるとは。

『──ライカァ、なんか疲れてないかお前？』

「誰だれの所せ為いだ誰の」

　明日にはこの情報も匣ノ木と共有しなければ……。

　いや、ともかくそれは明日だ。

　ヒドく疲れた俺はそのまま目を閉じ、明日に備えて寝ねることにした。




　　　　３




「雷火は本当に弱いなあ」

　鞘さやに納めた刀で肩かたを叩たたきながら師し匠しようはため息をついた。

「う、、、ぐ、ぁっぐ……」

　その足あし許もとで俺は腹を押さえて呻うめいていた。

　胃の中身はもう全部吐いた。

　もう吐く物もなくなり、このまま胃も口から飛び出しそうだ。

　バチカンに来て半年。

　師匠の修行は常に理り不ふ尽じん極きわまりなかった。

　中でも極めつけなのが、この師匠との組み手だ。

　彼女は実力の半分も出していないだろう。

　それでもなお勝てない圧あつ倒とう的実力差。

　俺だけでなく、彼女の弟で子したちは毎日二、三度必ずボコボコにされていた。

　立てないほど殴なぐられたあとに無理やり立たされ、その直後にまた生死の境を彷徨さまようような熾し烈れつな課題を出される。

　だが神を殺すということはそういうことだ。

　奴らはまさに理不尽の塊かたまり。

　それを斃たおすには理不尽を超こえた強さが必要だ。

　その境地に達するためなら毎日のように死線を越こえてやる……！

　胃液をゲェゲェ吐きながら、俺はただ強くなることを渇かつ望ぼうし、歯を食い縛しばった。

「雷火は本当に弱いけど、その眼めだけはほかの奴らよりマシだな」

　俺の顔を真上から覗き込んで、師匠が唐とう突とつにそんなことを言った。

「……？」

「人間の意志が最も宿るのは言葉でも肉体でもない。眼の奥の光だ」

「……」

「言葉は心を偽いつわる。肉体は反射で動く。だが眼光は誤ご魔ま化かせない」

　言葉は時に自分の心すらも騙す。

　威い勢せいのよいことを吼ほえても体は勝手に恐きよう怖ふに震ふるえてしまう。

　だからそのふたつに意志は宿らないと師匠は言う。

　そんな彼女が唯ゆい一いつ人の本心を映す鏡と言ったのが、眼の奥の光。眼光だった。

「どんなに体がズタボロでも、眼に力が残ってれば体は動く」

　師匠はそう言って、俺の体を蹴けっ飛ばした。

　床ゆかを数メートル転がり、俺は悶もん絶ぜつする。

　だが彼女は容よう赦しやしない。

「だから早く立て、雷火。今すぐに」

「……ッ」

　本当にこのクソ師匠は……！

　立たせる前に蹴る意味あったか!?

「～～～っ」

　俺は奥歯を嚙かんで、床に手をついて、震える脚あしを𠮟しつ咤たして立ち上がろうとする。

　自分の眼の奥など見えるはずもないが。

　妹を奪とり返すためなら何でもやるというのは、紛まぎれもなく俺の願いだ。

　その願いは決して折れない。

　そう自分に課している。

　ならば、俺はここで立つべきだ。

　立たなければならない。

　そうして不格好ながらも立ち上がった俺を見て、師匠は珍めずらしく口の端はを──







「……師匠」

　目覚めた瞬しゆん間かん、俺は無意識の内に呟つぶやいていた。

「……？」

　自分の声で、俺は自分が起きたことを知る。

「夢……か」

『──お？　起きたのかライカ』

「ああ」

『──んん？　珍しく寝ぼけてるな』

「気にするな……」

　懐なつかしい夢を見た。

　まだ教会で修行に励はげんでいた頃ころの夢だ。

　教会を出て半年も経たっていないのに、それがまるで遠い記き憶おくのように思える。

「……」

　関係を断絶したわけではないとはいえ、俺はマリアを通して噓うその報告を続けている。

　古巣を騙だましているという感覚は拭ぬぐえない。

　なんだかんだ俺の生まれ育った場所だ。

　多少の愛着はある。

　もちろん天華からの情報が確かなら、教会は怪あやしい。

　俺たち兄妹きようだいを実験し、『唯一神』を降ろす『器うつわ』にしようとしていたのだから。

　少なくとも『唯一神』の持つ権能を人間の物にするつもりだったのは確かだ。

　どのような用よう途とで使うつもりだったのかは、今となっては分からないが……。

　それに例の『遺骸レリツク』だ。

　天華は行方ゆくえ不明と言った。

　つまり妹もさすがに確証はなかったということだろう。

　だが推測くらいはしていたはずだ。

　十年前、教会の施し設せつで『唯一神』を降ろす実験は行われた。

　その際に『唯一神』はバラバラに引き裂さかれ、『残滓ケイオス』は天華の中に残り、『遺骸レリツク』はどこかに消えた。

　そして、十年前のその日から三日間、地上では神話戦争が始まったのだ。

　要点はふたつ。

『遺骸レリツク』は自力あるいは自然に消えたのか否いなか？

　誰かが持ち去ったのだとしたら、それは誰か？

　前者については考えるとキリがないので放置。

　問題は後者の時の「誰か」。

　この誰かには条件がある。

　あの施設に『遺骸レリツク』があることを知っている。

　神話戦争という未み曾ぞ有うの大惨さん事じの最中、『遺骸レリツク』を施設から運び出せる人員と戦力を確保できる。

　これだけ条件が揃そろっているのだ。

　天華も俺と同じ推理をして、同じ結論に達しただろう。

　その「誰か」の最有力容疑者は「教会」。

　もし仮にこの推測が当たっているとしたら──




　──『遺骸レリツク』は今も教会のどこかに保管されているということになるのだから。




「……」

　やはり教会には帰れない。

　あまりに怪しすぎる。

　いくらかの罪悪感くらいは引きずるとしよう。

　場合によっては、もう二度と師匠とは会えないかもしれない。

「……」

　今朝の夢を思い出す。

　……

　……

　……

　改めて考えるとロクな思い出がないな。

　大体しごかれたかしごかれたか殺されかけた記憶しかない。

　まあ、あの強さは尊敬しているが。

　人間的にはわりとロクでもない女ひ性とだったしな。

　そんなのでも会えなくなることを考えると、少し寂さびしいのだから感情は不思議だ。

　俺は冷蔵庫に冷えた缶かんコーヒーを取りに行く。

　朝から妙みようにモヤモヤした思考をスッキリさせたかった。

「……ふぅ」

　ひと息つく。

『──今日はどうするんだ？』

「そうだな……昨日の件を匣ノ木に連れん絡らくして、あとはみんなとも情報共有か。それに無線機も全員に渡わたして……」

　そういえば涙るい々るいと國くに崎さきはそれぞれロキとハーデスと同神話の出身だ。

　念のためふたりの話も聞いておこう。

　そんなことを考えつつ、俺は洗面所に向かった。

　──思えば、この時点でだいぶ俺は平和ボケしていた。

　仲間と過ごし。

　戦せん闘とうから離はなれ。

　過去を懐かしみ。

　三ヶ月という平和な日々は、俺の心から緊きん張ちよう感かんを少しずつ削そいでいたらしい。

　忘れていたわけではないが。

　実感から遠ざかっていた。

　この世界がいかに理り不ふ尽じんであり。

　また理不尽とは、ある日ある時唐突に降りかかるものなのだと。

『──あ？』

　その異変をまず感じ取ったのはバロールだった。

「どうした？」

『──あンだぁ……こりゃ？』

「おい」

　具体的に言え、と俺が文句をつけようとした時。

　俺にもよく分かる形でその異変は顕けん在ざい化した。

　この部屋の壁かべと天てん井じようが斜ななめに切断されるという形で。

「なっ!?」

　あまりのことに俺も一気に目が覚めた。

　切り裂かれた天井と壁は斜めに滑すべり落ち、地上に落ちて轟ごう音おんを立てる。

　見上げる視界に映るのは青い空と白い雲。

　それと長い黒くろ髪かみで片目を隠かくした長身の女。

「……見つけ、ました」

「？」

　あの女、俺を見ている。

「……俺が狙ねらいか」

　女は答えない。

　だが確実に俺のことを睨にらんでいた。

　いや、睨むというか、憎にくしみがこもってないか？

『──おいおい、何かあの女に恨うらまれることでもしたのか？』

（莫ば迦か言え。初対面だ）

　バロールと軽口を叩たたき合うが、嫌いやな状じよう況きようだ。

　女の素す性じようは知れないが、少なくとも普ふ通つうの人間ではないと疑うべきだろう。

　さらに相手は俺に憎ぞう悪おのような敵意を向けている。

　しかも俺の銃じゆうは机の引き出しの隠し底の下だ。

　ただでさえ頭を押さえられている上に、反はん撃げきのしようがない。

「……」

　俺は一いつ旦たん反撃のことは諦あきらめる。

　その代わりに相手を観察する。

　女は白い布のゆったりとした服を着ていた。

　絵画に描かかれる女め神がみのような格好だ。

　そして、手には漆しつ黒こくの大おお鎌がま。

　暗い表情も合わさって、まるで西洋風の死神だ。

　あと特とく徴ちようらしい特徴は……。

『──ウヒヒヒ、にしてもオッパイでけぇ女だなぁ！』

（バロール。ちょっと黙だまってろ）

『──けどよぉ、ありゃヤバいぜぇ。確実にメートル級だろ』

（黙れ）

　もうバロールのことは無視しよう。

　ともあれ、大鎌というのは特徴的な武器だ。

　すぐに思いつくのはアダマスの大鎌。

　ギリシャ神話の天空神クロノスが持っていた王権簒さん奪だつの神造兵器だ。

　アダマスとはギリシャ語で「征せい服ふくされざるもの」という意味を持ち、あらゆる金属の中で最も硬かたいと云いわれる。

　地母神ガイアが最初の神々の王ウラノスを斃たおすために造った最強の武器。

　しかし、元の持ち主だったクロノスはティタノマキアで敗北し、息子のゼウスに王権とアダマスの大鎌を奪うばわれたはず。

　あれは天華ゼウスではない。

　ではクロノス自身か？

　ほかにアダマスの大鎌を所持していてもおかしくない神は……。

「───！」

　俺は昨夜のアリアンロッドの話を思い出す。

　仮に頭上の女の中身を神と考えたとして。

　未いまだに神界での話し合いが纏まとまっていないこの時期に、奴やつは勝手に地上に降りてきたということになる。

　そんなことをする輩やからは、例の過激派どもである可能性が高い。

　そして、昨夜アリアンロッドが挙げた三さん柱にんの神名。

　その内の一柱ひとり。

　地下世界の主あるじにして、死者の王。

　ティタノマキアにて、隠れ兜かぶとで姿を消してクロノスに忍しのび寄り、その手からアダマスの大鎌を奪い取った神。

「お前……ギリシャ神話のハーデスか？」

「……！」

　俺の言葉に、女は目め尻じりをピクリと動かす。

　ドンピシャか。

　だが、なぜハーデスが俺を狙う？

「……!?」

　まさか『残滓ケイオス』のことがバレた？

　だとすれば、かなりマズい。

　何としてもこの窮きゆう地ちを切り抜ぬけなければ。

　俺はハーデスの初動を見み逃のがすまいと相手を注視する……が。

「……」

「……」

「…………」

「…………」

「………………？」

　攻こう撃げきしてこない？

　いくらでもチャンスはあったはずだが。

　そもそも最初の不意打ちも、天井を斬きり飛ばすのではなく破は壊かいすれば、瓦が礫れきで俺を圧殺できた可能性もあった。

　あれだけ敵意を放っておきながら、俺を殺す気がない？

（何しに来たんだコイツは？）

『──何でもいい。いいからあのオッパイを捕つかまえてあれこれしようぜ』

（少しは建設的な会話をしろ）

　煩ぼん悩のうまみれの魔ま神じんは放っておく。

　ハーデスの意図は読めないが、膠こう着ちやく状じよう態たいは望むところだ。

　たとえ俺が銃を取る隙すきがなくとも。

　この南寮りようにいるのは俺だけではない。

「神しん仙ぜん雷火！」

　その時、騎き士し甲かつ冑ちゆうを纏まとった少女が俺の許もとに駆かけつける。

　ブリュンヒルデだ。

　先さき程ほどの轟音で異変を察知してきたのだろう。

「ちょっと、何なのこの状況!?」

　つづいてアリアンロッドも現れた。

「ちょうどいい。今すぐこの辺り一帯を結界で隔かく離りしろ」

「え？」

「早くしろ」

「単なる人ひと払ばらいならともかく、空間の隔離なんて準備がないとすぐには無理よ！」

　人払いの魔術は文字通り人を遠ざけるだけの効果しかない。

「……ちっ、そうか」

　思わず舌打ちするが仕方がない。

　毎夜島が異界化していたことや、指先ひとつで位相をズラせた天華の方が異常なのだ。

「ていうか、あの女誰だれよ!?」

「おそらくハーデスだ」

「えぇ!?　あれが!?」

　アリアンロッドは忙いそがしく驚おどろき続ける。

　地上に顕げん界かいする時、神の容姿は器うつわに左右される。ハーデスを知っているはずの彼女がすぐに分からなかったのも無理はない。

　ともあれ、これで戦力は４対１。

　國崎ひとりはこの場にいないが、それでいい。

　弓神でもあるアイツはどこからでも援えん護ごが可能だ。

　むしろ不意打ちのチャンスを作るためなら、今は姿を隠すのがベスト。

　これなら相手がギリシャ神話の主神クラスでも勝負になるか？

　だが一いつ般ぱん生徒を巻き込むわけにはいかない。

　今は夏休みの朝早い時間帯。

　ほとんどの生徒はまだ寮内にいるだろう。

　逆に外は人が少ないはず。

　つまり俺たちが寮から離はなれれば被ひ害がいは減らせる公算が大きい。

「ブリュンヒルデ。アリアンロッド。まずは奴を寮から引き剝はがすぞ」

「分かった！」

「えっ？　何、私も!?」

　アリアンロッドの方は困こん惑わくの声を上げるが、どうせ魔ま眼がんで強制的に手伝わせるので関係ない。

「ハアッ！」

　ブリュンヒルデは竜ノ殺ーしトのウ神ン剣グを構えて跳ちよう躍やくする。

　終しゆう焉えんの黒こく焰えんは出していない。

　あれは彼女自身の消しよう耗もうが激しすぎる。

　ゆえによく相談し、必要な時は俺が指示を出すと決めていた。

「……」

　ハーデスは特に迎げい撃げきも構えもしなかった。

　薄うすく開いた暗い目でただ迫せまるブリュンヒルデを見下ろしている。

　俺なら罠わなを疑って手を止めるところだが。

「セイ！」

　ブリュンヒルデは迷いなく神剣を振ふり下ろした。

　が。

「……な、んだ!?」

　刃やいばは女の額の前で急停止していた。

　何だ今のは？

　ハーデスがチラリと見ただけで剣が止まった？

　奴の権能か……！

「アリアンロッド！」

　俺は銃じゆうを取りに机に向かいながら叫さけぶ。

「ああ～体が勝手に動く～！」

　アリアンロッドは嫌いやそうな悲鳴を上げながら、魔術で炎ほのおを生み出してハーデスへと投げつけた。

「……」

　ハーデスはブリュンヒルデを放っておいて、スルリと炎を避よける。

　今度は避けた？

「うわわわ！」

　一方、神剣の停止状態が解けたため、宙での支えを失ったブリュンヒルデが落下する。

　仮にもヴァルキリーならあの程度の高さでケガなどしないだろう。

　それよりもまずは敵の力の正体を突つき止めるのが先だ。

「アリアンロッド、続けて魔術で攻撃しろ！」

「勝手に私に命令しないでよ！」

　文句は無視。

「……」

　ハーデスはやはり炎を避けている。

　攻撃なら無条件に止められる権能ではないようだ。

　ならばやりようはあるか。

　二柱ふたりが敵の気を引いてくれた隙に銃は取り出せた。

　それに銃じゆう弾だんと最低限の装備。

　マリアは……おそらくこちらへ向かっているだろうが、合流している時間はない。

　最悪の場合でも國崎が護まもるだろう。

「ハーデス！」

　俺はハーデスに向けて銃を撃うつ。

「……」

　だがその銃弾はノートゥング同様、ハーデスの視線だけで宙に縫ぬい止められ、そのまま推進力を失って落下した。

「チッ」

　通じるとは思っていなかったが、無む駄だ弾だまだったか。

　しかし、こちらに意識を向けさせることはできた。

　俺は窓を開けてベランダに出る。

　ワイヤーのフックを手すりにつけると、そのまま一気に地上へと降りた。

　誰かに見られたかもしれないが、この際仕方がない。

　地上には先程宙から落下したブリュンヒルデがいた。

「神仙雷火！」

「西区へ移動するぞ。あっちは空き地が多い」

「分かった！」

「アリアンロッドもついてこい！」

「あーもう！」

　俺は仲間に指示を出しながらハーデスの動きも確かく認にんする。

「……」

　ハーデスはゆったりとした飛行速度で俺を追ってきた。

　やはりあの女の狙ねらいは俺だ。

　だが敵意のわりに殺意がない。

　そもそも奴やつがハーデスならば隠かくれ兜を持っているはず。

　姿を消す兜を使えば、もっと俺を確実に暗殺できていた。

　どうにも敵の意図が読めない。

　だが狙い通り南寮から引き剝がせた。

　西区には涙々と姫ひめ子こもいる。

　俺たちの戦せん闘とうに気づいてくれれば加勢も期待できるだろう。

　……無線機を昨日の内に渡わたしておけば。

　自分の失態に舌打ちしながら、俺は西区へ向かって走る。

「……？」

　そういえば、なぜハーデスは飛べる？

　奴に空を飛んだという逸いつ話わはない。

　俺は走りながら振り返り、改めて観察する。

　すると、ハーデスが黄金の靴くつを履はいていることに気がついた。

　あれはおそらくヘルメスの靴。

　オリュンポス十二神の一柱ひとりヘルメス。

　神々の伝令と呼ばれた彼は黄金でできた空飛ぶ靴を持つ。

　だがなぜハーデスがそれを？

　確かにヘルメスの靴は英えい雄ゆうペルセウスなど、何度か他者に貸し出されている。

　また彼かの神には死路の案内人としての側面もあり、ハーデスから隠れ兜かぶとを借りるなどお互たがいに面識がある。

　元々「貸し借りされる」という神話があることを利用し、所有権の委い譲じようをしたのか？

　だとすればいちおうの論理は成り立つ。

　しかし、微び妙みような違い和わ感かんが拭ぬぐえない。

　ハーデスは神々の主流派に背そむき、自分勝手に地上に顕界している。

　その彼女になぜヘルメスは靴を貸した？

「……」

　疑問はあれど答えは出ないまま、俺は人ひと気けのない朝の通りを駆かけ抜ぬけていく。

「おい、アイツは何で私たちを攻こう撃げきしてこない？」

「さあな。意図は不明だが、俺を狙っているのは間ま違ちがいなさそうだ」

「はあ？　何でアンタが狙われるのよ？」

「俺が訊ききたいくらいだ」

　ブリュンヒルデもアリアンロッドも後ろのハーデスを振り返る。

　二柱ふたりとも敵の意図が分からないことを不気味に思っているようだ。

　やがて西区の倉庫街に辿たどり着いた。

「アリアンロッド。周囲に人払いの魔術をかけておけ」

「はいはい」

　これでこの辺りの無関係な人間を巻き込む危険性はだいぶ減った。

　そこで俺は改めてハーデスと対たい峙じする。

「……」

　ハーデスは相変わらず大おお鎌がまを持って空中で静止している。

「どうする神仙雷火……戦うか？」

「いや、待て」

　俺は柄つかを握にぎり直すブリュンヒルデに待ったをかける。

　攻撃を仕し掛かけてみてもいいが、ハーデスは空中だ。

　地上からでは手が出しづらい。

　それにブリュンヒルデの剣は奴の権能で止められる。

　幸い向こうには積極的に攻撃する意思がないようだ。

　戦う前に、少し探さぐりを入れてみるか。

「ハーデス。お前の目的は何だ？」

「……」

「そのヘルメスの靴はどうした？」

「……」

「なぜ俺を狙う？」

「……」

　立て続けに問いを投げかける。

　すると、ハーデスはふと不ふ愉ゆ快かいそうに目め尻じりに皺しわを寄せた。

「……話しかけないで、ください」

「何？」

「耳が腐くさります、わ」

「……」

「あと見ないで、ください。全身が腐ります、わ」

　ハーデスは心底蔑さげすむ視線で俺を見下ろす。

『──ホントに恨うらまれる覚えはないのか？』

（……心当たりはない）

『──……』

（ない）

　バロールの疑う気配を感じたので重ねて否定しておく。

　それはまあいいとして。

　ハーデスの様子がおかしい。

「嗚あ呼あ、啞あ亞あ、、、亞亞亞亞、、、、」

　ギギギギギ

　まるで錆さびたカラクリ人形のように。

　ハーデスはぎこちない動きで首を傾かしげる。

「ヒッ！」

　異様としか呼べないその動作に、アリアンロッドは悲鳴を上げる。

「にくいニクイ憎にくいぃぃ、、、でででもがガマン我が慢まんしししなくっちゃ、殺しちゃダメ殺しちゃダメ我慢しなくっちゃダメメメメ」

「ヒィィィィ！」

　アリアンロッドはもう完全に腰こしが引けていた。

　正直、気持ちは分かる。

　それほどハーデスの形相は凄すさまじかった。

　顔の輪りん郭かくが歪ゆがむほどの殺意を垂れ流している。

　今まで無表情だったのが急にそうなった。

　俺が話しかけただけで。

　しかもそれほど俺を憎み、殺したいと思いながら、ハーデスはそれを我慢している。

　ただ殺意を向けられるよりもわけが分からない。

　いったい何の目的があって奴は地上に現れたんだ？

　その時。

「アララ、ハーデスさん。一柱ひとりで先走らないでくださいよ」

　新手が現れた。

　そいつはニヤニヤした笑いを顔に貼はり付けた、細目の胡う散さん臭くさい男だった。

　その男も自由に空を歩き、ハーデスの隣となりに並ぶ。

　そして、気安い調子で彼女の肩かたを叩たたいた。

「もー、なぁーに怖こわい顔してんですかー。カワイイ顔が台無しですよー、ほらほらスマイルスマイル」

「……」

　男の場ば違ちがいで空気の読めない言動に、ハーデスは急に白けたように無表情に戻もどる。

　それで満足したのか、男は俺たちの方に向き直り、クイッとお辞じ儀ぎして。

「ウフフ、はじめまして皆みな様さま。ご機き嫌げん麗うるわしゅう。ちなみに、私が誰だれか分かりますぅ？」

「……」

　胡散臭い口調。

　自由に空を歩く能力。

　そして、ハーデスの仲間。

「……北ほく欧おう神話のロキか？」

「大当たり！　大当たりですよお兄さん！　いやー、よく分かりましたねー」

　細目の男はどこかから取り出したクラッカーをパンッと鳴らす。

　清すが々すがしいまでにわざとらしい態度だ。

　なるほど。伝承通りの性格をしている。

「お兄さん、頭よさそうですねぇ。そう思いません、テスカトリポカさん？」

「……チッ！　バラすんじゃねぇよクソ糸目」

「！」

　ロキの声に応じるように、物もの陰かげからスゥーッとひとりの少女が現れた。

　まるで気配を感じなかった……。

「キャハハハ」

　白はく髪はつ褐かつ色しよくの少女──テスカトリポカは犬歯を剝むき出しにして嗤わらう。

「しかし、思ってたより大したことなさそうじゃん魔ま眼がんの男。ホントにお前がケツァルコアトルを斃たおしたのかぁ!?」

　テスカトリポカは信じられないといった口調で言った。

「……それがどうした？」

　答える義理はないが、いちおう答えてやる。

「あの根暗はいずれ私がもっぺん殺してやろうと思ってたのによぉ。よくも邪じや魔ましてくれたなぁ！　どうしてくれんだぁ？」

「言ってることがメチャクチャだぞお前……」

　ともあれこれで件くだんの過激派が揃そろい踏ぶみか。

　ギリシャ神話の冥めい界かい神ハーデス。

　北欧神話の悪神ロキ。

　マヤ・アステカ神話の軍神テスカトリポカ。

　神話戦争をこの地上に再来させようとしているクズども。

　なぜハーデスが俺を狙ねらうのか？

　こいつらがなぜこのタイミングで地上に顕げん界かいしたのか？

　分からないことは多々ある。

　しかし。

　たとえどんな理由があろうとも。

「……キサマらの思い通りにはさせん」

　俺は双そう銃じゆうを構える。

「ブリュンヒルデ。アリアンロッド。奴やつらの目的は不明だが、ある意味これはチャンスだ。未来の危険因子をここで排はい除じよする」

「応とも！」

「だから私を巻き込むなー！」

　各おの々おのなりの返事をしつつ、彼女たちも武器や魔ま術じゆつを構える。

「おお怖い怖い！　いきなり物ぶつ騒そうな物取り出さないでくださいよ～」

　ロキはわざとらしく戯おどけて両手を挙げる。

「キャハハハハ！　やってみろよ！」

　一方、テスカトリポカはその顔を喜き悦えつに染めた。

　その顔は知っている。

　戦うことそのものに悦よろこびを見み出いだす者の表情。

　戦せん闘とう狂きようの貌かおだ。

「そんじゃあ、纏まとめて殺やっちまうかなぁ」

　テスカトリポカはその手にマカナを召しよう喚かんする。

　マカナとは黒曜石の刃はのついた棍こん棒ぼうのことだ。

　マヤ・アステカの上級戦士──いわゆるジャガーの戦士が愛用した武器で、純じゆん粋すいな剣けんに比べると「突つき」に不向きだが、刃は充じゆう分ぶんに鋭するどく、殺傷能力は高い。

「行く、ぜ？」

　テスカトリポカがマカナを携たずさえて突っ込んでこようとした時、その首筋に刃やいばを添そえる者がいた。

　ハーデスだ。

「……ダメです」

　彼女は仲間の首に大鎌の刃をあてがい、言う。

　ほんの少しでも相手が動けば、そのまま首を落とす構えだ。

「ダメってなぁ、どーいうことだよ？」

　テスカトリポカは不ふ機き嫌げんそうにハーデスを見上げる。

「その男は殺すなって、言われてます」

「分かってるよ。ちゃんと加減するって」

「貴女あなたの言葉は信用できない、です」

「………………」

　テスカトリポカはつまらなそうな顔になる。

「……！」

　と、不意に悪い笑えみを浮うかべて。

「でもよぉ、私が手加減してんのにあの男が死んだら、そりゃ事故だよな？」

「……事故？」

「そうそう。私はちゃーんと殺さないつもりだったのに死んだなら、それは魔眼の男がアイツの見込み違ちがいだったって話だろ？」

「……！」

「私は魔眼の男が強いって聞いてたんだ。だから軽く試ためした。けど死んだ。もし仮にそうなったら、そりゃ完全に事故死さ。アイツも怒おこらねぇよ。だって事故なんだから」

「……」

　テスカトリポカの言に、ハーデスは黙もつ考こうしている。

　今のは誰がどう聞いても暴論だが。

　ハーデスは本心では俺を殺したくて堪たまらない。

　だが、おそらく奴らの会話に出てくる「アイツ」とやらに、彼女は「俺を殺すな」と言いつけられていたのだろう。

　となればあとは綱つな引ひきだ。

　言いつけを守るか。

　テスカトリポカの甘かん言げんに乗るか。

　ハーデスの選せん択たくは……。

「……事故なら、仕方ありませんね」

　片目を隠かくした女は大おお鎌がまの刃をスッと引いた。

「ちょちょちょ！　ハーデスさん!?　あの方の言いつけを破るんですか？」

「事故ですから。それに私は止めました。悪いのはテスカトリポカさんです」

「キャハハハハ！　テメェはそっちの女共を頼たのむぜ！」

　慌あわてるロキを置き去りに、ハーデスとテスカトリポカがこちらへ迫せまる。

「……やっと来たか」

　俺の独り言を聞いて、テスカトリポカが嗤う。

「ああ、待たせちゃったかあ!?」

「キサマのことじゃない」

「あン？」

　俺が見ていたのは奴の背後。

　ようやく現れた援えん軍ぐんだ。

「黄金グルヴエイグ魔術テイアーズ」

　涙々は何の容よう赦しやもなく初手から黄金剣の弾だん雨うを降らす。

「へっ？　うわわわ!?」

　それに気づいたロキは慌てて魔ま力りよく障しよう壁へきを張り、黄金グルヴエイグ魔術テイアーズを防いだ。

　その様子を見て、涙々はニッコリ。

「ハァーイ、ロキ。アンタは姿をどう変えても一発で分かるわね」

「これはこれはフレイヤ様。お褒ほめに与あずかり恐きよう縮しゆくです」

「褒めてないわよ」

「おぉーっと!?」
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「それやめなさいよ、わざとらしい」

　涙々はため息をつく。

「あンだぁ？」

「……」

　突とつ然ぜんの涙々の登場に足が止まるテスカトリポカとハーデス。

　その横から、次の援軍が襲おそいかかる。

「セイッ！」

「！」

　姫子の天あめの羽は々ば斬きりを大鎌で受け止めるハーデス。

　彼女は鍔つば迫ぜり合いを避さけ、大鎌を弾はじいて俺たちの方へ跳ちよう躍やくする。

「遅おそくなってごめん雷火」

「いや、問題ない」

　ふたりが気づくのに遅おくれたのは、予想外に奴らが揉もめてくれたからで、これまで激しい戦せん闘とうが起こらなかったためだ。

　おかげで比ひ較かく的てき安全に合流できた。

　エミリーはまだだが、奴は北寮りようだ。

　ここに到とう着ちやくするには時間がかかるだろう。

　しかし、必要充分な戦力は揃った。

　宣言通りここで奴らを斃たおし、神話戦争を再び起こすなんて莫ば迦かげた計画をご破算にしてやる！

「涙々はロキを抑おさえろ！　こっちの二柱ふたりは俺たちが相手をする！」

「オッケー！」

　涙々の返事は若じやつ干かん好戦的な色が混じっていた。

　神話のフレイヤとロキには因いん縁ねんがある。

　その所せ為いかもしれない。

　役目を果たしてくれるならそれは構わない。

　それよりも俺は俺の相手に集中だ。

「ブリュンヒルデが前衛、俺が後衛でテスカトリポカを斃す。アリアンロッドは姫子と一いつ緒しよにハーデスを斃せ！」

　テスカトリポカは見るからに俺が狙いだ。

　なら、お望み通り相手をしてやる。

　一方、ハーデスにはブリュンヒルデの剣を止めた権能があるため、近接戦闘専門の姫子ひとりに任せるのは不安が残る。

　なので、魔術が使えるアリアンロッドをサポートにつけた。

　ハーデスは少なくとも彼女の魔術は避よけていた。

　とりあえず、魔術による攻こう撃げきは止められないと考えていいだろう。

　基本はツーマンセルで優位に立つ。

　涙々には負担をかけることになるが、彼女のモチベーションは高い。あれならば任せても大だい丈じよう夫ぶだろう。

　いざとなったら國崎のフォローもある。

　エミリーは……間に合ったら幸運くらいに思っておくか。

「何だい何だい、最初より随ずい分ぶんとおもしろくなってきたじゃないか！」

　迎むかえ撃うつテスカトリポカは犬歯を剝むき出しにして、ニィ、と嗤わらった。

「笑っていられるのも今の内だ！」

　まずはブリュンヒルデが突っかける。

　神剣とマカナがぶつかり合い、黒曜石から火花が飛ぶ。

「くっ！」

　初撃はブリュンヒルデが少し押された。

　力は若干テスカトリポカの方が上か。

　だがその差はほんのわずかだ。

「セヤッ！」

　ブリュンヒルデは技量でその差を埋うめる。

「へぇー、やるじゃん！」

「無む駄だ口ぐちを！」

「……」

　俺からすれば両方うるさいが。

　まあいい。

「！」

　俺は二柱ふたりの横に回り込み、テスカトリポカの脚あしを狙ねらって引き金を絞しぼる。

「おっと！」

　テスカトリポカは難なく避ける。

　だが狙い通りだ。

　ここは倉庫街。

　俺たちが戦っているのは倉庫と倉庫の間だ。

　つまりそこかしこに壁がある。

　チュインッ!!

　奴やつが躱かわした弾たまが跳ちよう弾だんする。

　狙うはマカナを持つ右みぎ腕うで。

　武器を落とさせれば、そのままブリュンヒルデが奴を制圧できる。

　そういう目もく論ろ見みだった……が。

　テスカトリポカは跳弾をヒョイッと避けた。

「危ない危ない」

　奴は不敵に笑い、ブリュンヒルデと打ち合いを続ける。

「……」

　今、奴はブリュンヒルデだけを見ていた。

　反射音で気づいたのか？

　それとも跳弾の軌き道どうを予測していた？

　どちらもあり得ない話ではない。

「……？」

　そこでふと異変に気づく。

　テスカトリポカの足あし許もとが煙けぶっている。

　空気に紛まぎれる白はく煙えんの出所は、奴の右足首の〝鏡〟だった。

「チッ！　そういうことか」

　俺は舌打ちする。

「ブリュンヒルデ！　前衛を替かわれ！」

「何っ!?」

　それまで戦っていた戦いくさ乙女おとめを魔ま眼がんで有無を言わさず退ひかせる。

　そして攻せめを途と切ぎれさせないため、俺がテスカトリポカに突つっ込んだ。

「おっ？　なんだ次はお前が相手してくれんのかァ？」

「……っ」

　とぼけた奴だ。

　こうなることはあらかじめ視みえていただろうに。

　──煙けむり吐はく鏡。

　テスカトリポカの持つ装神具アーテイフアクトのひとつ。

　その鏡は人々の生活を見通し、またその結末を知ることができると云いう。

　つまりは『未来視』の装神具アーテイフアクト。

　道理で跳弾を軽々避けたわけだ。

　それにこうして近接戦を挑いどんでみるとよく分かる。

　奴の動きは常にこちらの先の動きを読んでいる。

　敵の未来が視えることが戦闘においてどれほど有利か論じるまでもない。

　なのに奴はあえて互ご角かくの勝負を装よそおっている。

　前言の通り俺を試ためしているのか？

　あるいは余よ裕ゆうか？

　どちらにせよ気に食わないのは確かだ。

「……チッ」

　なぜか分からないが、コイツの相手をしていると妙みようにイラつく。

　そういえばブリュンヒルデもやけに口くち汚ぎたなくなっていた。

　精神汚お染せん系のスキルか？

　だとすれば、侵しん食しよくが進む前に斃さなければならない……！

「ウオオオォ！」

　俺は『予よ見げん』の魔眼を駆く使しし、テスカトリポカの先読みに対たい抗こうする。

　これで条件は五分。

　だがこちらにはブリュンヒルデがいる。

　彼女が俺の隙すきを消す。

　奇くしくもこの陣じん形けいはケツァルコアトル戦と同じだ。

『予よ見げん』の制限時間内にこのままテスカトリポカを斃す。

　そのつもりで俺が勝負に出ようとした時。

「！」

「！」

　空から降ってきた炎ほのおの礫つぶてを俺もテスカトリポカも躱す。

　それで一度距きよ離りが開いてしまった。

　今度は俺より先にテスカトリポカが舌打ちし、上空のロキを睨にらむ。

「おいクソ糸目！　邪じや魔ますんじゃねぇーよ」

「アララ、こりゃ失敬！」

　ロキは心のこもらない謝罪をしてみせる。

　そのケツに黄金剣けんが突き刺ささった。

「アアッイッターイ！」

「よそ見してる余裕あるわけロキ？」

　剣を突き刺した張本人の涙々が呆あきれ顔でロキに追つい撃げきを仕し掛かける。

「アーッアーッ、お助けを～フレイヤ様～！」

　ロキは泣き笑いながら空を逃にげ転げる。

　余裕があるのかないのかまるで分からない。

（何でロキは今こちらに手を出したんだ？）

　確かに俺の出で端ばなは挫くじかれたが、テスカトリポカも追い詰つめられていたわけじゃない。

　自分の隙を作ってまで、なぜ？

『──ウヒヒヒ、意味なんてねーんじゃねーか？』

（何？）

『──単にちょっかいかけたかったからちょっかいかけたんだろ？』

　俺の疑問にバロールは笑って答える。

　まったくもって不合理な答えだが……ロキの神性を考えればあり得うる、のか？

　どちらにせよふざけた神だ。

「ったく、ふざけた奴と組んじまったもんだぜ」

　奴の仲間ですら同意見なのか、テスカトリポカもため息をついていた。

　と。

「……ふざけているのは、貴女あなたもです」

　姫子と戦っていたハーデスが、暗い声でボソリと言った。

　彼女たちの戦いもロキの邪魔が入って、一時中断していたようだ。

「あアん!?　だぁーれがふざけてるって？　この根暗巨きよ女じよが」

「……いろいろデカいのは器うつわの所せ為いです」

　ハーデスは小さく抗こう議ぎする。

「それより、早く本気出してください……事故死希望、です」

「へいへーい」

　テスカトリポカはテキトーな返事。

　ハーデスは彼女のことをじろりと睨む。

　それに怯おびえたわけではないだろうが、

「んじゃ、ちょっとは本気出して戦やるかァ」

　テスカトリポカは狂きよう暴ぼうな笑えみを浮うかべた。

　ただそれだけで奴の殺気が膨ふくれ上がる。

「!?」

『予よ見げん』の瞳ひとみに映った未来像に反応し、俺は咄とつ嗟さに動く。

「おっ、防いだか」

　テスカトリポカの感心する声。

「なっ!?」

　ブリュンヒルデの驚おどろきの声。

「……ッ！」

　その間に挟はさまれ、俺は歯を食い縛しばる。

　今の一撃、先さき程ほどまでよりも速さも重さも段だん違ちがいだ。

　しかもその一撃は明らかにブリュンヒルデを狙っていた。

　あれだけ因いん縁ねんをつけていた俺ではなく。

「キャハハハハ！」

　さらに攻こう勢せいは続く。

　その攻撃はやはりブリュンヒルデ狙いだ。

『──何だコイツ、節操ねぇな』

（違う……これは俺に隙を作らせるための攻撃だ）

　本来であれば前衛後衛を替わればいいだけの話。

　だが奴には未来視がある。

　それに対抗できるのは『予よ見げん』を持つ俺だけ。

　ゆえに、テスカトリポカの相手は俺がせざるを得ないのだ。

　だが奴やつはブリュンヒルデを狙う。

　俺は彼女を護まもるために守勢に回らされる。

　奴はこちらに攻撃のチャンスを与あたえないつもりだ。

　その上で俺に隙が生まれればそこを突こうとしている。

　なんて周しゆう到とうな戦い方だ。

「チッ！」

　同じ戦せん闘とう狂きようでも、コイツとスサノオはタイプが違う。

　奴は正々堂々の戦いを好んだ。

　しかし、テスカトリポカは勝つための手段を選ばない。

　互たがいの技わざ比べではなく、敵の蹂じゆう躙りんを好む。

　それがテスカトリポカという神性。

　スサノオが武人なら。

　テスカトリポカは狂きよう犬けんだ。

「オラオラどうした魔眼の男！」

「ひとつ答えろテスカトリポカ！」

「あン!?」

「なぜキサマらは再び神話戦争を起こそうとする!?」

　剣と銃じゆうを交えながら、俺は問う。

　その問いかけをテスカトリポカは笑い飛ばした。

「キャハッ！　そんなの血と死と殺戮が見たいからに決まってんだロガァ！」

「……！」

　簡潔明めい瞭りようなテスカトリポカの答え。

　裏も表もない純然たる悪意。

　嗚あ呼あ、久々にイライラさせられる。

「神クズが、キサマの目もく論ろ見みは俺が止めてやる！」

「やってみろや！」

　こちらが撃うつ銃じゆう弾だんの弾道を奴が未来視する。

　奴が振ふり下ろすマカナの剣筋を俺が『予よ見げん』する。

　先読みの先読みを先読みしさらに先を読み合う。

　まるで詰め将しよう棋ぎのような勝負。

　だが互いに詰めるまでは至らない。

　思考の速度で拮きつ抗こうしている。

『──ウヒヒヒ、粗そ野やに見えて案外頭が回る奴みたいだなァ！　愉たのしいぜ！』

（今話しかけるな！）

　バロールのキンキン声は頭に響ひびく。

　正直、今は相手にしている余裕がない。

『予よ見げん』の効果が切れる未来が見える。

「───ッ！」

　切れ間なく二度目を発動。

　残る魔ま眼がんはあと一回。

　条件は五分と言ったが、こちらには時間制限がある。

　この拮抗状態を早く崩くずさなければ、いずれ敗北するのはこちらだ。

「キャハハハハ！」

　テスカトリポカは哄こう笑しようする。

　俺の敗北する未来すら視みえているとでもいうのか？

「神仙雷火！」

「クッ……！」

　ブリュンヒルデのフォローを受けながら俺は考える。

　つまりは、彼女に終しゆう焉えんの黒こく焰えんを使わせるかどうか。

　間ま違ちがいなくあれは切り札だが、この場合は問題点がふたつ。

　ひとつはもちろんブリュンヒルデ自身の体力。

　もうひとつは、テスカトリポカに対して有効かどうか。

　いかに強力な武器といえど当たらなければ意味がない。

　未来視を持つコイツにブリュンヒルデは攻撃を当てられるか？

「……ッ」

　実のところ未来視を破る術は存在する。

　そもそも敵の動きの先読みなど達人なら誰だれでもしていることだ。

　しかし、「先が読める＝全すべての攻撃を防げる」というわけではない。

　なぜなら人体の手足は二本ずつ。

　持てる武器や身につけられる防具には限りがある。

　無限に読むことはできても、無限に備えることはできない。

　要するに、敵の防ぼう御ぎよ処理能力を上回る攻撃を叩たたきつければいい。

　だがそれには少々手が足りない。

　各おの々おのが各々の敵と戦うので手て一いつ杯ぱいだ。

　國崎の援えん護ご射しや撃げきで戦局が変わることを期待するのも手だが……。

　アイツも莫ば迦かじゃない。

　遠えん距きよ離りからの最初の一いつ矢しは不意打ちの最大のチャンスだ。

　可能であればそのチャンスは活いかしたい。

　それには俺も同意見だ。

　國崎がその一矢を射るとすれば最大の効果を得られる場面か、あるいは誰かが本当のピンチに陥おちいった瞬しゆん間かんだろう。

　その判断は國崎自身に任せるしかない。

　残るはエミリーの増援だが。

　何度も言うように彼女は北寮りよう住まいだ。

　西こ区こまではそれなりの距離がある。

　おまけに彼女は同年代より肉体が未成熟だ。

　走ったとしても他ほかの人の倍は時間がかかるだろう。

　あと十分もない『予よ見げん』の制限時間内に間に合うとは思えない。

　まだ手て詰づまりではないが、あまりよくもない状じよう況きようだ。

　何か……。

　何かあと一手あれば……。

　それはまったく平和ボケに相応ふさわしい願望だった。

　自分にとって都合のいい奇き跡せきや偶ぐう然ぜんを恃たのむなんて。

　だがしかし。

　たとえば、突とつ然ぜん降りかかる理り不ふ尽じんと奇跡の間にどれだけの差異があるのだろう。

　ただそれは当人にとって災さい厄やくか幸運かの違いしかない。

　ならば『予よ見げん』の魔眼にその人の姿が映ったのは、どちらで呼ぶべきだろうか？

　テスカトリポカたちにとっての災厄か。

　俺たちにとっての幸運か。

　それとも……俺にとっての災厄か。




「──合わせな莫迦弟で子し」




「!?」

「!?」

　それは刹せつ那なのことだった。

　テスカトリポカはクワッと目を見開き、両手の爪つめを伸のばす。

　おそらく奴の持つジャガーに変身する権能の一部を使ったのだろう。

　彼女はジャガーの十爪そうと右手のマカナの全てを防御に費ついやした。

　背後から一足で間合いを詰めた師し匠しようの剣けん撃げきを受け止めるために。

　全ては一瞬。

　バキバキバキと鈍にぶい音を立て、テスカトリポカの爪がまばたきする間もなく立て続けに折れていく。

　師匠の居合いを防御するも、その衝しよう撃げきを受け流し切れていないのだ。

　神速の抜ばつ刀とう術を防いでいるだけでも充じゆう分ぶん凄すさまじいが。

　奴の防御処理能力は全て師匠に割り当てられた。

　こうなれば未来が視えようが関係ない。

　俺の放った銃弾を奴が避よけられないのは必然だった。

「封ふう印いん術式」

　十字に撃ち込んだ銃じゆう痕こんが神の力を奪うばう。

「……っ……っ……ギャハッ！」

　テスカトリポカは崩れ落ちながら、最後の力を振り絞しぼって嗤わらった。

　封印術式下ではまともに喋しやべれもしないはずなのに……。

　トコトン頭のネジが外れた敵だった。

「何をやっているんですか……！」

　テスカトリポカの敗北に気づき、ハーデスがこちらへ気を逸そらす。

「ハアァ！」

　その隙すきに姫子が迫せまる。

　だがその動きにハーデスはしっかりと対応できていた。

　いかにスサノオの力を受け継ついだとはいえ、姫子はまだまだ実戦不足。

　アリアンロッドの援護があってもハーデスを崩すのは難しい。

　そう、ふたりだけだったなら。

「!?」

　その時、遠きより放たれた一矢がハーデスの持つ大おお鎌がまをその手から弾はじき飛ばした。

「……アポロン！」

　同じギリシャ神話のハーデスは憎にく々にくしげに矢の飛んできた方角を睨にらんだ。

　その首筋に、姫子が天あめの羽は々ば斬きりを突つきつける。

「こ、降参しろ！」

「……」

　ハーデスは姫子、と俺を睨んだあと、ため息をついて両手を挙げた。

　そうして地上戦は決着がついた。

　で。

「あとはアンタだけね、ロキ」

「あららら」

　涙々と空中戦を繰くり広げていたロキは戯おどけるように肩かたを竦すくめる。

　それから万ばん歳ざいするみたいに手を挙げて。

「降参。降参でーす！」

「……はぁ」

　どこまでもふざけた態度に、涙々はため息をついた。

「……」

　予想外に簡単に二柱ふたりとも降参した。

　簡単すぎる。

　何か狙ねらいがあるのか？

　それにテスカトリポカやロキが口にしていた「アイツ」「あの方」とは？

　戦せん闘とうが終わっても片付いていない問題はまだまだある。

　だが、それよりも前に、まずは……。

「お久しぶりです……師匠」

「ん。息災そうだね、雷火」

　鞘さやに刀を納めた師匠はヒラヒラと手を振ふる。

　またたく間にテスカトリポカを制した圧あつ倒とう的技量。

　古参の神しん罰ばつ者のひとり。

　俺の師匠──リズ・スレイ。

　彼女は聖餐管理機構エウカリステイアと対立する真聖教会の所属で。

　この島は聖餐管理機構エウカリステイアの管理下。

　当然、何の断りもなしに師匠がここにいていいはずがなく。

　彼女の来訪を匣ノ木が俺に伝えないはずがない。

　つまり師匠は非合法な手段でここにいるということで……。

　彼女もまた、この島に到とう来らいした新たな火種のひとつということだった。
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「やれやれ、やられてしまいましたね」

　私──ロキは道連れの方々と一いつ緒しよに、憐あわれ囚とらわれの身となってしまいました。

　道連れ、そう、道連れです。

　これは破は滅めつへの黄よ泉み路じ。

　破は綻たんの喜劇。

　少なくとも私はそう思っています。

　それなのになぜこんなことに参加したのかって？

　別に、意味など、ありません。

　ただそれがよいと思っただけです。

　そうするのが愉たのしいと思っただけです。

　本当にそれだけです。

　美お味いしい物は美味しいと表現するのが一番いいように。

　美しい物は美しいと表現するのが一番いいように。

　愉しい物は愉しいと表現するのが一番いいのです。

　そこを捻ひねる必要はありません。

　たとえ私自身がトンデモナイひねくれ者だとしてもね。

　まあだから、ここまでのセリフも全部ウソである可能性もありますが。

　つまりこの物語は破滅ではなくハッピーエンドになるかも？　かもかも？

　なんてそれだけはあり得ません！

　なにしろ私にとってのハッピーとは、他者の不幸にほかならないのですから！

　なのでどう足あ搔がいてもこの物語はバッドエンドしかありません。

　まあ？

　もちろん？

　私自身がデッドエンドするバッドエンドも充じゆう分ぶんあり得ますが！　ますが！

　それはまあ賽さいの目次し第だい運次第といったところでしょうか。

　さて、そんな私に道連れにされた憐れな方々を紹しよう介かいしておきましょう。

　一柱ひとり目はテスカトリポカさん。

　白はく髪はつ褐かつ色しよくの狂きよう暴ぼうでコワーいお嬢じようさんです。

　どのくらい怖こわいかというと、ご自身の神話で世界を一回破は壊かいしちゃうくらい怖いです。

「フガーフガーッ！」

　そんなテスカトリポカさんですが、現在拘こう束そくされています。

　例の神しん仙ぜん雷らい火かくんに魔ま術じゆつ的拘束を受け、さらに物理的にも縛しばられて嵌はめられて折り畳たたまれて、なんかだるまさんみたいになってます。

　なんてマニアック！

　これその手のマニアに高値で売れるンでないでしょうか？

　いやまあ買った人も売った私も八つ裂ざきにされるでしょうが。

　続いて二柱ふたり目はハーデスさん。

　こちらはもう何と言うか全身これ凶きよう器きみたいな方ですね。

　もちろん性的な意味で。

　いろいろとデカいです。

　男なら誰だれでもヨダレものでしょう。ジュルリ。

　まあこちらも指一本触ふれようものなら鎌で首をスパーンされるでしょうが。

「……何ですか？」

「いえいえ何でもー？」

「ジロジロ見ないでください……死んでください」

「辛しん辣らつ！」

　見てるだけでも死ですかそうですか。

　まあ私の仲間は大体こんな感じです。

　うん。遠えん慮りよなく媚こびてへつらって利用して裏切って見捨てられる方々で何より！

　何の憂うれいもなく行動を共にできますね！

　……泣いてないですよ？

　紹介終わり！

　さて、暇ひますぎてつい想像上のお友達にお仲間紹介なんてしてしまいました。

「……」

　現在、私たちは聖餐管理機構エウカリステイアという人間の組織に囚われています。

　まだ殺されていないのは、我々の背後関係を洗いたいからでしょう。

　尋じん問もんをするとしたら神仙雷火くんでしょうか？

　魔眼持ちに尋問は打ってつけでしょうしね。

　しかし、すぐに話を聞き出しに来ないのはなぜでしょう？

　テスカトリポカさんを斃たおしたあの女性が関係しているんでしょうかね？

　ま、どうでもいいでしょう！

　所しよ詮せんはこんなもの茶番です。

　なるようになるさ！

　前向きに生きましょう！

　どうせ近い内にあの方もいらっしゃるでしょうし。

　それまでは精せい々ぜいテスカトリポカさんとハーデスさん、お二柱ふたりをエロい目で眺ながめて過ごすとしますか！

「ロキさん」

「はい？」

「……何でまだ死んでないんですか？」

「辛辣！」








第三章　堕おちた天使
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　ロキたちを聖餐管理機構エウカリステイアに引き渡わたしたあと、俺は師し匠しようを匣はこノの木ぎに会わせていた。

　意外にもこれは師匠の方から頼たのまれたことだ。

　島内に潜せん伏ぷくするつもりはないらしい。

　いや、最初からそのつもりなら、端はなからあの戦闘に手を貸したりしないか。

　ともあれ、俺はこれを承しよう諾だくした。

　俺が神話代理戦争の最中、聖餐管理機構エウカリステイアと接せつ触しよくしたこと自体は教会にも報告している。

　そのため匣ノ木に話を通すまではスムーズに済んだ。

　で。

　匣ノ木が指定してきた会談場所は学園の教室だった。

　確かに夏休み中であれば生徒はいない。

　教会側にあまり管理機構の内部を見られたくないと考えれば、妥だ当とうな指定場所だろう。

「スクールなんて久しぶりね」

　校舎を見上げて師匠は楽しそうに呟つぶやく。

「……こっちです」

　ここで歳としを尋たずねなかったのは我ながら懸けん命めいな判断だと思う。

　俺は普ふ段だん自分が通っている一年の教室へ師匠を案内した。

「やあ、雷らい火か君」

　匣ノ木は先に教室で待っていた。

　それから奴やつは師匠に視線を移す。

「どうもはじめまして。僕が聖餐管理機構エウカリステイアの匣ノ木竜りゆう斗とです」

「どうも。私は真聖教会神罰者スレイ・リズ」

「ん？　リズ・スレイでは？」

「ああ、私サムライマニアなので。日本だと姓せい・名の順で名乗るンでしょう？」

「アーなるほど」

　匣ノ木は心底興味なさそうに頷うなずく。

　奴はいつも通りのヘラヘラ顔。

　ただし目は笑ってない。

「どうぞ。そちらにお座りください」

　匣ノ木はふたつの机を合わせた片側の席を師匠に勧すすめる。

　彼女が座ったあと匣ノ木も対面に座る。

「まずはロキ・ハーデス・テスカトリポカの三さん柱にん捕ほ縛ばくにご協力いただき、聖餐管理機構エウカリステイアを代表して感謝いたします」

「どういたしましてー」

　師匠はどうでもよさそうに手を振ふる。

　軽い調子だが口くち許もとは笑ってない。

　横にいるだけで胃が痛くなるやり取りだ。

「……」

　俺の立場は今でも教会所属だ。

　だが今回は両組織の橋渡し役として、両者の間に立っている。

　会話のメインはあくまで師匠と匣ノ木。

　とはいえ、初しよっ端ぱなからこの調子だ。

　愉ゆ快かいな会談になるとはとても思えなかった。

「さてと……ところでリズさんは、どのようにしてこの島に？」

「どのようにって、何が？」

「もちろん、侵しん入にゆう経路のことですよ」

　早さつ速そく、匣ノ木が軽いジャブから本題に入った。

「ローラシア島に近づく船せん舶ぱくや飛行機の類たぐいは全すべて監かん視ししています。一体どうやってこの島に入ったのですか？」

「監かん視し網もうの外から泳いできた」

「冗じよう談だんですよね？」

「そう思う？」

「あなたが侍さむらいのほかに人魚ででもあるなら話は別ですが」

「サムライマーメイド？　海で刀が錆さびそうね」

「で、本当は？」

「食しよく糧りよう船せんに密航したわ」

「その辺のチェックは何重にも徹てつ底ていしています」

「そう？　私に言わせればザルだったわね」

「あれま、そうですか？」

「ええ」

「ちなみにどの辺りが？」

「次も使う予定だから教えない」

「ハハハハ、もういいです」

「あ、そう」

　師匠に答える気はないようだ。

　匣ノ木にも本気で追つい及きゆうする気がない。

　まあそれはそうだろう。

　侵入経路の特定は所詮警備上の問題に過ぎない。

　そんなものはあとでいくらでも検証すればいい。

　重要なのは。

「じゃあ、そろそろ何の目的でこの島に現れたのか教えてもらえます？」

　匣ノ木は肝かん心じんの質問を師匠にぶつけた。

　師匠の目的。

　延ひいては教会の意図。

　それが一番肝心で、重要だ。

　師匠は口の端はを吊つり上げ、薄うすく笑う。

「なーに言ってんだか。真聖教会私たちからのラブレターを何度も破り捨てて無視してきたのはソッチでしょう？」

「……」

　今度は匣ノ木が薄ら笑いを浮うかべて黙だまった。

　師匠はラブレターと表現したが、もちろんそのままの意味ではない。

　三ヶ月前、神話代理戦争中。

　ケツァルコアトルは己おのれの神話を再現し、世界を滅ほろぼそうとした。

　何とか俺たちが奴を斃すことで食い止めたが、世界中で多大なる被ひ害がいが出た。

　聖餐管理機構エウカリステイアはそれを「神性現象による戦後災害」として情報操作した。

　が、後々になって真聖教会がそれに異を唱え始めたのだ。

　教会はその「戦後災害」の原因がローラシア島にあると世間に訴うつたえ始めた。

　世界各地の被害の広がり方。

　衛星写真に写った大だい魔ま法ほう陣じん。

　その他一いつ般ぱん向けに嚙かみ砕くだいた魔術的説明による物証の提示。

　教会は持てる力の全てを駆く使しして世論を誘ゆう導どうした。

　元々、ローラシア島に対する世間の風当たりは強い。

　世論はすぐさま燃え上がり、島にいる子供たちを全員殺すべきだというデモまで起こった。

　島は外界から隔かく離りされているため、その情報は当事者である子供たちには伝わっていないが……正直、その話を匣ノ木から聞かされた時は奥歯を嚙み砕きそうになった。

　まあ、そこはある意味どうでもいい。

　教会の本命はそもそも世論の誘導などではない。

　本当の狙ねらいはローラシア島への介かい入にゆう。

　即すなわち、この島で行われる神話代理戦争に、自分たちも関かかわらせろと聖餐管理機構エウカリステイアに裏から脅おどしをかけることだった。

「それにあのロキだっけ？　例の戦争のルールを破る輩やからも出てきてるんなら、ますますアンタたちだけじゃ手に余るでしょ」

「いえいえ、ご心配には及およびませんよ。我々だけで充じゆう分ぶん対処できます」

「異い端たんのクソ神クズどもをブッ殺すのに教会こつちが協力してやるって言ってるのに、なーんでそんな頑かたくなに断るわけ？」

「お答えする義理はありませんね」

「胡う散さんくさ」

「それはお互たがい様です」

　腹の探さぐり合い。

　教会は十年前に俺と天てん華かを『器うつわ』に『唯ゆい一いつ神しん』を降ろそうとした。

　そのことを聖餐管理機構エウカリステイアは警けい戒かいしている。

　普ふ通つうに考えれば、神話代理戦争に介入するメリットなどない。

　そこに割り込もうとする教会には何か裏がある。

　疑うのは当然。

　それからしばらく水みず掛かけ論が続く。

　話し合いは今まで通りの平行線を辿たどり、やがてお互いにこれ以上は時間の無む駄だだと見切りをつけた。

「……仕方ありませんね。あなたの身み柄がらは一時こちらで拘こう束そくさせていただきます」

　匣ノ木はため息をついて話を打ち切った。

　身柄の拘束。その後は真聖教会に連れん絡らくを取り、そのまま身柄を引き渡すか、あるいは再度の話し合いの場を設けるかするだろう。

　師匠が教会側の真意を何も話さない以上、そうするしかない。

　と。

「あっそ。じゃあ、私は雷火の部屋にでも世話になるかな」

「「は？」」

　俺と匣ノ木の声が重なる。

「なーに？　そっちの無ぶ精しようヒゲはともかく、雷火までなに面めん喰くらってるの？」

「いや、そう言われましても……」

「久しぶりに師し匠しようと弟で子しで水入らずの時間を過ごしましょう」

　師匠は微び笑しようを浮かべ、言う。

「……」

　匣ノ木は黙って考え込んでいる。

　管理機構は教会と対立しているが、武力衝しよう突とつは避さけたいはずだ。

　ゆえに身柄の拘束といっても軟なん禁きんが精せい々ぜい。

　可能な限り穏おん便びんにことを済ませたいというのが本心だろう。

　その上で、師匠の要求は拒きよ否ひしたいが無理とまでは言えないレベルの要求だ。

　さて……匣ノ木はどう出るのか？

「分かりました」

　匣ノ木は小さく頷き、師匠の要求を吞のんだ。

「ただし条件があります」

「条件？」

「この島で勝手な行動をしないように、雷火君の魔ま眼がんによる『支配』を受けてください」

「……」

　今度は師匠が黙る番だった。

「……っ」

　一方で、俺は内心舌打ちをする。

　今のはかなりギリギリの発言だ。

　確かに俺が『支配』すれば師匠の自由行動は抑よく制せいできる。

　だがそれは俺に対する匣ノ木の信頼が前提だ。

　俺が匣ノ木、延いては聖餐管理機構エウカリステイアを裏切らない。

　その担保がなければ、俺の『支配』など無意味となる。

　師匠と同じ教会に属する俺が魔眼を解除してしまえばそれまでだからだ。

　にもかかわらず、匣ノ木はそれを条件に出した。

　それは俺が聖餐管理機構エウカリステイア側に立っていると言っているようなものだ。

　とはいえ、匣ノ木の判断を咎とがめることもできない。

　この三ヶ月、俺は教会から有益な情報を引き出せなかった。

　そして、そのことは、俺も匣ノ木もあえてお互いに口にはしなかったが、ある可能性を示し唆さしている。

　それは俺の裏切りがすでに教会に露ろ見けんしている可能性だ。

　俺が管理機構側についたのは最終決戦のあと。

　つまりケツァルコアトル戦までは教会側だった。

　当然、そこまでの戦いの推移は報告してある。

　その時点で残っていた敵はアポロンのみ。

　なのに三ヶ月間も戦せん況きように変化がない。

　あり得ないことではないとはいえ、疑われる理由も存在する。

　だとしたら情報が引き出せないのも当然。

　師匠がこの島に送り込まれたのも、俺が裏切ったと教会が判断したからだとすれば合が点てんがいく。

　匣ノ木はそこまで考えた上で、先さき程ほどの言葉を口にしたのだろう。

　ひとつは師匠の動きを制限するため。

　もうひとつは、俺が聖餐管理機構エウカリステイアの保護下にいると示すことで、彼女が俺や仲間たちに手を出せないようにするため。

「……はあ、仕方ないわね」

　不意に師匠は肩かたを竦すくめる。

「いいわよ。その条件で」

「……そうですか。じゃあ、雷火君」

　匣ノ木が、次いで師匠が俺の顔を見る。

「ほら、雷火。どうぞ」

　師匠は気軽な調子で言ってくる。

「……本当にいいんですか？」

「いいって、好きにして」

「……」

　師匠の瞳ひとみを覗のぞき込んでも、その奥にある考えは読み取れなかった。

『──ウヒヒヒ、好きにしていいってよ。あのオッパイに何してやろうか、今から愉たのしみだなァ！』

（俺の首が落とされるからヤメろ）

　バロールに釘くぎを刺さしてから、俺は改めて師匠に向き直る。

　あの、かつては一度も勝てなかった彼女を支配する。

　それは何とも不思議な気分だった。

「神しん仙ぜん雷火の名において命ず……」
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　その日の午後。南寮りよう。國くに崎さきの部屋。

「へぇー、じゃああの美人さんは雷火の師匠なのか」

「そういうことだ」

「なるほどね。道理で強いわけだ」

　俺から諸もろ々もろの説明を受けた國崎は納なつ得とくしたように頷うなずいた。

「しっかし、雷火ってば鈍どん感かんのクセに女運はいいよな～」

「そうか？」

「そりゃそうだろー！　あーあ、俺もあんな年上のお姉様に手取り足取り、いろいろ教えてもらいたいなー」

「……」

　師匠の性格やその修行内容を知っている俺は沈ちん黙もくした。

「んで？　俺の部屋に寄ったのはその報告のためだけか？」

「いや、ハーデスのことでひとつ訊ききたいことがある」

「何ナニ？」

　俺はハーデスが銃じゆう弾だんや剣けんを視線だけで止めた時のことを話した。

　すると國崎は。

「あー、そりゃハーデスのプルートとしての権能だなぁ」

「やはり地下世界の支配者の能力か」

「なんだ、知ってンじゃん」

「念のための確かく認にんだ」

　ハーデスの別名にプルートという名がある。

　その意味は「富める者」。

　元々ハーデスは地下世界冥界の支配者である。

　そして、地下世界とは富──即ち金や銀などの鉱石・鉱物が眠ねむる場所だ。

「つまり奴やつは視界内の鉱物を全すべて支配下に置ける、と」

「たぶん、だと思うぜ」

「変に曖あい昧まいな言い方をするな？」

「だってアイツが本気で戦うところなんて見たことねーし」

「まあ、神話でもあまり目立った武勇はないが……」

「だろ？」

「しかし、それでは能力の規模が分からないな」

「そう言われてもなぁ」

「まあいい。だが、地味に厄やつ介かいな能力だな」

　俺は銃。

　ブリュンヒルデと姫ひめ子こは剣。

　涙るい々るいは黄金グルヴエイグ魔術テイアーズ。

　國崎は弓矢。

　俺たちの扱あつかう武器のほとんどが鉱物でできている。

　涙々の黄金グルヴエイグ魔術テイアーズは微び妙みようだが、あくまで魔術で黄金を生み出しているのだから、ハーデスの権能の適用内だろう。

「有効なのは俺の魔眼や、アリアンロッドのような純じゆん粋すいな攻こう撃げき魔術……」

「あとは俺の燦然たるポイボスチ太陽戦車ヤリオツツみたいな熱量攻撃か？」

「いや、エミリーの植物による攻撃も有効だろう」

　それに彼女は配下にアヌビス神やメジェド神を従える。

　同じ冥界神たるハーデスにアヌビス神の権能は無効だろうが、彼女ならばハーデスに対して何のハンデもなく戦えるはずだ。

　……そういえば。

「國崎は今日エミリーを見たか？」

「ああ、南寮まで来てたぜ」

「いつだ？」

「雷火がロキたちを連れてったあと」

「戦いに遅おくれたことについて何か言っていたか？」

「寮で寝ねてて気づくのが遅れたってさ」

「つまり……寝ね坊ぼうか？」

「そうだろ」

　いや、北寮からではどの道間に合わなかっただろうが……。

　しかし寝坊か。

　アイツも平和ボケか？

　ああ、そうだ。平和ボケで思い出した。

「國崎。これを」

「何だそれ？」

「島内で通じる無線機だ」

「へぇー、便利だな」

　國崎は俺から小型の無線機を三つ受け取る。

「悪いがこのあと姫子とエミリーにも渡わたしておいてくれ。頼たのめるか？」

「オッケーオッケー。雷火は？」

「俺は師し匠しようの監かん視しがある」

「難なん儀ぎだな。いや、そうでもないか」

「何でだ？」

「だってあんな美人とふたりきりだろ？　羨うらやましいぜ」

「お前な……」

　師匠の本質を知らないセリフに、俺もややウンザリする。

　少し腹が立ったので意い趣しゆ返がえししてやることにした。

「言っておくが、師匠が泊とまるのはマリアの部屋だ」

「へぇー……って、ちょっと待て！　その師匠の監視って……まさか雷火もマリアちゃんの部屋に泊まるのか!?」

「まあ、そうなるな」

「……！」

　國崎は口をパクパクさせる。

　軽い仕返しのつもりだったが、思いのほかショックを受けているようだ。

「國崎……？」

「雷火ー！」

「お、おう！」

　急に叫さけばれ、思わず返事をする。

　と、國崎はいきなりその場で土下座した。

「替かわってくれとまでは言わない……ッ！　だが、俺もその部屋に呼んでくださいませんか雷火様ァ！」

　な、なんて欲望に忠実なヤツなんだ。

　バロールに慣れていなかったら、軽く引いていたかもしれない。

　いや、やっぱり少し引いている。

　なぜ人はここまでプライドをかなぐり捨てられるのか。

　って、コイツは神か。

　どちらでも同じか。

　ちなみにだが、もちろん國崎の頼みは断った。

「何でだよ!?」

「そんな下心丸出しの奴を女子部屋に入れられるか」
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　夜。マリアの部屋。

「雷火」

「何ですか師匠？」

「暇ひま」

「……我が慢まんしてください」

「ちょっとくらい外出したい」

「お願いですから、しばらくは大人しくしてください」

　匣ノ木は二、三日中に聖餐管理機構エウカリステイア職員への通達は済ませておくと言っていた。

　通達というのは、要するに監視体制の確立だ。

　アイツだって俺ひとりに監視を全て任せるつもりはない。

　師匠の来訪と動向の監視を職員に伝え、彼女が何らかの行動を起こした時に対処できるようにするつもりなのだろう。

「こんなことならお気に入りの剣けん豪ごう小説でも持ってくるんだったわ」

　師匠はソファの上であぐらをかきながら愚ぐ痴ちる。

　本当に暇そうだ。

「ねぇマリア。何か暇潰つぶせる物ない？」

「日本の旧映画とかならありますけど」

「おっ、いいじゃない。時代劇チヤンバラある？」

「ないです」

「えー、じゃあ何ならあるの？」

「和風ホラーとか」

「怨おん霊りよう退治とかひと昔前の教会稼か業ぎようだったんだけど」

　師匠はブツブツ言いつつ、マリアと一いつ緒しよに観みる映画を選び始める。

　この際暇が潰せれば何でもいいらしい。

「……」

　文句は言っているが、思ったより師匠は静かにしている。

　聖餐管理機構エウカリステイアの指示には従っているし、何らかの行動を起こす様子もない。

　愛用の刀も匣ノ木に預けてしまったし。

　ある意味肩かた透すかしを喰くった気分だ。

　匣ノ木には可能なら師匠から教会の動向を探さぐれと言われたが。

　これでは何の情報も出てきそうにない。

　そもそも事前に匣ノ木立ち会いの下もとで聴ちよう取しゆを行っているのだ。

　いかに師匠といえど、支配された状態で俺からの質問に虚きよ偽ぎは答えられない。

　だが特に目新しい新情報は出なかった。

　教会の狙ねらいは神話代理戦争への介かい入にゆう。

　師匠はその話し合いの場を設けさせるための特使。

　具体的な内容は教会上層部と話せ。

　彼女から聞き出せたのはたったこれだけだ。

　教会側としては、自分らの要よう請せいに聞く耳を持たない管理機構を、まず強ごう引いんに振ふり向かせるために強きよう硬こうな手段に出た。

　師匠の役割はローラシア島に不法侵しん入にゆうし、管理機構から教会に連れん絡らくを取らせること。

　管理機構としては師匠を一刻も早く島から追い出したい。

　教会は師匠を引き取らせたければ、まずは話し合いの場を用意しろと要求する。

　そうした流れに持っていくためだけに師匠はこの島に来た。

　無論、強引ではあるし無茶でもあるが、いちおう筋は通っている。

　であれば、師匠にこれ以上やることはない。

　あとは教会上層部と管理機構の押し引きだ。

　師匠から得られる情報は何もない。

　……となるはずなのだが。

　俺も少し違い和わ感かんを覚えている。

　とはいえ、単なる勘かんに過ぎず、根こん拠きよも薄うすい。

　変に疑いをかけて教会と溝みぞを深めるより、今は監視に留とどめるのが正解だろう。

「そういや雷火」

「はい？」

「君さ、何で教会抜けたの？」

　師匠は映画を選びながら尋たずねてきた。

　俺は少し体を硬直させる。

　彼女の隣となりにいるマリアもギョッとして手を止めていた。

「……」

　まあ、訊きかれるとは思っていた。

　惚とぼけるのも無む駄だだろう。

　しかし、師匠はどこまで知っているのか？

　俺が旧教会の実験動物だったことは知っているのか？

　彼女は神しん罰ばつ者としてそれなりの立場にいる。

　知っている可能性はある。

　だが教会内でも──特に暗部の繫つながりは複雑だ。

　中にはその闇やみの深さゆえ、存在そのものを秘ひ匿とくされた部署も存在する。

　そして、あの実験は明らかに非人道的だった。

　秘匿性は高いはず。

　師匠がアレを知らない可能性も充じゆう分ぶんにある。

　どちらとも確実なことは言えない。

　もし全すべて知った上で尋ねているとしたら……。

　俺が口ごもっていると、師匠はくるりとこちらを振り返る。

　それから俺の顔を数秒見つめて。

「まあ、いっか」

「師匠？」

「それが君の選せん択たくならいいよ別に」

「……」

「教会がこの世の全てってわけじゃないしねー」

　軽い。

　相変わらずとも言えるが、師匠の物言いに俺は逆に呆あきれる。

　他ほかの信心深い神罰者に聞かれたら殺し合いになりそうだ。

「それ、俺以外の人に聞かれたら怒おこられますよ」

「そしたら斬きるから平気」

　師匠はこともなげに言う。

　本当に相変わらずだ。

　言葉を飾かざらず。

　己おのれを強く信じて曲がらない。

　神罰者最強の剣けん士し。

　かつてその強さに俺も憧あこがれた。

　あの頃ころと師し匠しようは何ら変わらない。

「んー、もうどれでもいいや。マリアが決めて」

　映画を選ぶのに飽あきてマリアに丸投げする師匠。

「雷火もこっちで観ましょ」

「はい」

　俺たち三人は並んでソファに座る。

　テレビに映画のテロップが流れ始めると、師匠はその頭をコテンッとマリアの太ももの上に転がした。

「リ、リズさん？」

「ほら、雷火はもっとそっち詰つめなさい」

　師匠は俺を尻しりでグイグイと押してソファの隅すみに追いやる。

「マリアの太もも柔やわらかいね」

「～～～」

　マリアは恥はずかしそうに頰ほおを赤らめる。

　自然な流れで膝ひざ枕まくらをゲットした師匠はチラッとこちらを見る。

「羨うらやましい？」

「いえ、別に」

「いつもして貰もらってるから？」

「そういうわけでは」

「君たちの仲はこっち来て進展したの？」

「ちょっ、リズさん!?」

　マリアが慌あわてた声を上げる。

「その様子じゃ、雷火はまだマリアに手を出してないんだ」

「師匠。聖女の条件って覚えてますか？」

「あー、そういや処女じゃなきゃダメなんだっけ？」

「……せめて純潔とか、言葉を選びませんか？」

「どっちでも同じよ」

　デリカシーという言葉をどこに置き忘れてきたんだろうこの女ひ性とは。

「ん？　てことは雷火も童どう貞ていのまま？」

「映画始まってますよ師匠」

「話逸そらすな莫ば迦か弟で子し」

「黙だまってくれって言ってるのが分かりませんかクソ師匠？」

　俺と師匠は睨にらみ合う。

「まあいいけど」

　師匠は俺から視線をはずして映画を観始める。

「なら好きな人はできた？」

「……」

　一いつ瞬しゆんシャロ先せん輩ぱいの顔を思い浮うかべるが、マリアもいるので口には出さなかった。

「師匠、さっきからどうしたんですか？」

「言ったでしょ。久しぶりに水入らずの時間を過ごしましょうって」

　師匠は画面の方に視線を向けたまま言う。

　言われて、ふと気づく。

　再会があんな形だったから忘れていたが、師匠と会うのは本当に久しぶりだった。

　教会の門を叩たたいたのが十年前、師匠と会ったのがその一年後だから……三ヶ月前にこの島に来るまで、九年間毎日彼女とは顔を合わせていた。

　考えてみれば、彼女とは親よりも長く一いつ緒しよに過ごしていたのだ。

「この三ヶ月、雷火に何があったのか教えて頂ちよう戴だい」

「……そうですね」

　俺は師匠と離はなれていた三ヶ月の間の出来事を、一緒に映画を観ながらポツポツと話し始めた。
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　翌々日。

　観る映画も尽つきて師匠も段々イライラしてきた頃、ようやく匣ノ木から外出の許可が下りた。

　外出可とは言っても、俺の監かん視し付きが条件だが。

「じゃあ、せっかくだし島を案内して」

　師匠は早さつ速そく俺にそう言ってきた。

「まあ、監視もあるので別にいいですが」

　と、そこで少し考えて。

「どうせなら俺の友達も呼んでいいですか？」

「例の友達？」

「はい」

「いいわよ。私にも紹しよう介かいして」

「分かりました」

　友達──つまり國崎たちを呼ぶことにしたのは、その方が万が一の時に対処できると思ったからだ。

　無論、師匠にかけた『支配』は効いている。

　邪じや眼がん除よけの類たぐいも持っていない。

　だからこれはあくまで万が一の備えだ。

　それから俺は寮りようの電話を借りて涙々たちにも声をかけ、一時間後に南区繁はん華か街がいの入り口に集合した。

「はぁい雷火。久しぶり」

　会ってすぐ、涙々が俺に抱だきついてくる。

「一昨日おととい会ったばかりだろう」

「昨日は会えなかったじゃない」

　俺は無言で涙々を引き剝はがす。

　と、いつの間にか姫子が俺の服の裾すそを摑つかんでいて。

「ボクも久しぶりだよ」

「いや、姫子も一昨日……」

「あー、なんか私とひめっちで対応違ちがくない？」

「話がややこしくなるからやめろ」

「ふたりともいい加減雷火さんから離れてください！」

　姫子と涙々に挟はさまれて騒さわいでいると、今度はマリアが大声を上げる。

　それをエミリーが呆れた目で、國崎が恨うらみがましそうな目で見てくる。

　と。

「はいはい。お嬢じようさんたち」

　そんないつも通りのやり取りに割り込む声がひとつ。

　師匠だ。

　彼女は涙々たちの輪の中から強ごう引いんに俺を引っこ抜ぬく。

　すると、急に肩かたを抱いてきて。

「悪いけど、この莫迦弟子は私ンだから」

「ええぇー!?」

　途と端たんに響ひびき渡わたる複数の悲鳴。

　ちなみに國崎も叫さけんでいた。

「……師匠、冗じよう談だんはやめてください」

「だってこのままじゃ、あと10分は続いてたでしょ」

　しれっと言う師匠。

　待つのはもう飽き飽きしているようだ。

　むしろ師匠にしては自制が利きいていると思うべきか。

「えー、この人はリズ・スレイ。昔、俺は教会の孤児院で武術を少し習っていて、その時の師匠にあたる人だ」

「どーもはじめまして」

　師匠は軽く会え釈しやくして、涙々たちに握あく手しゆを求める。

「……」

　その様子を見ながら、俺は内心でホッとしていた。

　どうやら師匠の記き憶おく操作はちゃんと効いているようだ。

　師匠を支配した際、俺は必要な措そ置ちとして彼女の記憶をいくつか操作した。

　その内のひとつが倉庫街での戦せん闘とうの記憶。

　特に涙々・姫子・ブリュンヒルデ・アリアンロッドに関する記憶の消去だ。

　いくら聖餐管理機構エウカリステイアが穏おん便びんに事を済まそうとしていたとしても、さすがに『神を宿した子供が誰だれか』という情報を教会に持ち帰らせるわけにはいかない。

　前後の整合性を取るため、俺と共闘した記憶自体は消していない。

　だが涙々たちのことは、ただの俺の友人と思っているはずだ。

　先さき程ほど師匠を紹介する時に俺が遠回しな言い方をしたのも、「ただの友人」に俺と師匠の本当の関係を言うのは不自然だから。

　その点は今日一日、自分の発言に気をつけなければならない。

「じゃあ、そろそろ行きましょ」

　握手を終えた師匠がそう言って、今度は俺の手を引っ張ってくる。

「師匠。なぜ手を？」

「言ったことなかったけど、私って人ごみ苦手なのよ。酔ようから」

「……意外と繊せん細さいなんですね」

「そゆこと。だから今日は一日私の手を離さないように」

「はあ」

　なんだかよく分からない内にそういうことになってしまった。

　気がつけば師し匠しようのペースだ。

　彼女を先頭に俺たちは繁華街を歩く。

「へぇー、結構賑にぎわってンのねぇ」

　師匠は通りに並ぶ店てん舗ぽを眺ながめながら呟つぶやく。

「こんな綺き麗れいに整備された通りとか、外にもなかなかないンじゃない？」

「まあ、そうですね」

「それにしても国際色豊かね」

「生徒に合わせて、ここも世界中からいろんなお店を集めてますから」

「ホントに世界中？」

「あっちにペルー料理を出すお店もありますよ」

「管理機構ってお金持ってンのねー」

　師匠は半分感心したように頷うなずく。

「どこか入りたいところはありますか？」

「んー、オススメとかある？」

「オススメ……」

　俺は返答に迷う。

　師匠に勧すすめられる店……と言われても正直困る。

　彼女のことなんて人格破は綻たん者であることと、侍さむらいマニアということしか知らない。

　気の利く奴やつなら何か案も出せるのだろうが。

　生あい憎にくと俺にそれは難しい。

　仕方がないので、俺は友達を頼たよることにした。

「みんなはどこか行きたい店はあるか？」

「そうだなー、ゲーセンとか？」

　まずは國崎が無難な意見を挙げてくる。

　しかし、この師匠にゲーセンはないだろう……。

「普ふ通つうにショッピングかなー。新しいサンダルとか欲しいかも」

　次は涙々。

　完全に自分の行きたいところだが、まあ悪くはない。

「ボクは雷火が行きたいとこならどこでも……」

「余も主あるじ殿どのに任せるぞ」

　姫子とエミリーは特にナシと。

「……」

　アリアンロッドは珍めずらしく静かだ。

　何か言うかと思ったが、今日は最初からやけに大人しい。

「アリアは何かあるか？」

　俺は人前での偽ぎ名めいでアリアンロッドに呼びかける。

「べ、別に何もないわ」

「……そうか」

　やはり様子が変だ。

　あとでしっかり問い詰つめておくか。

「シャロ先せん輩ぱいはどうですか？」

「うーん、わたしはリズさんのことまだ知らないしなあ……」

「あー、別に私のことは気にしなくていいよ」

　師匠はテキトーに手を振ふる。

　それを見てシャロ先輩はもう少し唸うなって。

「とりあえず繁華街を一周してみたらどうかな？　それでリズさんが入ってみたいお店があったら、そこに入ればいいし」

「それもそうですね」

　國崎や涙々の意見も取り入れつつ、適当に歩き回るのが一番手っ取り早い。

「じゃあ行きましょう」

「ほいほい」

　俺たちは再び歩き出す。

　ちなみに師匠とは手を繫つないだままだ。

　後ろから凄すごい視線を感じる。

　まあそれはいいとして。

　まずは涙々希望のショッピングに向かった。

　彼女はシャロ先輩と一いつ緒しよに夏のサンダルを見てはしゃいでいる。

「これカワイイ。どう思います先輩？」

「うん。カワイイと思」

「あ、でもシャルロッテ先輩ってセンスいまいちでしたっけ」

「えっ!?　そ、そんなことは……！」

「よそ行きの水着にスクール水着選ぶ人にそれ言う資格ないんですけど」

「あ、あうぅ～」

「もー冗談、冗談ですってば」

　涙々はシャロ先輩を慰なぐさめるが、どう見てもからかっている。

　まあ、楽しそうなら何よりだが。

「雷火ー暇ひまー」

「師匠。大人なんですからもう少ししっかりしてください」

　ショッピングには興味が湧わかないのか、師匠は俺の肩にもたれかかってダラーッとしていた。

　見てくれだけは美人なので、これが非常に人目を引く。

　杖つえ代わりにされている俺まで注目を浴びて居心地が悪い。

「師匠」

「雷火ー。次行こ次ー」

「はいはい」

　修行中はともかく、外ではやたら手間のかかる人だ。

「おーい、師匠がそろそろ限界だ。次行っていいか？」

「あー、じゃあこれだけ買って来ちゃうから！」

　俺が声をかけると、涙々は手にしていたサンダルを持ってレジへ向かう。

　その後彼女が会計を済ませたあとは、ゲーセンにも寄ってみた。

　しかし、ここもあまり師匠の琴きん線せんには触ふれず、一時間も滞たい在ざいしない内に外へ出る。

「次どうする？」

「ふむ……」

　最初に出た案はもう消化してしまった。

　あとはもう本当に適当に回るしかないのだが……。

「ん？　何？」

「……」

　師匠の興味が湧く物が思いつかない。

　日本刀専門店でもあれば別だっただろうが……。

　と、そこでシャロ先輩が小さく手を挙げた。

「もうすぐお昼だし、ちょっと早いけどみんなでご飯食べない？」

「あ、いいですね」

「確かに歩いたから小腹が空すいたわねー」

　シャロ先輩の提案に何人か同意する。

「それで、わたしはリズさんと雷火くんの昔の話とか聞きたいな」

「え？」

「それいいわね」

「賛成」

　シャロ先輩の提案に涙々と姫子も同意する。

　おまけに師匠もなぜか乗り気で。

「いいよー。雷火の昔の恥はずかしい話とかいろいろしてあげる」

「わーい！」

「それ俺も聞きたいな」

「國崎、お前もか」

　俺がジト目で言うと、國崎はニヒヒと笑う。

「たまには俺も雷火の弱味握にぎっとかないとな」

「何に使う気だ何に」

「そりゃまあいろいろ」

　絶対ロクなことには使わなそうだ。

　だが結局多数決には逆らえない。

　俺たちは近くのカフェテリアに大人数で入り、テラスの一部とテーブルをふたつ占せん拠きよして座った。

　そこからはまさに屈くつ辱じよくの時間だった。

「で、雷火ってガキの頃ころはよく布ふ団とんを汚よごしてたのよね～ゲロで」

「うへっ、汚きたねぇ」

「そうなのよ。まったく三日に一度はげろげろげろげろ」

「まあ子供の頃の話だし」

「子供っていえばお風ふ呂ろも苦手でねー。自分で体洗えなかったのよ」

「え!?　じゃ、じゃあリズさんが？」

「まあね。かわいい弟で子しだもの」

「羨うらやましい！」

「あと箸はしが使えなくてね。これも私が教えてやったわ」

「へぇー」

「それに夜のトイレとか……」

「……」

　嬉き々きとして話す師匠を横目に、俺は何とかため息を堪こらえる。

　本当に好き勝手言ってくれる。

　しかも九割は作り話だ。

　寝ねゲロは真実だが、それは師し匠しようの夜よ討うちが原因。

　寝てるところにいきなり鳩みぞ尾おちに蹴けり入れるからなこの人……。

　まあ、今の師匠は涙々たちを一いつ般ぱん人だと思っている。

　神しん罰ばつ者のことを隠かくすために、わざとらしく〝普通の思い出〟を語っているのだろう……たぶん。

　単におもしろがっている可能性もあるが。

「ま、そんなわけで私にとっちゃ雷火なんてまだまだお子様と変わんないわね」

　と言いつつ、師匠は頰ほお杖づえを突つきながらテーブルに座る少女たちを見やる。

　で。

「それで、君らは雷火のどこをそんなに気に入ったわけ？」

　予備動作なしで爆ばく弾だんを放り込んできた。

「師匠……いきなり何を？」

「んー？　いや、私としては知らぬ間に弟子がモテモテになってたから、ちょっと驚おどろいてるわけよ」

　師匠はそう言いながら口の端はを持ち上げる。

　完全に遊ばれてる……。

　俺はため息をつきそうになるのをギリギリで堪えた。

　そんな俺の様子に気づきつつ、師匠はしれっと話を続ける。

「ねぇ、君は雷火のことどう思う？」

「あ、わっわたしですか!?」

　話の矛ほこ先さきを向けられ、シャロ先輩が大いに慌あわてる。

「……っ」

　俺も内心焦あせっていた。

　俺と先輩がつき合っていることはみんなに内ない緒しよだ。

　なのによりにもよってシャロ先輩に話を振るか。

「えぇっと、その、えっと」

　シャロ先輩はたぶん誤ご魔ま化かそうとしてくれているのだが、上う手まい言葉が出てこないのかテンパッていた。

　その慌てぶりに何人か小首を傾かしげ始める。

　ヤバい。

　フォローしたいが、どうしよう。

　ここで俺が助け船を出すと、逆に勘かんぐられる気がする。

　特に勘の鋭するどい師匠には。

　そうこう迷っていると。

「ら、雷火くんはカッコいいですよ」

　シャロ先せん輩ぱいが顔を真っ赤にしながら師匠の質問に答えた。

　ラブオアライクで答えない上手い誤魔化し方だ。

　聞いてて若じやつ干かんテレてしまうが。

「ふーん、この莫ば迦か弟子がねぇ」

　師匠はシャロ先輩以外の面々にも視線を向ける。

「全員同じ意見？」

「まあ、私はそうですかねー」

　涙々が笑って頷うなずく。

　その隣となりで姫子も小さく首を縦に振ふった。

　えっと……何だこれ？

　凄く恥ずかしいんだが。

「あの、師匠。褒ほめ殺しみたいで居たたまれないんですが」

「あっそ」

　流しやがったこのクソ師匠。

「そっちのお嬢じようちゃんは？」

「余のことか？」

「そ。ていうか、君ホントにハイティーン？」

「何か問題あるか？」

「ん。別に。ただなんだか君は少し毛色が違ちがうね」

「フンッ、それは当然だな。余を下民どもと同等に扱あつかわれても困る」

　師匠は俺の耳元に口を寄せてくる。

「なんか変わった子だね」

「鏡見てきたらどうですか？」

「あとで久しぶりに稽けい古こつけてやろうか」

「……」

「……」

　俺と師匠は笑え顔がおで睨にらみ合う。

「まあいいや」

　師匠は再びエミリーに視線を移す。

「で、君も雷火が好きなの？」

「余をほかの者と一緒にするでない」

「ん？」

「余は主あるじ殿どのの奴ど隷れいに過ぎん。この身も心も全すべて主殿の所有物よ」

　そのエミリーの発言に俺を含ふくめ数人が噴ふき出した。

「えっと……え？　奴隷？」

「うむ」

「それ本気で言ってる？」

「当然だ」

「……」

　これにはさすがの師匠もドン引きのようだ。

　なんか見たことない表情でこっちを見てくる。

「そもそも余はだな」

「エミリー。ちょっとこっちに来い」

　これ以上エミリーが余計なことを言う前に、俺は彼女に命令する。

「む？　何だ主殿？」

「いいからこっちだ」

　俺はエミリーを連れてカフェの奥へと移動する。

「で、何用だ？」

「用はない。単なる緊きん急きゆう避ひ難なんだ」

「ん？」

「いいか？　師匠に余計なことを言うな」

「余は余計なことなど言っていないぞ。ただ主殿との関係を説明しただけで」

「それが余計なことだと言ってるんだ」

　変なことを言って、師匠に俺とエミリーの本当の関係を知られたらマズい。

　電話で大まかな状じよう況きようを説明はしたつもりだったが、伝わっていなかったか。

　仕方がないのでもう一度要点をかいつまんで説明した。

　教会と管理機構の対立関係。

　状況的に俺は管理機構の側についていること。

　エミリーを含む仲間たちに神が宿っていると師匠に知られたくないこと。

「……という経けい緯いで、現在師匠の記き憶おくは俺の『魔ま眼がん』で改かい竄ざんしてある」

「ふむ、なるほどな」

「だから師匠の前で迂う闊かつなことを言うな。今日はあくまで普ふ通つうの友人として振る舞まえ」

「主殿がそう言うなら了りよう解かいしたが」

「が、何だ？」

「主殿はこのまま何事もなく穏便にあの女を帰すつもりなのか？」

「……どういう意味だ？」

　穏おん当とうとは言い難がたいエミリーの発言に俺は眉まゆを顰ひそめる。

「未来の脅きよう威いとして、ここで排はい除じよしろとでも？」

「まさか」

　エミリーは肩かたを竦すくめる。

「余はてっきりあの女も仲間に引き込むつもりなのかと思っていただけだ」

「？」

　師匠を仲間に？

　確かにそうできたら心強いが……。

「師匠も俺たちと同じように管理機構側に寝返らせろと？」

「それも悪くないが、どうせなら主殿の戦力として引き込むべきではないか」

「俺の？」

　つまりふたつの組織を介かいさず、秘ひ密みつ裏りに手を組めと？

　今の師匠は俺の『支配』を受けている。

　上手くやれば不可能ではない。

　だがそれは教会は当然として、管理機構に対しても背信に近い行こう為いだ。

　やるにはリスクが高い。

　それはもちろんエミリーも分かっているだろうが。

「なぜそんなことを考える？」

　まず気になるのはそこだ。

　どうして今戦力の拡かく充じゆうを提案する？

「ロキの一件があったからか？　確かに神界の情勢も不安定だが……」

「不安定？」

　そこでエミリーは眉をピクリとさせる。

「何を言っているのだ主殿？」

「？」

「余はロキなどという小者のことなど歯し牙がにもかけておらぬ」

「何？」

「余の危き惧ぐは、神界の情勢がどうこうなどというレベルではないぞ」

「……どういうことだ？」

　俺は声を低くし、エミリーに問う。

「一昨日おととい、余は自室である気配を感じたのだ」

「ある気配？」

「うむ。そちらを警けい戒かいするあまり、主殿の助けに向かうのが遅おくれてしまったがな」

「國崎からは寝ね坊ぼうしたと聞いたが？」

「寝坊もした」

「……」

「何だその目は？　いいだろう夏休みくらい惰だ眠みんを貪むさぼっても」

　また変なところが人間の学生らしくなってきたな。

「まあ、その惰眠も奴の気配で叩たたき起こされてしまったわけだが」

「いちいち勿もつ体たいぶるな。その気配とは、いったい誰だれの気配だ？」

「余がそこまで警戒する相手など一柱ひとりしかおらぬであろう」

　エミリーは不敵に笑い、

「我が仇きゆう敵てき、太陽神アメン・ラーだ」

「ラー!?」

　それはオシリスと肩を並べるほどの大神格の持ち主だ。

「気配を感じたとはどういうことだ？」

「奴が今いるのは神界だ。そう簡単にその気配が地上にまで届くことはない。あり得るとすれば、ラーが『レガリア』を使用した可能性よな」

「『レガリア』だと!?」

　それは確かに情勢が不安定などというレベルではない。

　神界はおろか地上すらも揺ゆるがす一大事件だ。

「なぜそんな……！」

　そんなことが起きたのか、と言いかけて、俺は気づく。

　一昨日の出来事。

　神話戦争の再来を望む神々の襲しゆう撃げき。

　ロキ。

　ハーデス。

　テスカトリポカ。

　その三さん柱にんはアリアンロッドも名を挙げていた過激派のメンバーだ。

　だが彼女も過激派の全員を把は握あくしていたわけではない。

　それにロキは「あの方」という言葉を口にしていた。

　口くち振ぶりからして、奴ら三さん柱にんの上にいる黒幕が「あの方」だ。

　それがラーだったとして。

　その奴が、神界で『レガリア』を使用した可能性が!?

「ラーの『レガリア』はどんな物か知っているか？」

　俺は額を押さえながらエミリーに尋たずねる。

「奴の『レガリア』は『落ケ陽ペはラ嘆・かネずブ、・曙エ光ルを・讃ジえエよル』。ラーは太陽の化身にして、死と再生を繰くり返す者。即すなわち、奴はその身において太陽の生と死を掌しよう握あくする存在だ」

「……ッ!?」

　その意味に俺は戦せん慄りつする。

　たとえばアポロンは太陽戦車にて、太陽の運行を司つかさどる神だ。

　エジプト神話においてラーもマンジェトの舟ふねに乗り太陽軌き道どうを周回する。

　ただ一点アポロンと違うのは、その舟は太陽を牽ひいているわけではなく、ラー自身が太陽の化身であることだ。

　そして、太陽は夜になると地平線に沈しずむ。

　エジプトの人々はそれを太陽の死と捉とらえた。

　夜になるとラーは舟を乗り換かえ、死の世界を渡わたる。

　そうして朝になると再び死から蘇よみがえり、太陽となって昇のぼるのだと考えていた。

　その神話に基もとづき、太陽の生死を掌握する者がアメン・ラー。

　それはただ運行を司るよりも墜おとすよりも、遥はるかに太陽の力を行使する権能を持つということ。

　アポロンやケツァルコアトルの完全上位互ご換かんだ。

　そんな物が一昨日使われただと……!?

「……クソッ！」

「ヒャッ！」

　俺の悪態に、近くにいた誰かが悲鳴を上げた。

　そちらを振ふり向くと、そこにいたのはアリアンロッドだ。

「どうした？」

「きゅ、急に大きな声出さないでよ！」

「俺はどうしたと訊きいたんだが？」

「う……は、話があるのよ」

「話？」

　アリアンロッドから俺に話があるとは珍めずらしい。

「まさかまたルーの指示がどうこうと言うつもりじゃないだろうな？」

「違ちがうわ。そうじゃなくて……」

　アリアンロッドは話しにくそうに口を噤つぐむ。

　彼女はチラチラと後ろを気にしていた。

　誰かが聞いていないか用心している風だ。

　そして。

「実は……二日前からルー様と連れん絡らくが取れないの」

「……何!?」

　あまりのことに反応が一いつ瞬しゆん遅れた。

　悪い報しらせほど立て続けに舞い込むとはよく言うが……。

「ロキたちの件をルー様に報告しようとしたんだけど、今日までずっと返事がなくて……アンタの支配があるから神界にも帰れないし、どうしたらいいか」

　アリアンロッドは恨うらみがましく俺を見てくる。

　睨にらみたいのはこっちだ。

　二日前からルーとの連絡が途と絶だえた。

　エミリーの話と合わせれば、神界で異変が起きたのは確定的に明らかだ。

　こうなるとロキたちが〝少数派〟という話も怪あやしくなってくる。

　北ほく欧おう神話。

　ケルト神話。

　エジプト神話。

　ギリシャ神話。

　マヤ・アステカ神話。

　少なくとも五つの神話勢力がこの状じよう況きように関かかわっている。

　一昨日のロキたちの襲撃は、本当にただの少数派の暴走か？

　裏で糸を操あやつっている「あの方」は本当にラーか？

　神界で何が起きている？

　様々な考えが脳裏を過よぎるが、どれも確信には至らない。

　というか……。

「お前ら！　そういう大事な報せはもっと早く寄よ越こせ！」

「しょ、しょうがないじゃない！　ちょっと待てば返事が来ると思ったんだもん！」

「スマンな。てっきり主あるじ殿どのも異変は把握しているかと」

「～～～」

　今後は情報の報告を徹てつ底ていしていく必要がありそうだ。

「まあそれはそれとして、だ。主殿はどうする？」

　エミリーはおもしろがるように口角を吊つり上げる。

　この俺を試ためすように。

「静かに見えるようで、この世界はすでに逼ひつ迫ぱくした状況下にある。それでもまだふたつの組織のご機き嫌げんを窺うかがうか？」

「……」

「決断するのは主殿の仕事だぞ」

「……」

　エミリーはすでに予想している。

　この先に、必ず世界を揺るがす大事変が待ち受けていると。

　今度はローラシア島の中だけでは済まされない。

　人界も神界も巻き込んだ闘とう争そうに必ず発展すると読んでいる。

　その困難が起こる前に、師し匠しようという強力な駒こまを手に入れろ、彼女はそう進言しているのだ。

　彼女は最初からそのつもりだった。

　だから先さき程ほどもやけにオープンに話していたのだ。

　神話代理戦争の頃ころから彼女はそうだった。

　常に先を見み据すえ、俺すらも一度は勧かん誘ゆうしようとしていた。

　そして、彼女の姿勢は正しい。

　仲間は多いに越こしたことはなく、それに質が伴ともなうなら申し分ない。

　特に大きな厄やく災さいが後に控ひかえているというなら……。

「……エミリーの進言は理に適かなっている」

「当然だな」

「だが少々性急だ」

　今一手、情報不足感が否いなめない。

「神界の状況を、匣ノ木を通して探さぐる余地はある」

「遅おそきは全すべてを失うぞ？」

「急せいては事をし損じるとも言う」

　それにエミリーの献けん策さくはやや内向的だ。

　師匠を仲間に加えれば、確かに「俺たち」の戦力は増強する。

　それは「俺たち」を物理的に護まもる力にはなるだろうが、聖餐管理機構エウカリステイアの持つ物資や情報網を失うことになる。

「神界の異変に対処するなら、聖餐管理機構エウカリステイアの力が必要になる時も来る」

「どうだかな。足あし手で纏まといにならなければよいが」

　エミリーはそう言って肩かたを竦すくめる。

「まあ主殿の決定だ。文句は言うまい」

「なら、お前は今からアリアンロッドと匣ノ木のところへ向かえ」

「えっ私も!?」

「主殿は？」

「教会側師匠にはまだ情報を漏もらしたくない」

「なるほど。ではコッソリいなくなるとしよう」

「何か分かったら無線機で連絡しろ。使い方は分かっているか？」

「そもそも持ってきていない」

「……匣ノ木に借りろ。同型のを持っているはずだ」

「了りよう解かいした」

「ねぇちょっと！　何で私も行かなきゃなの!?」

「喚わめくな下民。黙だまってついてこい」

　エミリーは愚ぐ図ずるアリアンロッドの襟えり首くびを摑つかんで引きずっていく。

「……」

　それを見届けてから俺は師匠たちのいるテーブルに戻もどる。

「あれ？　エミリーちゃんは？」

「様子がおかしかったのでアリアに付き添そって貰もらって寮りように帰らせました。さっきのも、きっと暑さで錯さく乱らんしてたんでしょう」

「あー、夏だもんねぇ」

「はい。夏ですから」

「……」

「……」

「……」

　師匠以外の面々は訝いぶかしげな顔だ。

　だが、みんな何も言わない。

　何かが起きたと察したのだろう。

「さて、そろそろ出ましょうか」

「いいけど、人ごみは疲つかれたわ」

「えっと、なら北区の公園でも行ってみますか？」

「ん。雷火に任せる」

「……」

　こうなった以上、俺の仕事はエミリーから連絡があるまで師匠の監かん視しだ。

　彼女の動向を見張り、余計な真ま似ねをさせないこと。

　命令によって完全に拘こう束そく、あるいは監禁するのもひとつの手だが……。

　聖餐管理機構エウカリステイアと教会の折せつ衝しようが済んでいない今、彼女を傷つけることはできないし、ましてや口くち封ふうじなど以もつての外ほかだ。

　口封じができない以上、拘束・監禁はそうせざるを得ない異常事態が起きた、と彼女に教えてしまっているも同然。

　結局は日常を装よそおい、彼女に異常を悟さとらせないのが賢けん明めいだ。

　だから、俺は師匠と島内観光を続けた。

　北区自然公園。

　北区総合レジャーランド。

　北区水族館。

　東区島内発電所。

　第一東区病院。

　西区植物園。

　西区食品加工工場。

　師匠はどうも島を一周してみたかったらしく、本当にあちこちを歩き回った。

　モノレールやバスを使ったとはいえ、島を一周だ。かなりの移動距きよ離りになる。

　それでも疲れた顔ひとつしない辺り、さすが鍛きたえているだけのことはある。

　一方。

「ご、ごめん。雷火くん、ちょっと待って」

「足痛ーい」

「も……歩け……ない……」

　シャロ先せん輩ぱい、涙々、姫子は西区の公園のベンチに座り込み、ぐったりとしていた。

　立っている國崎とマリアも結構疲れている様子だ。

　鍛えている俺ですら少し疲れた。

「……」

　エミリーからの連れん絡らくはまだ来ない。

　神界との連絡によほど難なん儀ぎしているのか……？

　ともかくあちらに進展がない限り、こちらは師匠の監視を続けるしかない。

「飲み物でも買ってこようか」

　ひとり元気な師匠は、そう言って自じ販はん機きを指差して歩き出す。

　と、ピタリと止まり。

「そういやここ外のお金使えないんだった。雷火も来て」

「はい」

「ついでにマリアも手伝ってくれる？」

「あ、分かりました」

　師匠に呼ばれてマリアも立ち上がる。

「何か飲みたい物はあるか？」

「俺スポドリ」

「私は甘いのなら何でもいいわー」

「ボクはお茶で」

「了解」

　みんなからのリクエストを暗記してから自販機へ。

　自販機は公園の入り口にあり、ここからでもベンチが見えた。

「雷火」

「はいはい」

　俺は生徒手帳のクレジットを自販機に読み込ませる。

　望みのボタンを押して。

　ガシャンガシャン

「ところでさ、ふたりとも」

　ジュースが落ちてくる音に紛まぎれて、師匠がふと声をかけてくる。

「何ですか？」

「いちおう訊きいておくんだけど」

「？」

「ふたりは今からでも教会に戻る気、ある？」

　師匠はジュースを選びながら、何でもないように言った。

「それは……」

「……」

　俺もマリアも顔を見合わせ、答えに詰つまる。

　今のはどういう意図の質問だ？

　そのままの意味？

　それとも……。

「なぜ改めてそんなことを？」

　俺は慎しん重ちように問い返す。

　声に若じやつ干かんの緊きん張ちようが混ざった。

「だから、いちおうだって」

　師し匠しようは缶かんコーヒーを取り出しながら、やはり何でもない口調で答える。

「尋たずねる意味がないことと尋ねないことは違ちがうでしょう？」

「……」

　尋ねる意味がない、というのは俺の答えがどうせ変わらないという意味。

　それでもあえて尋ねるのは……。

　俺たちに選せん択たく肢しを与あたえるため。

　正確には、選択肢を与えた、と示すため。

　侵しん略りやく戦争における降こう伏ふく勧かん告こくのようなものだ。

　つまり、この場合は──

「戻らないなら、私たちはもう師し弟ていじゃない。敵同士だ」

「……！」

　俺は思わずマリアの手を摑んで後方に跳とび、懐ふところの銃じゆうに手をかけた。

　師匠から殺気を感じたわけではない。

　彼女は丸まる腰ごしだ。

　その上『魔ま眼がん』の支配下にある。

　見える範はん囲いに仲間だっている。

　いかに師匠といえど、この状じよう況きようでできることなどない。

　それなのに。

　それでもなお、俺の警けい戒かい心しんは一いつ瞬しゆんで最大値に達した。

　ずっと違い和わ感かんは感じていた。

　俺は師匠の神しん罰ばつ者としての顔を知らない。

　ゆえに確信は持てなかった。

　だが、どうしても彼女の人ひと柄がらを知るゆえに考えてしまう。

　彼女がふたつの組織の交こう渉しよう役なんて──そんなつまらなそうな任務を引き受けるだろうか？

　当然、こんなものは俺の勝手な心証に過ぎない。

　だから口には出せなかった。

　しかし。

「敵、、、ですか？」

　師匠の口から出た宣戦布告とも取れる言葉。

　違和感は疑念に。

　疑念は警戒心に変わる。

　それでもギリギリ俺が撃うつのを踏ふみ留とどまったのは、前述の通り彼女が何か事を起こそうとしても、制圧できるだけの戦力が揃そろっていたからだ。

　そもそも『支配』がある。

　俺に支配されている師匠に行動の自由はない。

　そのはずだ。

　そのはずだから、さっきのは師匠なりのジョークである可能性もある。

　ほんの、、、わずかになら。

「教会にいた頃ころより腑ふ抜ぬけたかと思ってたけど、案外用心深いよね、雷火は」

「……」

「私と一いつ緒しよにいる間、一度も装備を手放さなかったし、一度も気を抜かなかった。そこは褒ほめてあげる」

「……師匠。何をする気か知りませんが、今ならまだ間に合います。やめてください」

　俺は師匠に警告する。

　もういつでも銃を抜くつもりで構えていた。

　それは相手にも分かったはずだ。

　この先は不用意な発言ひとつ許されない。

　そう告げたつもりだった。

「撃つ前に警告を挟はさむなんて余よ裕ゆうだね」

　けれど師匠は気負った様子もなく続けた。

「……さっき師匠も似たようなことをしたと思いますが？」

　先さき程ほどの降伏勧告もどきを皮肉って言う。

「私は師匠だもん。弟で子しには優やさしくするさ」

「はじめてですよ。師匠に優しくされたのは」

「うっそだー。私が優しくしてなかったら雷火とっくに死んでるよ」

「……」

　あながち冗じよう談だんに聞こえないところが怖こわい。

　……。

　クソ……師匠のペースだ。

　話の主導権を握にぎれない。

「もう一度言いますが、何もしないでください。何か怪あやしい動きを見せたら、即そく座ざに魔眼を発動します」

「……」

　師匠は左右に小首を傾かしげる。

　そして。

「してみれば？」

　軽い調子でそう言った。

　その態度に一瞬躊ちゆう躇ちよしたが、

「……跪ひざまずけ！」

　俺は魔眼を以もつて命令を下した。

『──お、珍めずらしく即そつ決けつしたな？』

（悩なやむ意味があまりない）

　ブラフか考えるより試ためした方が早い。

　その結果は。

「……ね？」

　師匠は立ったまま肩かたを竦すくめてみせた。

『──何ぃ？』

　バロールの驚おどろきの声。

　俺も内心でヒドく焦あせる。

　師匠に魔眼が効かない？

　なぜ!?

　まさか邪じや眼がん除よけの類たぐいを装備していたのか？

　いや、しかし一昨日おとといの身体検査では何も持っていなかった。

　第一バロールの魔眼は教会支給の十じゆう字じ架かの防護を上回る。

　人界の装備であの呪のろいを防ぐことはかなわないはずだ。

　なら一体どうやって？

「雷火は元々神様が殺したくて教会に入ったからねぇ。信徒のクセに、聖書なんてロクに読んだこともないでしょ？」

　師匠はまるで座学の講師のような口調で淡たん々たんと言った。

「……それがどうしたんですか？」

「詳くわしくは知らなくても、名前くらいは知ってるでしょ。聖書に出てくる、『唯ゆい一いつ神しん』以外の超常の存在を」

「『唯一神』以外の超常の存在……」

　聖書の教えは一神教。

『唯一神』以外の神など出てこない。

　神ではなく。

　聖書に現れる超常の存在。

「……！」

　少し考えて、答えはすぐ出た。

「天使……！」

「正解」

　師匠がそう答えた瞬間、彼女の両目が蒼あおく輝かがやいた。

　それは蒼い炎ほのおのように揺ゆらめく。

　そして、翼つばさが開いた。

　幻げん光こうでできた純白黄金の大たい翼よく。

　おそらく物質的な素材ではない。

　天使の翼。

　それを背負い、師匠は言う。

「私がこの身に堕おろしたのは大天使サリエル。七大天使にも数えられる邪眼殺しの大天使よ」

「───!?」

　天使を堕ろす？

　大天使サリエル？

　師匠の発言には気になる点がいくつもあった。

　だが何よりも重要なのは。

　邪眼殺し。

　その単語、その意味。

　それがまさに俺の魔眼に対する切り札であることは容易に想像がついた。

　つまり彼女は最初から。

　最初から……俺たちと敵対し、この場で戦うつもりだったのだ！

　だが。

　ピュウン!!

　その時、黄金の矢が師し匠しようめがけて飛来した。

「おっと」

　師匠はその矢を軽く片手で摑つかみ取る。

「げっ、マジかよ」

　驚きよう愕がくしたのは矢を射た國崎。

　神の矢を素す手でで防ぐ人間がいるとは思っていなかったのか。

　だが彼がそうしたということは、皆みんなも異変に気づいたということ。

「黄金グルヴエイグ魔術テイアーズ」

　師匠の頭上から鷹たかの羽は衣ごろもを纏まとった涙々の黄金グルヴエイグ魔術テイアーズが降り注ぐ。

　刀を持たない師匠にそれを防ぐのは無理かと思われたが。

「よっ！」

　師匠はなんと先さき程ほどキャッチした矢で黄金剣けんの軌き道どうを逸そらし、その弾だん雨うを避よけきった。

　あれほどの攻こう撃げきをあんな矢一本で……。

「もー、防がれたの國崎の所せ為いじゃーん！」

「えぇー俺ー!?」

「気にするな國崎」

　攻撃は防がれたが、まずは射程持ちのふたりによる牽けん制せいは成功した。

「雷火！」

「いったい何事だ!?」

　続けて武装した姫子とブリュンヒルデが俺の許もとに来る。

　ここまでほんの十数秒。

　瞬またたく間に師匠の包ほう囲い網もうが完成する。

　それだけではない。

　師匠の監かん視しは聖餐管理機構エウカリステイア側も行っている。

　今いま頃ごろ、遠巻きにこちらを監視していた職員が匣ノ木に連れん絡らくを入れている。

　おそらく匣ノ木は周囲の人ひと払ばらいに加え、貨物船などを港から一時離はなす指示を出すに違ちがいない。

　そうすれば仮に師匠がこの場を突とつ破ぱしても、島自体からの脱だつ出しゆつが困難になる。

　戦場で退路を失えば最後。

　この圧あつ倒とう的に詰つんだ状じよう況きよう。

　それを前にしても、師匠の立ち姿に揺らぎはない。

　しかし、いくら何でも彼女ひとりでこの囲いを突破できるはずが……。

「あ、、、、うぁ」

「！　マリア!?」

　不意に背後から聞こえた苦しそうな声に、俺は慌あわてて振ふり返る。

「あぁ、、う、う、あぁぁぁ……！」

　マリアは自分の体を抱だき、何かを必死に堪こらえていた。

　額には脂あぶら汗あせが浮うき、明らかに目の焦しよう点てんが合っていない。

「ちょっ!?　マリアちゃんどうした!?」

　遠えん距きよ離りで弓を構えていた國崎がマリアの異状に気づき、こちらへ走ってくる。

　マリアはついに立っていられず、その場に蹲うずくまった。

　彼女に何が起きたのかは分からない。

　だが誰がやったのかはこの場において明白だった。

「リズ・スレイ！　マリアに何をした!?」

「私はただロックをはずしただけ。スイッチは君が押した」

「!?」

「その眼めで、私を攻撃したろ？　異い端たんの神の、悪あく魔まの瞳ひとみで」

　確かにさっき俺は魔ま眼がんを使ったが……！

「君たちふたり、この島に来る前に教会で術式を埋うめ込む手術を受けたろ？」

「……まさか」

「その時マリアにも天使を堕ろした。名前は確かクシエル。懲ちよう罰ばつの七天使のひとり。それが同どう胞ほうの天使サリエルを攻撃した異バ端ロのー神ルに反応して暴走してる」

「……！」

「アアアァアアアアアアア！」

　マリアが絶ぜつ叫きようする。

　その背から翼が生える。

　師匠と同じ幻の光で構成された翼。

　ただし色が違う。

　その色は、焰ほのおの色。

　赤く燃え上がる翼が、まるで独立した生き物のように俺たちに襲おそいかかった。

「クッ！」

「マリアちゃん!?」

　傍そばにいた俺や國崎たちは止やむ無くその場から飛び退のいた。

「わっ、こっちにも届くの！」

　次いで涙々にも焰は襲いかかり、彼女はそれを躱かわす。

「マリア……」

「……」

　マリアは俺の声に反応せず、俯うつむいたまま立ち上がった。

　彼女の金きん髪ぱつは焰に触ふれても燃えない。

　ただその光に照らされ、妖あやしく輝いていた。

「焰の鞭むち……！」

　マリアから生えた翼は今や枝分かれし、無数の焰の鞭となって宙を切り裂さいていた。

　あれがおそらくクシエルの能力。

　なんとも懲罰の天使の名に相応ふさわしい武器だ。

「クソッ……」

　あんなモノをマリアに……。

　しかも島に来る前に埋め込んだということは。

　それはつまり……彼女がああなったのは、俺と同じ任務に就ついた所為か。

　俺の所為で。

「さあ、どうする？」

　師匠がマリアの横に並び、彼女の頭に手を置く。

　まるで人質を取るように。

「どうするも何も……そもそも何が目的なんだ？」

　師匠が、延ひいては教会がここまでする理由。

　単なる組織間の権力抗こう争そうとは思えない。

　それに教会はどこまで情報を摑んでいる？

　神話代理戦争がすでに終結していることは読まれているだろう。

　だがそれ以上のことはどうだ？

　神話代理戦争の最終決戦で起きたことの顚てん末まつは？

　一昨日に起きたと推察される神界の異変は？

　それ以前の過激派といった不ふ穏おん分ぶん子しの情報は？

　聖餐管理機構エウカリステイアについた神格適合者のことは？

　俺や天華の過去は？

　あとは……。

「教会側の要求は単純だよ──」

　俺が頭を巡めぐらせている最中、師匠はそれを口にした。

　頭の中で想定した答えの内、最も最悪に近いものを──

「──君の帰還だ、神仙雷火」

「……ッ！」

「おとなしく私と教会に帰ってこい」

　師匠は軽くこちらに手を差し伸のべる。

　俺にはそれが悪魔の手に見えた。

『──何だぁ？　荒あら事ごとに出た割に、随ずい分ぶんおとなしい要求だな』

（……莫ば迦か）

『──あン？』

（字じ面づら通りの話なわけないだろう……）

『──どういう意味だよ？』

（おそらくだが十中八九、俺が『残滓ケイオス』を所有していることが教会にバレている）

『──ん？　ん？　ああ、なるほど！』

　バロールは得心がいったように軽く笑った。

　生あい憎にくと俺には笑う余よ裕ゆうなどない。

　教会の狙ねらいは俺が持つ『残滓ケイオス』だ。

　なぜ俺が持っているとバレたのか見当もつかない。

　しかし、それ以外に俺の帰き還かんを要求してくる理由が考えられない。

　裏切り者の俺を見せしめに処しよ刑けいしたいというなら話は別だが。

「おい、雷火！」

「どうするんだ神仙雷火!?」

　國崎とブリュンヒルデが俺に問うてくる。

　マリアが俺たちを襲ってくるこの状況を、これをどうするのかと尋たずねてくる。

　だが答えは端はなから決まっていた。

「マリアを奪とり返す。だが、それには師匠が邪じや魔まだ」

　師匠はマリアを人質に取っているが、それだけだ。

　俺たちに囲まれ、退路を断たたれている状況に変化はない。

「前衛は俺とブリュンヒルデだ。姫子は天あめの羽は々ば斬きりで焰の鞭を防いでくれ。國崎と涙々はフォローを頼たのむ！」

「了りよう解かいした！」

「うん、分かった！」

「ほいきた！」

「任せてー」

　俺の指示を聞き、全員が言われた通りの陣じん形けいを組む。

　本来であれば國崎を師し匠しようの視界外に配置したいが仕方がない。

　姫子はまだ戦せん闘とう慣れしているとは言い難がたい。

　師匠との接近戦は控ひかえさせるべきだ。

　その代わり天あめの羽は々ば斬きりの火ひ伏ぶせの加護で防ぼう御ぎよに回ってもらう。

　現状打てる最善手で俺たちは師匠からマリアを奪だつ還かんすべく突とつ撃げきする。

「まあ、そういう風に鍛きたえたんだ。そう来なくっちゃ」

　師匠は動じる様子もなく頷うなずく。

　その彼女を護まもるように、マリアが俺たちの前に立ち塞ふさがった。

「……ちっ！」

　こちらの狙いは魔眼でマリアを傷つけることなく無力化することだ。

　しかし、邪じや眼がん殺しを持つ師匠がいる限りそれは叶かなわない。

　つまり先に師匠を斃たおさなければならない。

　だがその行く手をマリアが阻はばむ。

　嫌いやな配置だ。

「……」

　マリアが無言で焰の鞭を振るう。

　いや、彼女の意思ではないのか？

　堕おろされた天使が自動的に異端者である俺たちを攻こう撃げきしている？

「マリア！」

「……」

　やはりマリアは答えない。

　焰の鞭は音速を超こえる速さで、面制圧の攻撃密度を繰くり出してくる。

　しかも問題は、その攻撃に時間稼かせぎの意図が見えること。

「チッ！」

　師匠側の勝利条件は俺を連れ帰ること。

　それにはふたつの手段がある。

　この島から脱だつ出しゆつし、マリアを盾たてに俺を脅きよう迫はくする。

　あるいは仲間を島に呼び寄せ、武力行使で俺の抵てい抗こう力を奪うばう。

　このふたつの手段にはある共通点がある。

　それは島の「外」からの増ぞう援えんが必要な点だ。

「匣ノ木！　おい、匣ノ木！　応答しろ！」

『……』

　無線機に呼びかけるが匣ノ木からの返事はない。

　島に接近する何かがいないか聞きたかったのだが……。

　いや、その前にまず匣ノ木からの連れん絡らくがなぜ来ない？

　師匠が事を起こして数分が経たった。

　とっくにアイツの許にその報告が行っているはずだ。

　奴やつから状じよう況きよう確かく認にんの連絡が俺に来て然しかるべきなのではないか？

　……何かあちらはあちらで立て込んでいる事情がある？

（バロール。何か神界で異変が起きた気配はするか？）

『──ん？　いや、別に』

（そうか……）

　仕方ない。

　ひとまずあちらのことは置いておく。

　まずは目の前の状況に対処する。

　問題はいつ増援がここに現れるかだ。

「……」

　あらかじめ時間を決めて事を起こすなら、増援が到とう着ちやくしてからやるはずだ。

　ならおそらく事を起こすタイミングは師匠の任意だったはず。

　だとしたら、彼女が事を起こしてから増援の到着まで多少の時間はかかる。

　その前に決着をつける。

　必要なのは短期決戦だ。

　できれば涙々のフォールクヴァングの英えい霊れい宮きゆう殿でんが使いたいが、生憎と周辺に置ち換かんできるほど巨きよ大だいな建物が見当たらない。

　かといって姫子や國崎の『レガリア』では、マリアまで巻き込んでしまう。

　ブリュンヒルデの黒こく焰えんはリスクが高い。

　やはりまず必要なのは師匠とマリアの分断だ。

　マリアを仲間に抑おさえてもらい、その間に師匠を斃す。

　そうすれば、あとは魔ま眼がんでマリアを止めるだけだ。

「ブリュンヒルデと姫子はマリアを抑えてくれ！　涙々と國崎はそちらの援えん護ごを重点的にしろ！　くれぐれもマリアを傷つけるなよ！」

「雷火は!?」

「俺はその間に師匠を斃す！」

　叫さけぶように指示を出し、俺は前へと踏ふみ出した。

　当然反応するマリアと焰の鞭むち。

　全すべてが必殺の鞭が束になって俺に襲おそいかかる。

　これに俺が対処すれば、その奥にいる師匠に隙すきを突つかれる。

　俺はそちらに備えなければならない。

　そのための援護は仲間に任せる。

「黄金グルヴエイグ魔術テイアーズ」

　まずは涙々の放った黄金剣けんが大おお雑ざつ把ぱに搔かき散らした。

　続けて國崎の射た矢が散らされた焰を纏まとめて吹ふき飛ばす。

「！」

　その空いた大穴を俺は潜くぐり抜ぬけた。

　残熱が頰ほおを撫なでるのを感じながら、俺は師匠に接敵を試みる。

　が、その前にまずは。

『──お？　使うのか』

　バロール第三の魔眼『幻げん象しよう』。

　世界を騙だます詐さ術じゆつの瞳ひとみ。

　確かに発動したが……世界が書き換かわらない。

（師匠自身を狙わない魔眼でもキャンセルされるか……）

『──チッ、邪眼殺しか。生意気な眼めをしてやがる』

　邪眼殺し。

　やはり厄やつ介かいな能力だ。

　ならば狙うは近接格かく闘とう戦。

　銃じゆうという武器の利点は当然射程なわけだが、遠距離アウトレンジ・中距離ミドルレンジから撃うっても師匠に弾たまなど当たらない。

　それは訓練で散々学んだ。

　なにより俺たちの勝利条件はマリアの奪還と師匠の撃破。

　逆に言うと、師匠にはこの場から逃にげる選せん択たく肢しがある。

　増援が来るまで逃げ切られたら俺たちの負け。

　絶対に逃がしはしない。

「師匠！」

「来な、莫ば迦か弟で子し」

　そう言って笑う師匠の手て許もとに光の大おお鎌がまが現れる。

　あれがサリエルの主武装か？

　天使にはあまり詳くわしくないが、神に当て嵌はめた場合、大鎌は死を司つかさどる神が持つ場合が多い。

　そこから派生する権能にも注意が必要だが。

　武器が大鎌であることはむしろ有あり難がたい……！

「ハァ！」

　挨あい拶さつ代がわりのローキックは大鎌の柄えで防がれる。

　お返しとばかりに放たれた師匠の蹴けりは膝ひざで受けた。

　彼女は大鎌の柄を棒術のように使い、俺を引き剝はがそうとする。

「！」

　俺はそれを紙かみ一ひと重えで避よけ、距きよ離りを決してあけない。

　糊のりで貼はりついたようにピタリと師匠にくっつき、徹てつ底ていして彼女から離れなかった。

　大鎌は扱あつかいの難しい武器。

　リーチは長いが有効殺傷範はん囲いが狭せまく、長なが柄え武器であるため懐ふところに隙がある。

　鎌の内側に入り込めばこちらが有利だ。

「ちぇっ……やりにくいなこれ」

　師匠は大鎌を振ふるいながら愚ぐ痴ちを漏もらす。

　彼女は侍さむらい。

　首を斬きり飛ばすのに必要なのは刀で、死神の鎌じゃない。

　それでも充じゆう分ぶん達人クラスの動きだとは思うが。

　やはり刀を持った時の彼女ほどの怖こわさは感じない。

　これなら……。

「……」

「ッ!?」

　師匠の目を見て、俺はハッとする。

　慢まん心しんを見み透すかされたように感じ、緊きん張ちよう感かんを取り戻もどす。

　ダメだダメだ。

　俺はこの人に勝ったことなど一度もない。

　たった一回引き分けただけだ。

　それを忘れるな。

「師し匠しよう！」

「ん？」

「あなたは……いや、教会は最初からこのつもりだったのか!?」

「何が？」

「惚とぼけるな！　マリアのアレは、俺に対する枷かせだろう！」

　マリアに天使を堕ろしたなんて話、俺は知らない。

　彼女自身も知らなかっただろう。

　天使が聖餐管理機構エウカリステイアの調査のために与あたえられた力なら、この島に赴おもむく前に説明があったはずだ。

　だが知らされていなかった。

「マリアに天使を堕ろしたのは、俺が裏切った時のための保険だ！」

　そして、それはつまり。

「教会お前らは最初から知っていたんだ！　俺のことも天華のことも、、、俺の妹がこの島にいて、神話代理戦争が行われていることも！」

　マリアに堕おろされた懲ちよう罰ばつの天使。

　その暴走のトリガーは異い端たんの神々による天使への攻こう撃げき。

　それはこの島に異端の神々がいると分かっていなければできない。

　しかもご丁てい寧ねいにその機構にロックをかけ、師匠あるいは教会関係者でなければ外せないようにしていた。

　それはつまり教会側は俺と対立する構図を視野に入れていたということ。

　俺がこの島に来る、ずっと、ずっと前から。

「教会上層部は天華の企たくらみをどこまで把は握あくしていた!?」

「さあな。私の知ったこっちゃない」

「……ッ」

　師匠の鋭するどい肘ひじを頭を下げて躱かわす。

　反撃に膝を撃つが、鎌の柄で弾はじかれた。

　そこからの首くび刈かり鎌の一撃を避け、また間合いを詰つめる。

「でも、アンタら兄妹きようだいが受けた『器うつわ』の実験のことなら私にも知らされてた」

「！」

「その妹がこの島にいて、だからアンタを特別扱いしろとも言われてた」

「…………」

　妹がこの島にいて。

　神が人の体を奪うばい、人格を消し去ることは十年前に確認されている。

　たとえ天華の容姿をした人間を発見したとしても、その中身は神であると判断するのが適切なはずだ。

　なのに「妹が」と師匠は言った。

　その上、「だから俺を特別扱いした」とも。

　やはり……。

　やはりそうだ。

　やはり教会は知っていた。

　実験のことも。

　俺たち兄妹が受けた仕打ちも。

　俺の記き憶おくが封ふうじられているのもきっと把握していた。

　その上で利用したのだ。

　奴やつらは天華の計画にあえて乗った。

　そうして俺を鍛きたえ上げ、天華が何かを企むこの島に送り込んだ。

「……」

　一連の流れから察するに、狙ねらっていたのは天華が持っていた『残滓ケイオス』。

　それを奪い、また何かするつもりだったのだ。

　十年前のように。

　どこまで教会の計画通りに事が進んだのかは知らない。

　だが今も俺の手の内に『残滓ケイオス』がある以上、完全に計画通りではなかったはず。

　その誤算は、天華が『遺骸レリツク』の情報を俺に告げたからとも言える。

　しかし、俺が裏切ることは計画通りではなくとも、想定範囲内ではあったのだろう。

　俺が天華と接せつ触しよくする過程で、俺の記憶が戻る可能性を考こう慮りよし、そうなった場合教会を裏切る可能性は考えていたに違ちがいない。

　だから、秘ひ密みつ裏りにマリアに天使を堕ろしたのだ。

　裏切った俺から『残滓ケイオス』を脅おどし取るために。

「どうした莫迦弟子。無む駄だなお喋しやべりが多いな」

「っ!?」

「どうして私をひと息に殺しに来ない？」

「師匠……！」

「やっぱり人を殺す覚かく悟ごができないか？」

　師匠は俺の拳こぶしを受け流しながら、世間話でもするように話しかけてくる。

「お前から上がってくる戦せん況きよう報告には私も目を通した」

　師匠はまだ俺が神話代理戦争を戦っていた時の話をしているのだろう。

「なぜ積極的に神を器ごと殺していかなかった」

「それは、、、」

「人を殺したくなかったからだろう」

　俺が答える前に師匠は断言した。

　それから不意に目を細めて。

「何のために施し設せつで対人戦せん闘とう訓練が行われていたか、その意味をお前は考えてこなかったのか？」

「……」

　そんなこと分かっている。

　教会は、神を殺すためなら、その器にされた人間ごと殺せと、訓練の時からハッキリと俺たちを教育していた。

　だが、俺にはどうしてもできなかった。

　神話代理戦争の時も。

　そして今も。

「殺す覚悟もなく私を超こえられると思ってンのか莫迦弟子？」

「クッ！」

　師匠がギアを上げた。

　彼女の猛もう攻こうに、俺は一歩退さがる。

　不慣れな武器でこの強さ。

　本当に師匠の強さは昔から理り不ふ尽じんの極きわみだ……。

　殺さないように加減して勝てる相手じゃない。

　それは知っている。

　思い知った。

　だが。

「それの、、、何が悪い!?」

「ム？」

　鎌かまの刃はを弾き飛ばし、手首を摑つかんでくるぶしに足を引っかける。

　そのまま師匠を地面に転ばす。

「───」

　倒たおれた師匠に銃じゆう撃げきを見み舞まうが、地面の上を転がって避よけられた。

「……へぇ」

　起き上がった師匠が頰ほおについた土を払はらう。

　その顔は少しおもしろがっているようだった。

「俺の選せん択たく肢しを勝手に狭せばめるな」

「……」

「俺のやりたいことは自分で決める」

『──ウヒヒヒ』

　俺の中でバロールが笑う。

「独り立ちして、少しは自分の意見が言えるようになったじゃん」

　師匠はそう言うと、なぜか大鎌を消した。

　その時。

「!?」

　何かが空から降りてくる。

「キャア！」

　続けて涙々の悲鳴。

　慌あわててそちらを振ふり返ると、涙々が肩かたから血を流していた。

　その彼女の前に、背中から天使の翼つばさを生やした男がひとり。

「チッ……！」

　俺は即そく座ざに距きよ離りを取り、仲間のいるところまで後退する。

「雷火」

「……マズい」

　駆かけ寄ってきた國崎に、俺は思わず呟つぶやいた。

　その間に、涙々に傷を負わせた男は地上に降り立つ。

　男の顔には見覚えがあった。

「リュービッヒ・クレイマン……！」

「知り合いか？」

「俺の……銃術の教官だ」

　教会の施設では、師匠以外にも自分の適性にあった教官から教えを受けた。

　銃に適性のあった俺が師事したのがクレイマンだ。

「久しいな、ライーカ」

　クレイマンは相変わらず少しズレた発音で俺の名を呼ぶ。

　久しいなと言うわりに、親愛の情は一いつ切さいこもっていない無機質な声こわ音ねだった。

「強いのか？」

「ああ」

　國崎に尋たずねられ、俺は即そく答とうする。

「まあ、雷火の銃の師し匠しようだもんな」

「そうだが……それだけじゃない」

「？」

「クレイマンも俺や師匠と同じ神罰者のひとりだ」

　神罰者。

　それは異端の神々を殺す者の称しよう号ごう。

「ほら、リズ。予備の刀だ」

　クレイマンはそう言って背負っていた刀を師匠に手て渡わたす。

「予備は管理機構に預けた方よ。こっちが本命」

　師匠は答えながらその刀を腰こしに差した。

　その瞬しゆん間かんから、彼女は侍さむらいに成る。

　先さき程ほどまでのどこかムラッ気のある師匠はもういない。

　これが本当の師匠の姿だ。

　仮にあの大鎌が物質的・霊れい的てきに地上のあらゆる武器を凌りよう駕がしていたとしても、今の師匠の立ち姿に比べたら爪つま楊よう枝じ以下の恐おそろしさしかない。

「教会からの迎むかえは？」

「増ぞう援えん部隊はあと10分で着く。俺は先行してきた」

「じゃ、10分以内に決着をつけるか」

「……ッ！」

　俺よりも卓たく越えつした戦闘技術を誇ほこる剣けん士しと銃士がふたり。

　しかも見たところクレイマンも何らかの天使を堕おろしている。

　もはや敵の戦力はさっきまでの十倍に膨ふくれ上がったと思っていい。

　俺ひとりで制圧するのは不可能だ。

　むしろ生き延びるために死力を尽つくす必要すら出てきた。

　どうすべきか？

　俺が、そう自問しかけた時──




　──島の反対側で、途と轍てつもない爆ばく発はつが起きた。
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　──時は少し遡さかのぼる。




　ローラシア島某ぼう所しよ。聖餐管理機構エウカリステイア極ごく秘ひ施設内。

　余──エミリーが連れてこられたそこは、整然とした計画都市の中にあって、妙みように時代錯さく誤ご的なところだった。

　場所は地下。

　ここまで目め隠かくしされてきたが、冥めい府ふの王たる余に地下の匂においを誤ご魔ま化かせるはずもない。

　まあ、それはいいとして。

　その地下施設は至る所に最新の魔ま術じゆつ処理が施ほどこされておきながら、部屋の中央にデンと陣じん取どっているのは巨きよ大だいなオベリスクと泉ほどもある水鏡だ。

　これがこの者たちの持つ神界との交信手段らしい。

「何とも古典的だな」

「ははは、まあ相手がお年寄りだからね。メールでやり取りってわけにはいかないさ」

「……」

　この匣ノ木という男。

　余自身はあまり話したことがないが、主あるじ殿どのの言うように頭のネジが何本か外れているようだ。

　ともあれ、余とアリアンロッドは主殿からの言伝を匣ノ木に説明し、この場所に連れてこられた。

　それからすでに４時間弱。

　未いまだに神界からの返事が来ない。

「……おい、どうなっている？」

　余は何度目かも分からない問いを匣ノ木に投げかける。

「イヤア、どうなってるんだろうね？」

「主殿の命がなければ殺しているぞ？」

「それは勘かん弁べんして……けど、確かに今日はいつにも増して遅おそいなぁ」

　神界との交信は基本的に人間側が待たされる。

　それはいつものことらしい。

　二十分おきに呼びかけ続けて、まともに返事が来るのは大体１～２時間後。

「……」

　暇ひま潰つぶしに主殿と雑談しようにも、地下では無線機も使えない。

　いちおう地下にいる間は、無線機への通信は地上との直通電話で入るようになっているらしいが、台数が限られているため無む駄だ話には使えない。

　もっと相手を急せかせと言ったが、これ以上のペースで呼びかけると向こうの機き嫌げんを損そこねるからと匣ノ木は言った。

「……」

　主殿と一いつ緒しよにいると忘れそうになるが、本来はこの男の態度の方が適切だ。

　神と人間の関係とはそういうものである。

　そもそもにして、主殿の態度は全世界の王たる余に対して不ふ遜そんとしか言いようがないが……。

　まあ、余はあの者と過ごす時間が嫌きらいではない。

　もうしばらくは不遜にも目を瞑つぶり、一いつ時ときの遊興に耽ふけるのも構わないと思っている。

　だからこそこんなトラブルや無駄な待ち時間は、この上なく余を苛いら立だたせるわけだが。

「おい、アリアンロッドといったか」

「え、うぇ!?」

「いちいち狼狽うろたえるな」

　余は自身の傍そばで延々とオロオロしている女め神がみに問いかける。

「キサマはキサマで、ケルト神話との連れん絡らく手段を持っているのだろう？」

「まあ、そりゃあ……」

「そちらには何の反応もないのか？」

「そうね……」

「使えんヤツだ」

「んナ!?」

　アリアンロッドが何か言ったが、余はそこで話を打ち切る。

　それにしても今回の一件はどういう流れの中にあるのだろうか？

　ロキ。

　ハーデス。

　テスカトリポカ。

　その三さん柱にんのことは余も調べてみた。

　主殿の言うように「いかにも」といった神格の持ち主だ。

　では、我が宿敵アメン・ラーはどうか？

　ヤツもまあ怒いかりに駆られて民を虐ぎやく殺さつすることもあるが。

　過激派などという稚ち拙せつな企たくらみに荷か担たんするほど愚おろかだっただろうか？

「まあ、そうであったとしても別段余は困らぬが」

　余は王であって戦士ではない。

　戦いに快楽など見み出いださぬ。

　敵など弱く愚かであるほどよい。

「？」

　隣となりでアリアンロッドが首を傾かしげた。

　どうでもいいので無視する。

　と。

「神界におわします至高の方々へ。申し上げたき儀ぎが御ご座ざいます。何なに卒とぞ我ら地上の民に御お言こと葉ばを賜たまわし下さいますよう……」

　再び二十分が経たち、匣ノ木のへりくだった奏上が始まる。

　どうせまた空から振ぶりだろうと余がため息をついていると。

『ぁ、、、、、、ああ、これは地上と繫つながっ、、、ているのか』

　オベリスクが震ふるえ、声が室内にこだました。

「えっ、えっと……」

　匣ノ木が戸と惑まどいを見せる。

　自分から話しかけておいて何をしていると言われそうな光景だが。

　奴やつが戸惑う理由が余には察することができた。

　なので、余は用意させた腰こし掛かけから立ち上がり、水鏡の方へと向かう。

「どけ」

「えっ、あっ、ちょっと」

「こやつが誰だれか分からぬのであろう？　エジプト神話の橋はし渡わたし役は、いつもトト神の役目であったはずだからな」

　匣ノ木が戸惑ったのは、この声がトト神ではなかったからだ。

　ではなぜ余にはこの交信先がエジプト神話だと分かったか？

　それは余がこの声の主をよく知っているからだ。

「四ヶ月ぶりか、いつ聞いてもそのしゃがれた声は耳みみ障ざわりだなアメン・ラー」

『ん、、、その癇かんに障る喋しやべり方は、、、、、よもやオシリスか？』

「ハッ！　キサマと話ができるなら丁度よい」

　余は手間が省けたと思いながら単刀直入に話を切り出した。

「先日、とある三さん柱にんの神々が地上に襲しゆう来らいした。その黒幕はキサマか？」

　隣で匣ノ木が慌あわてた様子で口をぱくぱくさせている。

　無視。

　余は水鏡を睨にらみ据すえる。

　だがそこにラーの姿は映っていない。

　本来の機能を考えれば、そこには神界にいるラーが映るのだろう。

　しかし、水面はシンと静まり返っている。

「……？」

　何かおかしい。

　そういえば、やけにラーの声もこもっている。

　ノイズも多い。

「おい、キサマ」

「あっ、僕？」

「そうだ。匣ノ木といったな。神界との交信は、いつもこんな雑音だらけなのか？」

「えーと、いや、いつもはもっと神こう々ごうしい声がいい感じに響ひびくンだけどね」

「……」

　本当は、次はラーが『レガリア』を使ったかどうか問いただすつもりだった。

　だが予定変へん更こうだ。

　問うべき順番が変わった。

「おいキサマ、今どこにいる？」

『、、、、、、、、』

　ノイズ。

　返事がない。

　いや、答えたくなかったのか？

「莫ば迦かな爺じじいめ。そういう時は、咄とつ嗟さにでもウソをつくものだ」

「えっ、いったい何が……？」

「どうしたもこうしたもない」

　余は天てん井じようを見上げる。

　正確にはその先。

　地上を越こえ、天上を。

　そこから来る者を。

「ラーはここに向かっているぞ」

　そう、余が人間どもに警告してやった瞬しゆん間かん。

　地下室の天井が爆はぜて融とけた。

「うお!?」

　近くにいた匣ノ木の襟えり首くびを摑つかみ、余の足あし許もとに転がす。

「メジェド」

　余の声に応こたえ、不可視の神メジェドが光線で融ゆう解かいして降り注いだ天井に穴をあける。

　周囲からは悲鳴が聞こえてきたが、生あい憎にくとそこまで手は回らない。

「ありがとう、助かったよ」

「礼には及およばん」

　コイツが死ぬと主殿が困る。

「な、何ナニなんなのよー!?」

　アリアンロッドも生きていたようだ。

「よく生きていたな」

「あっ、ちょっとこれ何が起きたのよ!?」

　おもしろいくらい狼狽うろたえる間ま抜ぬけに、余はつい失しつ笑しようする。

　こちらの拠きよ点てんが攻こう撃げきを受けたのだ。

　何が起きたかなんて答えは決まっている。

「敵襲だ」

「えぇ!?」

　先さき程ほどのノイズ。

　雑音が入ったということは、通常の交信状じよう況きようではなかったということだ。

　原因はいくつか考えられる。

　たとえば正規の設備を使わずに交信していたとか。

　そもそも設備が壊こわれているとか。

　ラーが移動中であるとか。

　それら可能性のある原因と、一昨日おとといの出来事、そしてトトではなくなぜラーが交信を行っていたかを考えれば、自おのずと状況は読めてくる。

　そして、先程ここの天井を融解させたあの熱量。

　あれは間ま違ちがいなく太陽神たるラーの一撃。

　奴はロキ同様に、地上への襲撃を決め、その第一打としてここを狙ねらったのだ。

　余は頭上を見上げる。

　そこには地上まで続く大穴があいている。

　丸くあいた穴の壁かべはドロドロに融け、今なお白はく煙えんを上げていた。

　その煙けむりの中に船せん影えいが映る。

「来たか」

　あれは紛まぎれもなくラーが乗る太陽の舟ふね。

「船旅気分で地上観光とは優ゆう雅がなことだ」

　余は口許を皮肉に歪ゆがめつつ、神衣を纏まとって戦せん闘とう準備を整える。

　やがて太陽の舟は煙から出てきた。

　が。

「何？」

　そこから姿を現したのは、余の想像を遥かに超こえたものだった。
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　クレイマンの到とう着ちやく後、俺たちは守勢に回らされていた。

「くそっ……！」

『──押されっぱなしだなぁ』

「……ッ」

　バロールのため息の聞こえてきそうな呟つぶやきに怒ど鳴なり返す余よ裕ゆうもない。

　実際、反はん撃げきに転ずる余裕がない。

　特に涙々をクレイマンに抑おさえられているのが痛かった。

　常に制空権を支配し、全体に援えん護ごを撒まいていた彼女は貴重なバランサーだ。

　そこが機能しなくなると全すべてに影えい響きようが出る。

　最初の分断策はすでに崩くずれ、師し匠しようとマリアの合流を許してしまった。

　懲ちよう罰ばつの天使の焰えん鞭べんは極きわめて鋭するどく、数が多い。

　どうしてもそちらに防ぼう御ぎよの意識を何割か奪うばわれる。

　師匠を敵に回した状況で、それはとてつもない負担になる。

「……」

　師匠は静かに間合いを詰つめてくる。

　腰こしに差した刀の柄つかに手をかけ、いつでも抜ぬき打てる構えを崩さない。

　一いつ瞬しゆんの油断で一刀両断される。

「神仙雷火！」

　俺のフォローをしようと、ブリュンヒルデが脇わきから飛び出すが。

「ぐっ!?　なっ!?　おわっ!?」

　神速の三連抜き打ちでブリュンヒルデが吹ふき飛ばされる。

「不用意に近づくな！」

　師匠の間合いは即すなわち死の一足一刀。

　刀の届く範はん囲いに一歩でも踏ふみ込めば必ず打ち落とされる。

　防御できなければ死。

　防御できても間合いの外まで弾はじき飛ばされる。

　躱かわすのも『予よ見げん』の魔ま眼がんで未来を先読みしてすら困難だ。

　テスカトリポカの時と同じだ。

　未来を読めても、人体の動きには限界がある。

　俺の知る限り、師匠はひと呼吸の間に五度抜き打ちを可能とする。

　三度までなら躱せるが、四度目で体勢を崩され、五度目で斬きられる。

「……ッ」

　マリアは相変わらず正気に戻もどらない。

　彼女はその身に堕おろした懲罰の天使に乗っ取られたまま、断罪の焰鞭を俺たちへと振ふり下ろし続ける。

　教会側の増ぞう援えんが来るまで約五分。

　それまでに俺が負ければそのまま教会に連れて行かれ、負けなくとも逃にがせばマリアを攫さらわれ、こちらに不利な交こう渉しようを迫せまられる。

　絶対にここでマリアを助けなければならない。

『雷火。いざとなったら俺のもうひとつの矢を使うぞ』

　その時、無線機越ごしに國崎が通信を送ってくる。

「國崎……ダメだ、それは」

『けどよ……』

「頼たのむ」

　アポロンは実に多くの側面と逸いつ話わを持つ。

　その逸話の中のひとつに、人間のいる地上に向かって矢を放ち、疫えき病びようを蔓まん延えんさせて虐ぎやく殺さつしたというものがある。

　そこからアポロンは疫やく病びよう神がみとしての性格も持ち、転じて医術の神としての信しん仰こうも集めたと云いわれる。

　彼の矢は、その気になれば都市ひとつを壊かい滅めつさせる破滅の矢と化す。

　いかに師匠が物理的に強大な敵とはいえ病には勝てない……はずだ。

　しかし、それは本当に取り返しのつかない手段となる。

　できればそれは避さけたかった。

　かといって状況に好転の兆きざしは見当たらない。

　その上、先さき程ほどの東区での爆ばく発はつも気になる。

　クソが……何もかも後手後手だ。

「……！」

　その時、気づく。

　焰ほのおの鞭むちを振るうマリア。

　その表情には相変わらず生気がなく、攻撃は懲罰の天使の意思によるものなのは明白だ。

　だが。

「……っぁ」

　その目からは涙なみだが流れていた。

　それはおそらくマリア自身の感情から溢あふれたもの。

　教会が、彼女に痛みを強しいている証あかし。

「ッ！」

　新たな怒いかりに奥歯を嚙かみ締しめる。

　今すぐにでもマリアを助けたいのに。

　その手段がない。

　悔くやしさで、さらなる怒りと焦あせりが胸中を満たす。

『──余裕がないな』

（気き遣づかうつもりなら少し黙だまってろ）

『──そう言うな。たまにはヒントをやる』

（ヒント？）

『──俺サマの魔眼がヘボだと思われても癪しやくだからなァ』

　どうやら邪じや眼がん殺しに魔眼を潰つぶされているのが気に喰くわないらしい。

『──ライカは邪眼殺しって名前に気を取られてるみたいだが、向こうさんの能力も結局は〝眼〟の能力なんだぜ？』

「……！」

　そのバロールの「ヒント」で気づいた。

　確かにそれなら師匠を斃たおさずとも魔眼が使える。

　しかし、今や俺とマリアとの間には師匠が立ち塞ふさがっている。

　どちらにせよ師匠を超えなくてはマリアには届かない。

　いや、もはや時間がない。

「全員聞け！」

　俺は無線機のマイクに向かって、全員に指示を出した。

　ここからは全員の連れん携けいが物を言う。

　勝負は一瞬。

　チャンスは一度。

「行くぞ！」

　俺は叫さけぶと同時に前へ出た。

「出でよグラニ！」

　後方からブリュンヒルデの声。

　彼女が天馬を呼び出したのだ。

　だがそれは俺と師匠の勝負には関係ない。

「……」

　一歩近づくごとに師匠の気配が濃こくなる。

　それは死の気配にも似た濃のう密みつな空気。

　一秒がとてつもなく長く感じる。

　生死の境ともなる師匠の間合いに──入った。

「───」

　即そく座ざに抜き放たれる師匠の初しよ太だ刀ち。

　俺は全神経のリミッターを解放する。

　強ごう引いんに引き上げた動体視力が刀の軌き道どうを読む。

　捻ねじるように上半身を下げ、これを回かい避ひ。

　一歩間合いを詰める。

　切り返しの弐に太刀目。

　体を捻った影響で、視界の外から斬撃が来る。

　これを聴ちよう覚かくを頼たよりに、風切り音から軌道を予測。

　初太刀のように紙かみ一ひと重えで避よけるのは難しく、大きく体を沈しずめてやり過ごす。

　地面に張りつくような姿勢に。

　そこから膝ひざを使って体を起こすが。

　完全に起きる前に師匠が納刀。

　からの抜ばつ刀とう。

　参の刃やいばは腹を狙ねらっていた。

　純じゆん粋すいに避けづらく、即そく死しはせずとも致ち命めい傷しようになる部位狙い。

　右足に力を集中。

　側宙の要領で刀を跳とび越こえる。

　上う手まく避けたが、こちらが着地する前に師匠は一歩後ろへ跳ぶ。

　同時に、師匠は退さがりながら刃を切り返した。

　詰めた間合いを広げつつ俺の頸けい動どう脈みやくを断たつ肆しの太刀。

　強引に躱せば最後の伍ご太刀目で確実に斬り伏ふせられる。

　だからここからは賭かけになる。

「ッ」

　俺は師匠の刀に向かって銃じゆうを撃うつ。

　狙うのは当然こちらの首を狙う刃。

　しかし、たかが銃じゆう弾だん一発、刃に当たったとしてもそのまま斬り落とされるだけだ。

　だが。

　ギィン!!

　鈍にぶい音とともに、日本刀の刃の軌道がズレる。

『残滓ケイオス』を注いだ銃弾が斬れず、師し匠しようの斬撃を逸そらしたのだ。

「……！」

　逸れた刃の下を再び潜くぐり抜ぬける。

　さらに切り返しの動きがズレたため、師匠の納刀にもわずかなラグが出る。

　その隙すきに二歩詰つめる。

　師匠の伍の太刀。

　これを避ければ勝機が見み出いだせる。

　だが距きよ離りを詰めた必然で、最後の太刀は今までで最も近く、最も俺の許もとに到とう達たつするスピードが迅はやく、最も避けづらい一撃となる。

　……想定ではここで避ける余力が尽つきた。

　師匠には見せたことのない『残滓ケイオス』を隠かくし球に使っても、肆太刀目を乗り越えるまでが精せい々ぜい。

　伍太刀目では対処される。

　俺だけでは──

「──國崎！」

　マイクに向かって叫ぶ。

　同時に腰こしを捻って半身になる。

　この瞬間まで、俺の体が盾たてとなって師匠の死角となっていた場所。

　そこから、俺の脇わきを通り抜けるように金の矢が飛来する。

　コンマ一秒のズレも許されないタイミングのコンビネーション。

　俺の制服の裾すそを掠かすった矢は、そのまま師匠が抜き打ちしようとした刀の柄つか頭がしらを正確に射い貫ぬく。

　矢が当たった衝しよう撃げきが、抜き放たれようとした刀を鞘さやへと押し戻もどす。

　さすがはアポロン、弓神の絶技。

　俺の背中ブラインドで目隠しされていたのは國崎も同じだというのに、よくぞ精密な射撃を実行してくれた。

　おかげで最後の間合いに踏ふみ込める。

「ぜあっ！」

　腰を捻ったエネルギーを利用して、俺は回し蹴げりを放つ。

「ッ！」

　師匠はそれを肘ひじで受けるが、パワーは殺しきれずに吹ふっ飛んだ。

　これでマリアまでの道が空いた。

「！」

　俺は全力で走り出す。

「……」

　その俺をマリアが虚こ空くうの瞳ひとみで見つめてくる。

　四方八方から振ふり下ろされる焰の鞭。

『残滓ケイオス』を四し肢しに注ぎ、身体能力を限界まで上げ、これをできるだけ躱かわす。

　だが鞭の数は百を超こえる。

　身体能力を極限まで上げても、物理的に躱せない攻こう撃げきが出てくる。

「ヤア！」

　その飽ほう和わした分の攻撃を姫子が天あめの羽は々ば斬きりで斬きり落とす。

　だが敵はまだいる。

　頭上のクレイマンがチラリとこちらを見た。

　彼がこちらへ来たらさすがにもうどうしようもない。

　が。

「征いけぇぇぇ！」

「!?」

　ブリュンヒルデとグラニの突とつ撃げき。

　流星のような天馬の突進攻撃は、当たればタダでは済まない。

　クレイマンは当然これを回避する。

　俺への対処は師匠に任せてよいと判断したのだろう。

　実際、師匠もすでに起き上がっているはず。

　焰ほのおの鞭むちに対処せざるを得ない俺たちの背に追いつくのに、彼女の足なら十歩もかからない。

　その判断は正しい。

　彼はいつも合理的だ。

　その判断を逆手に取る。

　最初からブリュンヒルデの役目は彼の注意を逸らすことだ。

　俺と。

　涙々から。

「壁かべだ！」

『オッケー』

　涙々の返事と同時に背後で変化が起きる。

　俺は前を向いているので分からないが、事前の指示通りであれば、涙々の黄金グルヴエイグ魔術テイアーズで壁が生成されているはずだ。

　黄金の壁は俺と師匠の間を分断し、時間を稼かせぐ。

　だが稼げる時間はわずかだ。

「！」

　俺は両足のリミッターを完全にはずす。

　筋きん繊せん維いがブチブチと千切れる音を聞きながら、飛ぶように地を蹴った。

　両りよう腕うでをクロスし、全身を『残滓ケイオス』で防ぼう御ぎよ。

「ア、ァアァ！」

　泣きながら、マリアが吼ほえる。

　懲ちよう罰ばつの天使が異い端たんの神を宿す俺を打ち斃そうと、その翼つばさを鞭と化した。

「ぐっ、あぁ！」

　焰の鞭が何遍べんも体を打ち据すえる。

　肉を打たれる痛み。

　皮ひ膚ふが焼ける痛み。

　全すべて無視して踏み越える。

　こんなものはたいしたことではない。

　今、マリアが感じている痛みに比べれば！

「マリア！」

　ようやくマリアまであと一歩のところまで来た。

　ここまで来られたのは皆みんなの連れん携けいと、師匠たちのわずかな油断。

　おそらく師匠は邪じや眼がん殺しを実戦で使ったのは今日がはじめてだ。

　邪眼殺し。

　魔ま眼がんに対する究極のカウンター能力。

　そのピンポイントさからして、あれは俺の魔眼対策であったことは明白。

　なら、邪眼殺しの弱点を把は握あくし切っていなくとも不思議はない。

　邪眼殺しとは魔眼をひと睨みで打ち消す能力ではあるが。

　それは魔眼と同じ弱点を持つ。

　即すなわち、視えなければ能力は発動しない。

　さっき涙々が生成した黄金の壁。

　あれは師匠の進路を塞ふさぐためだけではなく、彼女の視線を切るためのものだ。

「……っ！」

　懲罰の天使が後ろへと跳ぶ。

　背中の翼で、俺から逃にげようとする。

「ッ！」

　俺の伸のばした手が空を切る。

　このまま空へ逃げられればお終しまいだ。

　が。

　俺の伸ばした手を、マリアの手が摑つかんだ。

「!?」

　彼女の表情が驚きよう愕がくに満ちる。

　おそらくそれは懲罰の天使の感情だ。

　それはそうだろう。

　逃げようとした天使が、俺の手を摑むはずがない。

　これはマリアの意思だ。

　彼女が超ちよう常じようの存在である天使に抗あらがったのだ。

「うおおおお！」

　俺はマリアの腕を引き寄せ、その体を抱だき締しめた。

　彼女に巣す喰くう懲罰の天使が、抵てい抗こうするように焰の鞭で俺の背中を打ち据える。

　肉の焦こげる匂においが鼻を衝ついたが、俺は決して彼女を離はなさなかった。

「マリア。帰ってこい……！」

　俺は魔眼を発動する。

「……ヒァッ」

　マリアは喉のどの奥を鳴らすように小さな悲鳴を上げたあと、やがてグッタリとその全身から力を抜いた。








エピローグ









「神しん仙ぜん雷らい火か！」

「!?」

　ブリュンヒルデの切せつ迫ぱくした声で、俺は咄とつ嗟さに後ろを振り返る。

　そこには、黄金の壁をぶった斬り、こちらへと走り迫せまる師し匠しようの姿があった。

「キャッ！」

　姫ひめ子こは易やす々やすと突破される。

「くっ！」

　マリアを片かた腕うでで抱きかかえたまま、俺は銃じゆうを構え直す。

　お互たがいの距きよ離りが際きわどい。

　相あい討うちになりかねないタイミング。

　いや、マリアを護まもる分、俺が一手遅おそいか!?

　あと一歩で師匠が俺を間合いに捉とらえようとした。

　その瞬しゆん間かん。




「それはダーメ」




「「!?」」

　轟ごう音おんとともに、俺と師匠の間に稲いな妻ずまが落ちる。

　唐とう突とつな落らく雷らいに師匠も警けい戒かいして後ろへ大きく退さがった。

「……！」

　俺は慌あわてて頭上を見上げる。

　さっきの声は……!?

「はぁい、おにーちゃん。おひさ」

「天てん華か……!?」

　三ヶ月ぶりに再会した妹は、軽い調子で俺に手を振ってきた。

　俺はといえば、何と言葉にしていいか分からず、狼狽うろたえるように口を何度も開いては閉じたりしていた。

　なぜ今？

　なぜこの状じよう況きようで、天華がここに顔を出す？

「おにーちゃん久しぶりなのはいーんだけど、ホントいつも何かしら大変な目に遭あってるよねー。アタシがいなかったら危なかったんじゃない？」

　天華は嬉うれしそうにコロコロと笑う。

「やっぱりおにーちゃんはアタシがいないとダメだね」

「……何をしに現れたんだ、天華」

「んー？」

　俺の問いかけに天華は小首を傾かしげる。

　彼女は俺を見、師匠を見、軽く肩かたを竦すくめる。

「まっ、今日はおにーちゃんに顔見せるだけのつもりだったけど、せっかくだし？　教会の連中にもついでに宣戦布告しちゃおっか」

「宣戦布告？」

「そ」

　天華は微笑ほほえむが、俺たちは困こん惑わくさせられる。

　三ヶ月前に神界を裏切った天華には味方がいない。

　それどころか神界・教会・聖餐管理機構エウカリステイア、その全てから追われ、敵視されている彼女にとって、「宣戦布告」などあまりに無む謀ぼうな話だ。

　しかし、それを口にしたのはあの天華だ。

　たったひとりで世界全てを欺あざむこうとした俺の妹だ。

　ただの戯たわ言ごととは思えない。

　そして。

　まるでそれを証明するかのように。

　その場に複数の人ひと影かげが現れた。

「いやあ、またお会いしましたねお兄さん」

「ロキ……！」

　ロキだけではない。

　ハーデス。

　テスカトリポカ。

　先日俺たちが捕とらえた三さん柱にんの神。

「じゃあ、さっきの爆ばく発はつは……」

　東区で起きた爆発は、この三さん柱にんを捕らえていた施し設せつが襲しゆう撃げきされたものか……！

　だがそれで終わりではなかった。

　その三さん柱にんに加えて、また別の影が現れる。

　影の数は四つ。

　その全員が天華の仲間であることは明らかだった。

「ンッフッフー、じゃあまずはご報告ー。一昨日おととい未明、あたしたちは神界でクーデターを起こして七つの神話を滅ほろぼしました」

「……は？」

「ここにいるのは、それぞれ各神話の最後の生き残り。あたしの仲間たちでーす」

　天華は俺たちの様子など気にも留めず話を続ける。

　だが、待て。待て。

　クーデター？

　神界を滅ぼした？

　天華の仲間？

　なら過激派の黒幕は天華？

　いや、ちょっと、待ってくれ。

　思わずそう言いたくなったが、当然妹は待ってくれない。

「ロキ君たち三さん柱にんはもうおにーちゃんも知ってるかー。じゃあ残りの四よ柱にんを紹しよう介かいしちゃいまーす」

　天華は楽しそうに続ける。

「まず一柱ひとり目はエジプト神話のラー君」

　天華は空に浮うかぶ舟ふねに乗る少年を指差す。

「次は二柱ふたり目ー。日本神話のイザナミちゃーん」

　二番目に彼女が指差したのは長い黒くろ髪かみの俯うつむいた少女。

「どんどん行くよ～。三さん柱にん目はインド神話のシヴァ君～」

　褐かつ色しよくの少年は苛ついた表情で腕うで組ぐみをしていた。

「最後の四よ柱にん目は～～～ジャジャン！　ケルト神話のルー君でーす」

　最後の一柱ひとりは厳しい面おも持もちの金きん髪ぱつの美少年だった。

『──あン？　ルーの野や郎ろうなーにしてやがんだ？』

　ルーの名にバロールが反応する。

　だがコイツらの因いん縁ねんなど後回しだ。

　天華が仲間と称しようした四よ柱にん──さらにロキたちを加えた七なな柱にんは、いずれも各神話の名だたる神々だった。

　そんな神々を集めて、天華は言う。

[image: ]

「アタシたち新生神話同盟は第二次神話戦争アンスロポスマキアの開始を宣言しまーす」

　それは俺たちと教会に対する宣戦布告であると同時に。

　世界を滅ぼすという宣言だった。


─了─










あとがき









　──読者の皆みな様さま、この度も『いづれ神話の放ラ課グ後ナ戦ロ争ク』第７巻を手に取っていただき、誠まことにありがとうございます。

（天てん華か：以降『天』）「っと！　いうわけで新章【ラグナロク篇】開幕ぅ！　みんなのアイドル天華ちゃんもバッチリ復活して、これから盛り上がっていくよー！」

（エミリー：以降『エ』）「余との待たい遇ぐうの差に不満を感じる……」

（天）「まあこれがメインヒロインとサブヒロインの格の違ちがいかな！」

（エ）「何だと？」

（雷らい火か：以降『雷』）「メインヒロインはシャロ先せん輩ぱいだがな」

（天）「そんなの分かんないよ？　メインヒロインが途と中ちゆう交代した作品だってあるし？」

（シャルロッテ：以降『シャ』）「え……わたし、メインヒロインじゃなくなっちゃうの？」

（雷）「安心してください。そうなったら俺が作者を撃うちます」

（シャ）「雷火くん（キュンッ）」

（涙るい々るい：以降『涙』）「わー、なんかふたりがバカップルっぽい」

（マリア：以降『マ』）「認めません……私は認めませんよ……（ブツブツ）」

（涙）「わー、こっちは闇やみが渦うず巻まいてるー」

（マ）「そう言う涙々さんは悔くやしくないんですか？」

（涙）「別にー。私って略りやく奪だつ愛あい上等だし、なんなら愛人枠わくでもオッケーだしね。それに」

（マ）「それに？」

（涙）「フッフッフ、なんやかんや言って、雷火のファーストキスは私の物だしね！」

（雷・シャ・天・エ・姫・マ）「「「「「!?」」」」」

（雷）「おい待てその話は」

（涙）「雷火ってヒロイン全員とキスしてるのよね。エミリーは足にだけど」

（涙）「ていうか、何気にシャルロッテ先輩とキスしたのが一番遅おそいのよね」

（涙）「まっ、私が雷火の初めてを奪うばったって事実は変わりないンだけどね！（どやぁ）」

（雷）「そのドヤ顔をやめろ！」

（シャ）「雷火くん……」

（雷）「待ってください先輩！　誤解です！」

（天）「言い訳は署で聞こうかおにーちゃん」

（雷）「その前にその『雷霆ケラウノス』をしまえ！」

（エ）「余は別にどうでもいいのだが…………コイツらは放っておいて謝辞にするか」

（エ）「イラストレーターのよう太た様、新章に入り新たなデザインの数々を上げていただき誠に感謝する。今後ともよろしくお願い申し上げる。しのはらしのめ先生のコミカライズも余の登場する原作２巻に突とつ入にゆうし、ますますおもしろくなっている。素晴らしいコミックを描かいてくださる先生には足を向けて寝ねられん。こちらも今後ともよろしくお願い申し上げる。また担当様に編集長様、デザイナー様に営業様、流通様に書店員様々方、そしてこの本を買ってくださった読者の方々、このシリーズが第二シーズンに入れたのも皆様のお力添ぞえあってこそ。ここまで応おう援えんしていただき、ただただ有難うございますと言わせて欲しい。そしてどうかこれからも応援していただければ幸いだ」

（エ）「……ところで今巻なんだが、余また斃たおされてないだろうな？　第二シーズン入って早々にあとがきの女王に再就職するのはご免めんだぞ？」

　──さあ？　それは次巻のお楽しみということで。

（エ）「全然楽しみではないわ！」

　──ではでは、また次巻もよろしくお願いします！


２０１７年６月某ぼう日じつ　なめこ印じるし
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